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は しが き

明治以後 の我国の 目覚 ま しい変化 の原 因を明 らかにす るためには,幕 末維新期 の洋学者の存在

を無視す るわけにはいかない。す くな くとも,彼 等 の驚 くべ き熱意 と努力による準備 があ つたれ

ばこそ,西 欧文化 を受容す ることが出来 たのであ り,我 国の急速 な近代化が可能 であ つた,と 言

えよ う。

そこで,本 稿で は,そ れ ら洋学者の1グ ルー プとも言 うべ きフランス学者 に焦点 をあて,彼 等

が明治 日本の近代化が進行 してい く過程で,如 何 に時流 に対応 し,さ らにフランス学 者 としての

役割 を果 た していったのかを,こ こに述べ てみたい。

さて,お お くの フランス学者 と呼ばれ る者の中か ら,以 下の3名 に限定 して報告 したのは,彼

等 が,そ れぞれの活躍 した場所において,そ の代表者 と呼ぶに相応 しい人物 であ り,さ らには,

彼等 の仏学 に関 しての業績,お よび,そ の貢献度か ら推 して,異 存 はない もの と考 えたか らであ

るQ

まず第一 に,我 国の仏学 の先覚者である村上英俊,第 二 に,江 戸(東 京)を 中心 として活躍 を

し,さ らにはフランスに渡航 した人物 として入江文郎,最 後に,地 方 にあって こつ こっ と仏学 を

研 究 し,ひ いては独 自の分野を開拓 した入物一一 山本松次郎一一 の3名 を取上 げることにした。

なお,本 稿の一部 には,す でに大学 の論集,お よび雑誌 な どに発表 した もの も含 まれているが,

これは,そ の後未発表の新資料 をかな り入手 することが出来たので,前 稿 に訂正加筆 を施 し,こ

こに掲載 した ものであることを,あ らか じめ付記 してお く。



第1部 村 上 英 俊



s

第1章 その生涯

1.生 い立 ち

村.ヒ英俊(1)は 文 化8年(1811)の4月8日,父 ・

松 園(誰 を木 仙),母 ・ちか(尾 島氏)の 長 子 として,

下 野 国那須 郡 佐 久 山(栃 木県 人 田原 市佐 久 山)に 生

まれ,幼 名 を貞介 と名 づ け られた 。松 園,29才 の時

の子 で あ る。松 園 は経済 的 に も恵 まれ た,旅 籠(屋

号,佐 野屋)の 主人 で あ った が,同 時 に漢方 医 を業

とす る者 で もあ った 。

な お,佐 野屋 を いわ ゆ る本陣 とす る説 もみ られ る

が2),最 近,入 手 した資料(3)に よれ ば,そ の説 を一

概 に妥 当 で あ る とは断 じ得 な い。 しか しなが ら,英

俊 の生 家 が,本 陣(井 上 家),問 屋(渡 辺家)に 次 ぐ(村 上英俊)

格式 を誇 る宿屋 で あ った こ とは事実 で あろ う。年紀 に よ って は脇 本陣 を務 めて い た と も,椎 測 に

難 くな い。

さて,奥 州街 道 の 佐久 山宿 は,旗 本 ・福原 家(3,500石)〔4)の 知 行地 で,宿 内惣 家数121軒,人

別473人(男230人,女243人)で あ る。 そ の内,旅 籠 屋 の数 は27軒 とな って い る(510

土地 の医者(6)に っ いて医術 を修 めた松 園 は,地 方 の一知 識 人 で終 わ る ことを潔 し とはせ ず,新

しい時代 の知 識欲 に燃 え,旺 盛 な探 究心 を持 って いた。英 俊 に江戸 で新 しい学 問 を修 め させ た い

とい う彼 の気 持 は,ひ と えに,そ の よ うな松 園 の知識 人 と しての,姿 勢の表 われ で あ った と言 え

よ う。

松 園 はつ い に文 政7年(1824),何 不 自由 のな い故郷 ・佐 久 山で の生 活 を捨 てて,江 戸 に移 り,

新 生 活 に入 るよ うに な った。英 俊,14才 の 時 の ことで あ る。家 業 は近 郊 の小川 村 梅 曽 に住 む縁 者(71

に譲 られ る こ とにな った が,人 口流動 の比 較的 激 しい佐久 山で は,買 養 子 とい う制 度 に よって家

業 を他人 に譲 渡 す る こ とが,さ ほ ど珍 ら しい こ とで はな か った(80)

松 園 は京 橋柳 町 で 町 医者 として,細 々 と暮 らす こ とにな ったが,英 俊 へ の教 育 に対 す る情 熱 は

い さ さか も衰 えず,佐 久 山時代 の伝手 を頼 って,英 俊 の教 育環 境 を整 え る ことに努 め た。

「即 ち漢 学 は古 学 に名 あ る唐 津藩 の儒官 ・東馬 大 野鏡 湖,医 は篠 山藩 の侍 医 ・無 涯足 立 長島 を夫

夫 師 とす る事 が 出来 た〔9)」。

さ らに,文 政10年(1827),18才 の時,英 俊 は津 山藩 の侍 医 ・宇 田川椿庵 につ いて蘭学 を学 ぶ よ う

に な ったが,彼 の 師 匠 が そ れぞれ 当時 の名 の あ る学 者 で あ った こ とか ら も,父 ・松 園 の意 気込

み と,子 息 ・英俊 へ の期 待 の大 きさが容 易 に推 測 され よ う。

な お,松 園 には英 俊 を頭 に,三 男 三女 の了 宝 に恵 まれた が,不 幸 に も一・男二 女が天折 し,残 っ

た の は英俊,於 川頂,覚 次郎(10)の3名 であ った。 従来,英 俊 の妹 の名 前 は 「チエ」 と され て きたが,

私 の調査 に よれ ば,そ れ は幼 名 で あ り,正 し くは上 述 の よ うに,「 於 順」で あ るこ とが明 らか とな

った(「真 田家 御系 譜 」,真 田幸 治氏 所蔵)。 於 順 は後 に,天 保3年(1832)あ るい は同4年(1833)

の 頃,信 州 松代 藩主 ・真 田信濃 守幸貫 の嫡子,豊 後 守幸 良(11)の側室 とな った人 で あ る{120)

天 保4年,松 園 を失 った〔13)村上英俊 は,そ の後 も江戸 に と どま って い たが,同12年(1841),母
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と弟 を伴 って江戸 を離 れ,松 代に移 ることにな

った。当然,妹 ・於順 の手引 きに因 るもの と考

えられるが(1の,こ れが総ての理由ではな く,佐

久間象 山の存在が,彼 の松代移住への動機 に無

縁ではなかったとす る見解 もみ られる。

すなわち,「 松代 には英俊 と年 を同 じうした
　 　

時代の先覚 佐久間象 山がいた。象山は幸良の父

幸貫侯に早 く認 め られその信任 も厚か った。松

代 に行 けば象山 との提携 も出来 る{15)」とか,「 ・i

・… 象山の蘭阜 が,英 俊 の脳裏 に往 来 しな 鞍
…

か った と も限 るまい(16)」とい う見解 が それ で あ1
羨

るが,い さ さか疑 問 で あ る。 彼等 の 出会 い は,

英 俊 が松 代 の 住人 とな った後 とす るのが,や は

り,妥 当の よ うに思 わ れ る。

轍
騰
響

熱 蜜
(「真 田 家 系 譜 」、 真 田 幸 治氏 所 蔵 。)

ボ馨

熱
鞍
禽
灘
羅
欝
論
ド纏
鎧
建

天保12年 以前の象山は,ま だ時代の先覚者 と呼ぶ には相応 しくないし,そ の時期 には,彼 が蘭

学 を学んでいない ことか らも,そ うした見解 は,決 して正 しくはないか らである。

2.佐 久 間象 山 との出会 い

松代で町 医を業 としていた英俊 を(1の,帰藩 中の同藩 々十 ・佐久間象 山が訪れたのは,弘 化3年

(1846)あ るい は弘化4年(1847)の ことで,そ の用向 きは,新 兵器 を運用す るために必要 な,よ

り強力 な新火薬の製造法を記 した化学書 を,蘭 書の中 よ り選ぶための相談 であった。

19世紀 の初頭 よ り,徐 々にみ られた現象だが,中 頃 には対外関係 を反映 して,蘭 学 は医学以外

に,軍 事 に関連 した分野,た とえば,火 薬学,砲 術学,兵 学,航 海学,地 理学,銃 学,築 城学,

器械学,舎 密学(化 学)な どの諸科学 を研究す るうえに,不 可欠 な学問 として認識 されるよ うに

なって いた。

象山 もまた,外 国 を知 るには,そ の国の言語 を熟知す るのが先決だ とし,蘭 学 を弘化元年の6

月21日 よ り,黒 川良庵(18)にっいて学 んでいる。最初は,蘭 学 と漢学の交換教授 とい う方法 をとつ

たが,後 に藩主 ・幸貫侯の知 るところ とな り,別 に漢学の師 を良庵 にあた え,象 山の負担 を軽 く

す る配慮 を行ない,蘭 学 に専心 させている。当時,聡 明な藩主 として聞 こえた幸貫侯が,象 山の

才能を高 く評価 した結果 とはいえ,や は り,時 代の影響 を見逃すわけにはいかない。

オランダ語の学習が進 むにつれて,そ の重要性 を再認識 した象山は,弘 化2年(1845)正 月,

書簡(19)をもって,藩 老 ・恩田頼母②①に,天 下 に率先 して洋籍,と くに兵 書および火術書 を購入 し

て,非 常時に応 ず る策 を建て るべ きだ と説 き,さ らに,そ れに投ず る費用は,決 して惜 しんでは

な らない と力説 している。

一方,象 山よ り相談 をうけた英俊 は,即 座 に,ベ ルゼ リウス(J.J.Berzelius)(211の 化学書 を推

薦 した。

「即 ち彼は象 山 と謀 って長 崎在 住の蘭 人の手 を経て これ を海外 に購入す るの手続 を取 った。待

つ事一年有半 に して同書 は無事百五十両の大金 を投 じ,千 秋の思 ひせる英俊の手 に帰 する事 にな

った⑳」

しか しなが ら,待 望 のベルゼ リウスの化学書はフランス語で書かれてあ り(23),彼等 の当面の役
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に は,い ささか も立 た なか ったの で あ る。

英 俊 は,か って江 戸在 住 の お りに,愛 読 した蘭

書(化 学書)の 中 で,し ば しば,「 べ 氏 いわ く」と

い う文 字 に運 遁 し,ベ ル ゼ リウスに は,か ね がね

尊敬 の念 を抱 き続 けて きた。 それ で あれ ば,彼 の

失望 は きわめ て大 きか った と言 え る。 だ が,こ の

よ うな状態 の英俊 に,一 筋 の光 明 を与 えたの が,

佐久 間象 山の フラ ンス語 学習 へ の勤 めで あった。

これ が後 に,日 本 にお け る最 初 の,フ ラ ンス語 の

正則 的学習 者 の名誉 を,村 上 英俊 に与 え る機縁 と

な った ので あ る。

英 俊 は,嘉 永元 年(1848)の5月 か らフラ ンス

語 の学 習 を,フ ラ ンス文 法書 ⑳ を頼 りに始 めて い

る。 さ らに,本 格 的 に,蘭 仏 辞書 ㈱ に よ って蘭学

事始 に も似 た,労 苦 と狐独 との研 鐙 の道 を経 て,

よ うや くフ ラ ンス語 に通 じたの は,嘉 永2年(18

49)あ るいは同3年(1850)の こ とで あ る。

人 生 わず か に50年 とい う時代 に,既 に38才 に も

な って いた英俊 が,た とえ,オ ラ ンダ語 の知 識 は

あ った とは い え,未 知 の外 国語 に取 組 む決意 を し

("TraitedeChimie",国 会図書館所蔵)た の は,よ くよ くの事 で あ る と言 える。

「一 年 四 ヵ月 とい えば
,冬 を二 度 越 す こ とに な

る。信州 の冬 の寒気 は ま こ とに きび しい。夜 ふ けて お そ く,未 知 の世 界 と とっ くん で,し ん しん

と背 中 か ら膝 に迫 って くる寒気 にふ る えっ っ,勉 強 に いそ しむ中年 の勉学 者 の姿 を想 像 す る とき,

わ れわ れ は,思 わず襟 を正 さず には い られな い6～0」

英俊 が好 学 心 の強 か った ことは,確 か な こ とで あ るが,そ れ に して も,何 故 に これ程 までの苦

労 を して まで,彼 は フラ ンス語 の学 習 に踏切 ったの で あろ うか。 直接 的 な動機 と して,象 山の勤

めが あ った こ とは事 実 で あるが,た だ,そ れ だ けの理 由 と断 定 して仕舞 うには,あ ま りに,そ の

根拠 が 単純 か っ直線 的 で あ る と考 え られ る。 そ こに は,英 俊 自身 が,幾 多 の困難 を冒 して まで,

フ ランス語学 習 に踏 切 った積 極 的 な理 由 す くな く と も,内 的必 然性 が包 含 され て いた筈 で あ

る,と 考 えた い。
ミ

すなわち,18才 の時 に宇田川熔庵 について蘭学 を始めてよ り,十 数年 にわたって研鐙 した蘭学

の知識 を頼 りに,以 前か ら興味を抱 いていた化学 について,さ らに探求す るために,フ ランス語

を始 めたのではないか,と 推定 されるのであ る。

何故な ら,フ ランスは学問が進歩 し,化 学 の分野 において も例外 ではないことを,英 俊 は象山

か ら聞か されておったので,彼 が フランス語 で書かれた化学書か ら,最 新の知識 を吸収 しよ うと

す る願望 を抱 いた として も,な ん ら不思議 ではない と考 えられるか らである。化学書 を読解す る

ための手段 として,フ ランス語 の研究は,是 非 とも必要 な要因だ ったのであ り,そ こには,彼 が

象山の勤めに応ず る必然性が,す でに存在 してお った と言 えよ う。

英俊 に,強 い刺激 を与 えた1冊 の本が,か りに化学書ではな くして,文 学,哲 学,歴 史 などの

書物であった とした ら,は たして,英 俊 は仏学への道 を歩 んだであろ うか。



(Lhomondの フランス文法書,

静岡県立中央図書館所蔵)

に恵 れた と きで,妻 との問 に は一 子 ・栄 太

郎 が誕 生 して い る。

従 来 の研 究 によれ ば,英 俊 の妻 の名前 を,

「カ ネ(兼)」 として い るが ,私 の調査 によ

れ ば,こ れ以 外 に 「きん」 とい う名 もあ る

こ とが判 明 した。

長 野市松 代 町在 住 の 田 中誠 三郎 氏 宅 に,

「壬 申戸籍 」が所蔵 され て お り
,そ こに は,

村 上英俊 と並 ん で彼 の妻 ・「きん」の名 が明

記 されて い る98)

学 問的 な刺 激 の強 い江 戸 で の生 活 は,家

庭 生活 の暖 か さと相侯 って,英 俊 の フラ ン

ス語研 究 を一 段 と進歩 させ る結 果 とな り,

ここに,『 三語 便 覧』成 立 の基礎 が形 成 され

る。

村 上英 俊 の著 作 活動 は,『 三 語便 覧』を上

梓 した後 も目覚 ま しい もの で あ った。『佛 英

訓弁 』(1855),『 五方 通語 』(1856),P英 語

9

この時点では,あ くまで も 「化学者」 としての英

俊が先行す るのであ り,い わゆる 「フランス学者」

としての出発 の時期 は,彼 が再 び江戸 に出て 『三語

便覧』 をはじめ,数 々の著作を上木 した頃 とす るの

が妥 当であろ う。

3フ ランス学 の始 祖

村上英俊 は嘉永4年(1851),ま だ寒 さの厳 しい1

月 に松代 を離 れて伽,江 戸深川小松町 の松代藩邸内

に住む ことになった。 フランス語 を江戸で さらに研

鐙 したい とす る,英 俊の希望 を藩 主が快諾 した結果

の ことである。

偶然,佐 久間象山 もまた,同 年4月 に江戸 に入 り,

5月 には木挽 町に居 を構 えて いる。

この時代 は,英 俊 の生涯 の うちで も,最 も家庭 的

遡

灘

蕪

灘

(Mann『 蘭仏辞書』の本文内容,早 稲田大学図書館所蔵)

箋』(1857),『 英 語箋 後篇 』(1863),『 佛語 明要J(1864),『 佛蘭 西答 屈智 幾』(1867)等 の書籍…を

や つ ぎば や に公 刊 した。 明治 に入 って もその活動 は衰 えず,『 西 洋史 記』(1870),『 明 要附 録』(18

70),お よ び 『三 国会 話』(1872)を 版 行 して い る。安 政6年(1859)に 弟 ・覚 次郎 を養 子 に して
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家督 を譲 った英俊 は,そ れを機会に同6年3月27日 か ら慶応3年(1867)ま で,当 時の最高学府

であった開成所(蕃 所調所が洋書調所 と改称 された後,さ らに改称 された もの)に おいて,教 授

手伝 い,さ らに翻訳方 として勤務 し,後 進の指導 に当 り,我 国の フランス学の発展 に務めた。

明治元年(1868),英 俊 は私塾 「達理堂」 を正式 に開塾す ることになるが,「=達理堂」は深川猿江

町の松代藩下屋敷 内で発足 した。明治 日本の知的選良た らん とす る幾 多の青年達が,東 京 は勿論

の こと,北 は盛 岡,弘 前か ら,南 は四国,九 州 よ り参集 して,こ の仏学塾の名前 をよ り一層著名

な ものに していった。「達理塾」に学 んだ学牛 の数は,現 在,判 明 している ものだ けで429名 のお

お きに達 している(29)0

これ らの中には,幕 末維新期に,知 的選良 として活躍 した人々 中江兆民,榎 本武揚,林

正十郎,小 林鼎助,井 上修理,駒 留良蔵,松 平太郎,浜 尾新,加 太邦憲,磯 部四郎,黒 川清一郎,

栗塚省吾,辻 新次 など の名が見 られて壮観であ る。

「ここでの講義 は勿論佛蘭 西語 であった。 そしてその講演 には佛語で書かれた西洋史 も読 まれ
セ イ ミ

た らしい。又或 る時 は彼の得意 とす る化学 の講釈 を一週一度生徒全体 に行な う事に した事 もあっ

た。 これは生徒 の希望 によったのではな く英俊 の自発 に出た ものである。然 し高遠なセイ ミも塾

生 に取 っては猫 に小判の類 で,生 徒 は寧ろ これを有 りがた迷惑 に思 った。一度 は好奇 に駆 られ,

二度 目は引ず られて出たが,三 度 目には,女 中が生徒の召集 に来 る有様だ った。がそれで も行 く

人 は殆ん どなか った とい う⑳」

しか し,法 律 や兵学 な どを研修す る手段 として,フ ランス語を学んでいた生徒達 にとっては,

化学 の講義 な ど興味 あるものでは無 かったに違いない。それでは,英 俊の フランス語の授業 に関

しては どうか と言 えば,「講読」や 「作文」に関 しては,彼 の著書 などか ら類推 して,当 時 として

は仏学始祖 の名に恥 じない ものであったであろ う,と 推察で きるのである。

しか しなが ら,そ の 「発音」 に関 しては,残 念 なが らあま り良 い評判 は残 されていない。

「・・… エゲプテ(埃 及)と は何んだ,あ れは オランダよみで,エ ヂ プ トと読むのが本当だ

そ うだ。先生の佛学 は佛蘭西 には通 じない とい う珍物だ といった噂が門下生の間に もポッポッ起

るようになっていた。然 もこれは開塾当初 の頃にさえも沙汰せ られた事であった(3D」

この間の事情 も,彼 が まった くの独学 でフランス語 を学んで来たために,世 人 に発音が問題で

あると指摘 された もので あろ うが,こ れ も先覚者の悲 しい宿命 であ り,今 とな っては同情すべ き

余地 も多分 にあろ う。

さて,開 塾後の数年間は繁盛 した 「達理堂」 も次第 に荒 びれ,つ いに明治10年(1877)そ の幕

を閉 じたのであった。英俊,67才 の時の ことである。 この事柄 も,明 治 とい う時代がす くなか ら

ず 「達理堂」の閉塾 に彰響を与 えた もの と言 えよ う。

ところで,我 国が,明 治初期において,近 代的な国家 として急速に成長す る必要性 か ら,き わ

めて貧欲に西欧先進諸国の文物制度 を接取 してい ったことは,す でに周知 の事実である。そのよ

うな時代では,当 然 のことなが ら実用向の学 問が尊重 され,功 利的思想が支配 的な もの とな って

いたが,こ れはフランス語 を研 究す る人々にとって も例外ではなか った。

た とえ,村 上英俊 に数多 くの仏語書 を上木 したとい う実績が有 った として も,フ ランス人に対

して通用 しない 「発音」で あったならば,門 下 生 が 英俊 に対 していつ まで も敬意 を表 し,師 事

す るはず もなかった と言 えよ う。実際の役 に立 たない フランス語 では,も はや利用価値が無 いか

らであ る。それ故,実 際 に西欧の地 を踏んで来 たフランス学者が現 れるや,人 々は次第 にその門

を叩 くよ うになったのであった。事実,フ ランス語 を研鑛 しようと希望 す る人 々は,す でに英俊

が志 を立てた時 とは違い,単 に知識を得 ることにのみ目的が置かれて はいず,現 実 に海外 へ雄
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1灘1:S
諜 蜜1こ誌 灘 舞鷲 欝 綺濯 淘帆:鋤暴 、釦
姿臓 わすことはなかつた・331.

、羅、'1ぎ ゼ 曜
しかし・このような不遇の英俊にも凌 弟燵 、総 .罷 ザ デ

の援助 の手 が差 し伸 べ られ,明 治15年(1882),東'/・ ジ1

京 学 十会 員 に選 出 され る ことにな った(34}0(村 上英俊が東京学士会員に選ばれた時の辞令
,

その後,明 治18年(1885)8月18日 に,フ ラ ン 村上英夫氏所蔵)

rま 軸 瀞 ・、・囎 携雛'蟻 欝鱒 耀 輪 鐙美!鐘餓
,篇鶏綴鐸韓織 攣鱒 難 纏嬢 メ1航㌶'

麟1諮 ・㍉ 砿糊'ご鱒 勘 嚢轡 華騰
還鑑鰍1嬉 論 濾 諸`藩瀞撫 藁隷

ド"轄 恥 鉱 幅 脇 嵩 ご孫 螺W曝

(村上英俊にレジョンドヌール勲章が下賜されたことを知 らせる証書,村 上英夫氏所蔵)

ス大統 領 よ り英俊 の偉 勲 を賞 して,レ ジ ョン ドヌ ール勲章 が 下賜 され た(35)。
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さらに,仏 学会の名誉会員 ㈹に も任命 された英俊 は,一 つの仕事 を為 し遂 げた満足感 を抱 いて,

その生涯を東京府下豊島郡金杉村 で静か に閉 じた。時に,明 治23年(1890)1月10日,行 年80才

であった(墓 所 は青山墓地 にある)。

〔注〕

(1)諦 は義茂,ま たは義隆。字 を棟梁 といい,茂 亭あるいは彙陰 と号 した。後に鶴翁,さ らに松翁 と称 して

いる。なお,業 蕎閑人なる名称を使用 しているが,最 近,入 手 した資料によれば,「義禮」とも称 してい

たことが判明 した(田 中寿氏所蔵)。

(2)瀧 田貞治,『 佛学始祖 ・村上英俊』(巌松堂書店古典部〉,上巻5丁 裏。

(3)佐 久山本陣之図(井 上潤三氏所蔵,文 久3年 以前のもの と推定 される)に よれば,本 陣の地坪は九百坪

と明記 されているので,敷 地か ら考 えて も,佐 野屋 が本陣であったとは考 えられない。なお,佐 久山宿

の配置図(遅 沢俊郎氏所蔵,年 代不明)に おいても,「加登屋(右 五十二〉,御本陣,海 老屋(右 五十三),

佐野屋(右 五十四)」 と並記 されておるので,本 陣と佐野屋 は明 らかに別のものである。

(4)福 原家々臣扶持役附控帳(福 原家所蔵)に よれば,家 老 ・福原某 を筆頭に,給 人,地 方,大 目付,町 奉

行,山 奉行,中 老,納 戸役等がおり,あ たか も 「佐久山藩」のような様相 を呈 している。

(5)児 玉幸多,『近世交通資料集』(吉川弘文館),P.273。

(6)誰 れに就いて医学 を学んだかは不詳。

(7)会 津戦争の頃,佐 野屋の当主が佐久山を離れて後,村 上家 と佐野屋との関係は絶たれた(子 孫の生田目

ムメ氏談)。

(8)佐 久山の郷土史研究家,吉 田英夫氏談。

(9)(2)の 上巻8丁 裏。

(10)兄 の英俊は,松 代藩郡奉行 ・山寺常 山(源 太夫)宛 の書簡のなかで覚治郎 とも書いている。

(11)文 化11年(1814>10月28日,江 戸出生であるが,公 儀への届出は,文 化13年(1816)に なっている。幼

名は貞四郎。松平楽翁定信の末男 とされ,幸 貫の養子として届出 されているが,実 は幸貫が実家(江 戸

八丁堀の松平家)に あった時,家 女(佐 竹氏,俗 名於喜勢,法 名貞操院。)に生ませた子である。弘化元

年(1844)卒 去したため,松 代藩の藩主にはなっていないが,幕 府の 「御役人衆,御 同朋衆,出 入御坊

主名面」(真 田幸治氏所蔵,天 保12年 作成)に は,「御詰衆」 として真田豊後守の名が見 られるので,幕

府での地位が どのような ものであったのか,こ れで明らかとなった。 さらに,「系譜」には法名大雲院道

隆一潤,葬 地武蔵国江戸麻布今井禅宗盛徳寺,と 記 されている。

(12)於 順がどのような経路で幸良の側室になったのかは定かでないが,当 時の松代藩の慣習か ら考 えて,側

用人の世話によって,真 田家へ上 った ものと推定 されている(松 代町の郷土史研究家,高 橋雲峰氏談)。

なお,於 順が幸良の実母である貞操院付 きの女中とな り,そ の後幸良の側室になったものとす る説 も

ある(真 田家の事情に詳しい永井久子氏談)。

当時,幸 良は八丁堀の松平家に寓居 していたが,村 上家がその屋敷 とわりに近距離の場所(京 橋柳町)

にあったことを考慮に入れるな らば,あ ながち,こ れ等の説 を推測だけとは断 じ得まい。

弘化元年(1844),剃 髪 して 「心戒」と改名 し,安 政2年(1855)9月25日 か ら 「順操院」 と名のった。

なお,於 順には一男二女があり,長 女は 「於貞」(天保5年6月16日,松 代出生,松 平和之進源定猷の縁

女 となる)。長男は9代 目藩主 ・「幸教」(幼名,雄 若。天保6年12月13日,松 代出生)で あり,次女は「於

秀」(天保8年7月8日,松 代出生,阿 倍播磨守の縁女となる)。

さらに,於 順 に関 しては,「 真田家過去帳」によれば,「村上松園木仙女 ・順操院,明 治十四年一月六日,

赤坂一ツ木町村上覚次郎方ニテ卒。法名,順 操院殿.is随智山大姉。葬地,赤 坂永川町迦葉山盛徳寺」 と
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あ り,最 後 ま で真 田 家 との 関 係 が深 か った こ とが わ か る。

(13)天 保4年(1833)8月8日 死 去(戒 名,松 林 院諦 宗 了 義 居 士)。

(14)於 順(順 操 院)が,い つ頃 か ら松 代 に住 居 した の か,従 来 の研 究 で は触 れ られ て いな い が,長 女 の 「於

貞」 が天 保5年6月 に松 代 に お い て誕 生 して い る と ころ か ら(「真 田家 御 系譜 」),や は り,天 保4年 か,

あ る い は5年 の初 め とす るの が正 しい で あ ろ う。

(15)(2)の 上巻11丁 表(… は筆 者 が付 した もの)。

(1⑤ 同上,11丁 裏(… は筆 者 が付 した もの)。

(1の 「松 代 藩 監 察 日記 」 に よ れ ば,英 俊 が藩 医 とな った の は嘉 永3年(1850)の ことで あ る。

「無 慎 意Q楼 蹄 椥 置継 霜魍 眈 ‡ 幡 梱 蚤v駆 濾 津
△N遡 卿 劃11陣 丑1羅 厨 来 姻 図膣 」rト〈陶k斗 羅 穫 紳

削11F幽1思 團 屋 」11量 掌 いN」

な お,同 日記 に よ れ ば,表 御 番 医 と な った の は安 政2年(1855)の こ とで あ る。

(18)宇 田川 玄 随 の養 子,宇 田 川 玄眞 の弟 子 で あ る。 加 賀 に生 まれ,名 は弼,号 を静 淵 とい っ た。13才 の 時(文

政11年,1828)に は父 親 と共 に長 崎 に遊学 し,吉 雄権 之助,さ らに,シ ー ボル トに師事 した 。後 に江 戸

に出 て 坪井 信 道 の塾 に 入 門 す る。加 州 藩 に仕 えた が,蕃 書 調 所 の 教 授手 伝 い も兼 務 した。

(19)信 濃教 育 会編,『 象 山 全 集 』(尚 文 館),下 巻 のP。164-一 一P.167。

coo)頼 母 は通 称 で,貫 實 と い う。真 田 幸 貫,幸 教 の 二 代 に仕 えて,1,200石 とい う大 禄 の家 老 職 。

⑳1779年,ス エ ー デ ン に生 まれ る。 化学 を専 攻 し,1804年 に は,ス トッ ク ホル ム医学 校 の教 授 とな り,1818

年,貴 族 に列 せ られ,1832年 に フラ ン ス学 士 院 の客 員 会 員 とな る。新 元 素 の発 見,原 子 量 の決 定 な ど,

現 代 化 学 の基 礎 を きず い た 。

ベ ルゼ リウス の伝 記 に関 して は,原 光 雄 『化 学 を築 い た人 々』(中 央 公 論 社),P,129-一 一P.154に 詳 しい 。

(22)(2>の 上 巻14丁 裏 。

購 入 の経 路 に 関 して は以 下 の よ うな異 説 もみ られ る。

「… 槻 一く起 明 櫨 超'冊11類 く臥 超11冊 腿 齢1□ 《鰭 。暇 懸 測 ζ11H・畢 繍 ノ1鋸11蝦 姻'1懸 ム笹11≡…終 冊

zミ ャ うK

曜極 △樋…誰 羅母静㌍酬 皿。1蝦洲田'蟹K-111魯 愈11翠 一く。1蕪環1]ユN1伸 く箱 齢1唾 迷採㌍時舳癒騨。1庫

卵相 △灘 ムN。 無く桜 △興11輩 材。1漏ロN・{皿ム〈「超11騙 申蟹。1穏眼11終 轍輩爵・N礁馴 蝋。綜超蔭誕裂 ム

刊。纒掴塔111騒 。1棟鄭11齪 鰹姻'1遜 忌 ム糠順。」(上段余白の註記,英 俊の借 らんとしたるベル・ゼリウ

ス化学書は薩藩の購入せるものなり。英俊の読みたるは松代にて購入せる佛文の同書な り。),真 田幸世

『象山佐久間先生』(象山神社奉賛会) ,50丁 裏～51丁表。

なお,ベ ルゼ リウスの化学書が英俊のフランス語学習の原点 となったことを否定する見解 もみられるが

(有馬成甫「村上英俊の佛蘭西語修得の動機に就て」,研究報告第12号,蘭 学資料研究会),英 俊 自身がその

著書(『 佛語明要』)の中で明記 しているので,従 来の説を認めざるを得まい。

㈱ 原書はフランス語で書かれたものであり,題 名は`Trait6deChimie"(化 学提要)。 この書は数力国

語に翻訳 され,オ ランダ語訳 も我国に現存するが,最 近の研究によれば,国 会図書館,静 岡県立申央図

書館葵文庫などの他に,山 口県三田尻の華浦医学校蔵書 目録にも見在するという(阿 知波五郎 「山口県

三田尻,華 浦医学校蔵書目録追補 とくに書誌学か ら見た蘭学よりドィッ医学への推移 」,研究

報告第251号,蘭 学資料研究会)。

f24}Lhomond,Franschespraakkunst .1825.

なお,調 査にあたっては静岡県立中央図書館所蔵本(1848年 版)を 使用 した。

(25)Marin,P.

GrootNederduitschenFranschwoordenboek.1728.

この蘭仏辞書は松代文庫 には現存 していないので,静 岡県立中央図書館所蔵本(1752年 版)を 使用した。
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(26)高 橋 邦太 郎 「法 朗 西 語 事 始」 ③,(雑 誌 ・「フ ラ ンス」,第29巻7月 号,白 水 社 〉。

⑳ 「定 府 ヒ仰 付 之 医 師村 上 英俊 」,(松 代藩 監 察 日記,嘉 永4年 正 月 十 一 日)。

㈱ 信 濃 国 埴 科 郡 松 代 田 町 四 十 九 番 屋 敷 居 住

士 族

実 父 元 松 代 県 士族 村 上 松 園 亡 次 男 村 上覚 次郎 壬 申年 四十 四

養 父(実 兄)隠 居 村 上 英 俊 年 六 十 二

明 治 元辰 年 三 月 十 五 日 ヨ リ私 塾 ヲ開

東 京 本 所 猿 江 八番 屋 敷 寄 留

養 母 きん 年 四 十 八

柏 崎 県 士 族 鈴 木 春 吾 姉

な お,「 きん 」 につ いて は,明 治5年8月21日 没 す(松 操 院常 岩 妙青 大姉),と 添 え書 き され て い る。 こ

の没 年 月 日を英 俊 の 年 譜 に照 ら し合 わせ て み る と,英 俊 の 妻 の それ に ぴた りと一致 す る。 この 事実 か ら

考 えて も,「 きん 」 とい う女 性 が彼 の 妻 で あ っ た こ とは間 違 いな いよ うで あ る。

そ うす る と,「 カ ネ」は本 名 で は な く俗称 で あ った のか,あ るい は 「きん」 が 「カ ネ」 の改 名 した もの な

の か,そ の間 の事情 は明 らか で は な い。 た だ,英 俊 が再 婚 しな か った事 実 を考慮 に い れ る な らば,「 き

ん」 と 「カ ネ」 が 同一 の人 物 で あ る こ とは 間違 い な さそ うで あ る。

(29)藤 田 東 一郎 「村 上 英 俊 の異 った 三語 便 覧 と佛 英 独 三 語 便 覧 に就 て 」,(「書 物 展 望 」,第11巻3号)。

(30)(2)の 上 巻23丁 裏 ～24丁 表 。

{31)同 上,26丁 表 ～裏 。

(32)『 三語 便 覧 』(仏 英 独)に は,村 上松 翁 撰,村 上義 徳(栄 太 郎)校 とな って い る。

な お,英 俊 が いつ 頃 か ら松 翁 と称 した か は不 明 で あ った が,筆 者 の調 査 に よ れ ば,そ の 年 を 明治6年

(1873)の こ と と推 定 され る。何 故 な ら,明 治5年 の 壬 申戸 籍 で は 「英 俊」 と記 され て い た の が,翌6年

の 「家 塾 開業 願 」 で は 「松 翁 」 と明記 され て い るか らで あ る。

(33)村 上 家 の過 去 帳 に は,6月26日 が命 日 と な って い る。泰 修 院 法 栄 信 士 位 。

(34)「 東 京学 士会 投 票 ヲ以 テ先 生 ヲ会 員 二選 挙 セ リ謹 テ報 ス

東 京学 士会 院会 長

明 治 十 五 年 十 二 月 八 日 西 周 ㊥

村 上英 俊 先 生 」

(村上 英 夫 氏 所 蔵)

(35)ORDRENATIONALDELALEGIOND'HONNEUR.

HONNELJRPAT'RIE

LeGrandChancelierde1'OrdreNationaldelaLegiond'Honneurcertifieque,parDecretdu

dix-huitgout,milhuitcentquatre-vingtcinq,LepresidentdelarepubliqueFrangaiseaconfere

aMr.ShoWoMourakami,MedecinJaponais,auteurd'undictionnairefranco-Japanaisetfondateur

del'EcoledefrangaisauJaponIa]Decorationdechevalierde1'OrdreNationaldelaLegiond'hon-

neur.FaitaParis,le26gout1885(Signatureillisible)

{36)明 治21年(1888)の11月 に会 員 名 簿 が 刊行 され た が,そ の 「佛 学 会員 姓 名一 覧 」の 名誉 会 員 の 部 に,「 東

京 学 士 会 員 村 上英 俊(MurakamiEishun,Membrede1'institudedeT6ky6・)北 豊島 金 杉 村 三 百

五 十 六 番 地」 と記 され て い る。
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第2章 『三語便覧』

の成立過程

茂 亭 ・村 上 義茂 著 『三 語便 覧』 が刊 行 され たの

は,安 政元 年(1854)(1)の こ とで あ る。従 来,こ の

書 を もって,邦 人 編述 に よ る,我 国最 初 の仏語 書

と されて きかが,最 近 の研 究 によ れば,そ れ に先

立 っ こ と約40年 前2)に,長 崎 出島 の オ ランダ商 館

長 ・ヘ ン ド リク ・ドウ フ(HendrikDoeff)以 下,

数 名 の長 崎 の オ ラン ダ通 詞 〔3)たちが作 製 し,浄 書

の上,長 崎 奉行 に提 出 した とい う,「 払郎 察 辞範」

お よ び「和 佛蘭 対 訳 語林」(4)の方 が 占 く,こ の両 者

を我 国にお け る仏 語書 のn矢 として い る(5)

『三 語 便 覧』は周知 の如 く
,純 粋 な仏語 字 書 とい

うよ り,む しろ,仏 ・英 ・蘭 あ るいは,後 にな っ

て 出版 され た仏 ・英 ・独 の たん な る対照 字典 で あ

るが,公 刊 され た こ とで,我 国 にお け るフ ラ ンス

鱒

・蓑鯛 彙

勲無.:

纏簿 軋

菊

^

鱒
繭

函
語

漿'

,灘 欝1

攣
鷲

彰

「
げ

"
憧

毒

鴛
よ
舩
翁
嬢

融
よ
義
徳
狡

{

%唾
爆

1・
毎.

(村上英俊 『三語便覧』の本文内容,松 代文庫所蔵)

学 の研究 を促 したことは,容 易 に察す ることの出来 る事実であ る。

『三語便覧』およびその著者 に関 しては
,前 述 したよ うに,瀧 田貞治氏の研究 があるが,r三 語便

覧 』の成立事情 に関 しては,詳 細 な言及 はみ られないので,本 章では,こ の本 の成立事情 を佐久

間象山 との関連 において述べてみたい。

1.象 山の字書 出版 計画

佐久間象山が,オ ランダ書 に親 しんだ時期 ともいえる,い わゆる,御 使者屋 時代(6)は,「国防及

び海外の学術技芸 に通ず る必要上,洋 書 を読 むことが益 々欠 く可 か らざる緊要な ことになって来

た{7)」時代 で もあった。

しかしなが ら,象 山はオランダ語学習 の経験 か ら,従 来の字書 は,あ ま りに も不完全かっ不便

で あったがために,象 山自身の手で字書 を改訂,出 版す る計画 を企 て るに至 った。 この間の事情

は,象 山の次の書簡か らも窺 うことが出来 る。

「・… 道 富ハルマ訂正の上御蔵板の御含 も御座候 て既 に公辺へ伺 に も相成候 やに承候
へば定

めて御伺通 りの御沙汰に可有御座 と奉存候(8)」

さらに,「 誤寓 多分の ものにてす らも拾 二三 円に及 び可申少 し念入 に罵 させ候へ ば十八円 も掛

り可申候然 る所 を訂正を加 え是迄に無之新発明の漢訳 な ど増補 し候 もの七円そこらにて手に入候

へ ば世の人 の彼れをやめて此 を求 め候 はん事申迄 も無之候是迄の十七八円 も揖 り候 品にて も年々

坪井 の塾(9)な どにて頼み を うけ数部出来候趣 に承候へ ば其品是迄 と抜群の相違 にて金壱枚位 と申

時には天下の洋学者輩挙て競 ひ求可 申候へ ば三百部五百部 はけ候 はん事は暫時の間な くべ く ・・
(10).J
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このよ うに,象 山の字書出版計画 は,か な り具体的な ものであったが,実 際に出版 す るために

は多 くの障害 が横たわっていたのであった。

象山は,嘉 永2年(1849),ま ず,藩 の事業 として字書 を出版 しよ うとしている。次の藩 主 ・幸

貫侯 への書簡 は,象 山の字書出版 の目的を述べ てい る点で注 目される。

「当今外冠 の備へ候 の御 急務 に彼 を知 るよ り先 なるはな く,彼 を知 るの方法 は彼 の技術 を壷 く

す よ り要なるはな く,彼 の技術 を蓋 し候 には,天 下其学の楷梯 たる詞書 を梓行す るよ り便 なるは

な しと申所 に御心 を定め られ,期 す る所は五大洲 の学術 を兼備 し,五 大洲 の所長 を集 め,本 邦 を

して永 く全世界独立 の国 と為 らしむる基礎 を世 に弘 めん と申所 に,御 眼力を注がれ候 はば假令群

小の批評等御座候 とも,本 よ り蚊蜻の羽音 に均 しき事御掛念 に及ば ざる義 と奉存候(11)」

彼の意見は,藩 主 には理解 されたが,藩 の子弟 のオランダ語研究の ためな らば,ハ ルマ(字 書)

の写本 を五六部得れば事足 りるし,藩 が利潤 を目的 とす るが如 く,世 間か ら曲解 され るのは遺憾

であるとす る,家 老 ・小 山田壼岐な どの反対意見があ り,結 果的 には出版 の許可 はお りなか った。

やむな く,同 年(1849)7月 には,藩 老 ・恩 田頼母 に願 い,当 時 としては,千 二百両 とい う破格

な借金まで して,出 版の実現 をいそいでいる。

これほ どまで して,象 山が版行 をいそいだその字書の特徴 は,長 崎 ハルマ(ヅ ーフ ・ハルマ)

の誤訳や長崎地方の方言な どを訂正 した,た んなる改正版 ではな く,ハ ルマ,マ ー リン,ウ ェー

ラン ドな どの オランダ辞書 を参酌 した点 であろ う。やがて,彼 は「増訂荷蘭語彙」(12)と名付 けた,

その第一巻(Aの 部)を 携 えて上府 し,幕 府天文方 に差出 しているが(13),幕府 は当時の諸事情 を

考慮 してか,こ れの出版の許可 を出さなかったので ある。

嘉永3年(1850)の3月,ま だ江戸深川 の松代藩邸 にあった象山は,21日 に,時 の老中 ・阿部

正弘 に,「増訂荷蘭語彙」出版許可の遅延 に関 して陳情 して いるが,不 許可 との返答 を得て,や む

な く江戸 を離 れた。 しか し,不 擁不屈 の象山は,出 版計画 を断念 す るどころか,む しろ,さ らに

発展 させよ うと大編纂 を思 い立 っている。

「清朝 の乾 隆 欽定の満洲蒙古漢字三合切音清文鑑並 に同 じ欽定 の同文韻統 の例 に依 り別紙一寸

其体裁 を著 は し候通 り皇国同文鑑 と号 し候 て其内には満洲字 も天竺字 も払朗察字 も荷蘭字 も魯西

亜字 も何 も収め候姿 に致 し先其荷蘭 の部 ・・…(141」

と,望 月主水宛書簡 に計画 を述べてい る・

しか し,「皇 国同文鑑」の荷蘭部 として,出 版す る願 い も空 しく拒 まれた。 さすがに象山 もこれ

には途方 に暮 れ,つ いに友人 の三村晴山(15)に,こ の よ うな状態ではや むを得ないので,世 禄 を返

上 し藩 を離 れて,独 立 して立たんとす る意 を伝 えている・象山不惑 の年 のことで ある。

象 山の字書 出版計画 は,彼 の熱意 と努力に もかかわ らず,こ のよ うにして挫折す ることになっ

たので あるが,彼 の努力 は必ず しも徒労に終わ った とは考 えられない。何故 な ら,フ ランス語学

習 に専念 し,よ うや く,フ ランス語修得 をした村上英俊 が・『三語便覧』の編集 に着手 したとき・

佐久間象山のあの幻の字書が,そ こに反映 していたのではないか・ と推定 されるか らである。

事実,村 上英俊 は北山安世(1のなどと共 に,象 山の字書 出版計画 に協力 してお り〔1の・象山の影響

を この面 で も無視す るわ けにはいかない。



17

2.『 三 語 便 覧 』 の 構 想

「己の学が進 むにつれて彼が感 じた遺憾 は
,蘭 書 を読 む者 は世に多 い,英 語 を解す る者 も 」.くは

ない。然 し佛蘭西語を読解す る ものに至 っては天下広 しと錐 も一人 もいない。四辺 しきりに騒 し

いこの頃,佛 蘭西語 こそ世界の尖鋭佛蘭西 を知 る屈強 の鍵だのに,と い う事であ った。彼は乃 ち

後進 に洋学 を博 むる為 めの一助 に もと,字 書 の編輯 を思 ひ立 ったので あった(181」

さらに,そ の字書 の作成す るにあた り,如 何 な内容 に為すべ きか,日 夜熟慮 した結果,

「先ず初学者の便 を計 り
,か っ蘭英 を読む者の為 めを考 えて,三 ケ国語 の対照字典 に思 ひ付 いた。

そ して これに総假名の読 みを施 して発音 を知 らしめたので ある(19)」

英俊 の 『三語便覧』 にたいす る決意 と抱負は,こ うした もので あったろ うとは想 像 され るとこ

ろで ある。

しか しなが ら,『三語便覧』の成立過程 を考察す るとき,必 ず しも編者の独創的な構想 のみで,

編纂 された ものではないように考 えられ る。 ここで英俊 が象山の勤 めをえてフランス語学習 を始

めた,と い う事実 とともに重要なのは,『三語便覧』もまた象山の 「増訂荷蘭語彙」 および 「皇国

同文鑑」 を雛型 として編纂 されたのではないか,と い うことである。

すなわ ち,『三語便覧』は象 山の未完 に終 わった字書 の編纂計画 に触発 され,そ の精神 にのっ と

り さらに英俊独 自の着想を加 えて編纂 され 刊行 された ものではないか,と いうのが

私の見解で ある。

英俊が,フ ランス語学習 を志 したのは,松 代 にお いての ことで あ り,『三語便覧』の公刊は江戸

に出てか らの ことであ るが,松 代在住時代 のみな らず,松 代 を離 れたあと も,英 俊 と象 山との間

には,変 らぬ交友関係 があったのである⑳。

こうした事実か らも,英 俊が象山の「増訂荷蘭語彙」,お よび,「皇 国同文鑑」 を十分に考慮 にい

れて,『三語便覧』を編纂 した もの と考 え られる 仏 ・英 ・蘭 あるいは仏 ・英 ・独 の三語 を対

照 させ るとい うアイデ ァは,多 分 に 「皇 国同文鑑」 の英 ・仏 ・露 ・独 ・印 ・満 ・蘭な どの各国語

対照字典 か ら,ヒ ン トを得た もの と推定 されるので ある。

このように,村 上英俊のフランス学者 としての功績の背後 には す くな くと も,『三語便覧』

が上木 された頃までは 佐久間象山の存在 が看過 で きないほ ど大 きか った,と 言 えるのでは

あるまいか。

3.『 三 語 便 覧 』 の 構 成

同書 は,黄 色表 紙,和 装(縦26セ ンチ メー トル,横18.2セ ンチ メー トル),右 袋綴 の3冊 本 で あ

る。題 簑 に は,そ れ ぞ れ 「三 語便 覧初 巻(中 ・終)」 と墨 書 されて お り,紙 数 は初巻 が引(塩 谷世

弘)2丁,序 文(小 林至 静)2丁,凡 例2丁,目 録1丁,本 文60丁 か らな って い る。見返 しに は,

茂 亭 村上 義茂 著,達 理堂 藏 と記 され て い る。 中巻 は本 文 の み で63丁,終 巻 は同 じ く62丁 で あ る。

次 に,こ の字 書 の構成 につ いて で あ るが,目 録 に よれ ば次 の通 りで,項 目は25部 門 に分 類 され

て い る⑳。

単 語 総 数 は,3,375語 で あ るが,3ケ 国 語(仏 ・英 ・蘭,あ るいは後 にな って 出版 された仏 ・

英 ・独)を 合 計 す る と,そ の3倍 の10,125語 とい うこ とにな る。

「初巻 」 1,076語
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天文 地理 身体 疾病 家倫 官職 人品 官室 飲食 衣服 器用

「中巻」1 ,131語

兵語 時令 神仏 徳不徳 禽獣 魚虫 草木 果実 金石 医薬 采色 数量 地名

「終巻」1 ,168語

言語(陪 名詞 附詞 前置詞 附合詞 動詞)

さて,こ の書 の記 述 を紹介 す るた めに,初 巻 の 「天文 」 の部 か ら,そ の一 例 を引 用 してみ ると,

次 の よ うな もので あ る。

フラ ノス コ トバ

仏蘭西語
カゼ ヘント

風vent
サムサ フロイド

寒froid
ツチ アル レ

土terre

エ ケクレ ス コ ト パ

英 傑 列 語
8#iF'

wind

cもia

δ磁

ヲラ ンダ コ トバ

和 蘭 語
b#iF'

wind
7YT

koude
P-mr

aarde

一瞥す ると
,ま ず最初 に気づ くことは,日 本語の単語 に対 して,そ れぞれの外国語が並列 され

てい ることであろ う。また,そ の発音 を示すのに,仮 名 をあててい るの も目につ く これが

後に問題 となるところである(「仏 ・英 ・独」の改訂版 には仮 名表記 は見 られない)。

従来,村 上英俊 のフランス語発音 に関す る評価 は,必 ず しも勝れた ものでなか ったのは事実で

ある。そればか りか,む しろ芳 しい ものではなか った とさえ言 えよ う。

この ことは,英 俊が我国の黎明期におけるフランス学者で あり,さ らに,ま った くの独学 によ

って,フ ランス語を修得 した事情 を考慮 にいれて も,こ れ らの非難 は免れない ところであろ う。

なお,フ ランス語の発音 に関す る問題 は,日 本仏学史 に興味を抱 く人達 の指摘 をまっまで もな

く,『三語便覧』 が上木 された当時か ら,す でに存在 していた ものである。

その間の事情 は,佐 久間象山の書簡に も窺 うことが出来 る(221。

さて,幕 末 の洋学者の人部分がそ うであったように,村 上英俊 もまたオランダ語 を基礎外国語

(第1外 国語)と していた。

一般 に
,未 知 の外 国語を学習す るさい,学 習者がすでに第1外 国語 を修得 している場合には,

その言語 をなん らかの形 で活用 しようとす ることは,む しろ当然の ことであると言 える。 さらに,

英俊 のよ うに,か な りの年令で第2外 国語(フ ランス語)に 取 り組 もうとするよ うな場 合は,よ

り一層,第1外 国語の影響を強 く受 けると言 って も過言で はあるまい。まして,ヨ ー ロッパ人 と

の接触す る機会 に恵 まれなかった当時の国内環境 を考 えてみれば,な お さらのことであろ う。

それ故,彼 が フランス語の発音 をカナ表記す るにあたって,同 じヨーロッパの言語 とい う見地

か ら,そ の言語資料 をオランダ語 に求 めた ことは容易に推測 され る。

さて,英 俊 のフランス語発音がオランダ語流であるとい う批判は,『 三語便覧』におけるカナ表

記 の発音 に も如実に表われている。 しか も,こ の発音 が正確 なオランダ語でな されているか どう

かは,疑 問のあ るところである。む しろ蘭仏折衷 の発音 であると言 った方 が正確 であろ う。

当時の基礎外国語 とも言 うべ きオランダ語には,言 語資料 としての文献 は豊 富であるが,そ の

中で も英俊 が参考 にした もの といえば,大 槻玄幹のr西 音発微』(1820)㈱ を逸する ことは出来な

い。なお,r西 音発微』を中心 として,そ の他 にフランス語 関係 の書物 を参照 にした形跡がみ られ

るが,そ の書物 は英俊 自身が記述 している,「原書ハ千八百三十年(天 保元年)ノ 鐘版 ニ シテ佛蘭
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西 ノ語学 名家 ノ魯角 焦 氏 ノ著 述 ナ リ」,が それ であ ろ う と推 測 され る(241。

ところで,こ こに一つの疑問が生 じて くる。それは,当 時 の英俊の知識では,は た して三 ケ国

語対照字典 たとえ,そ れが一種の単語帖のよ うな ものであった として も 編纂す るこ

とが可能 であったろ うか。すなわち,『三語便覧』のなかで使用 された外国語が,い かなる方法に

よって選択 され,配 置 された ものであるのか,と 言 うことで ある。

なお,こ の問題 につ いては,す でに日本 フランス語 フランス文学会(口 頭発表)に おいて指摘

したが ⑫5),その後,英 俊 とはゆか りの深い松代に しば しば赴 いて,松 代文庫,そ の他の所蔵本 を

一通 り調 らべ ることが出来 た。その結果,判 明 したことは,オ ランダで出版 されたある種の辞書

が,同 書の成立 に密接 な関係を もっていると看取 され,そ の書名 も中心 となった ものについては,

ほぼ確実である と推測で きる ものである㈱。
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Calisch『 蘭 ・仏 ・独 ・英 ・辞 典 』 の 本 文 内 容,

松代 文 庫所 蔵)

難
ー
鰍

下記 に掲 出 した3冊 は,『三語便覧』の成立

に大 きく寄与 した もの と思われる。その他 に

も若干 のオランダ辞書が関与 して いた もの と

考 えられ るが,そ の書名は明 らかで はない。

1}Marin,P,

GrootNederduitschenFranschwoorden-

boek.1132p.(26x20cm).1728.

この蘭仏辞書 は,現 在,松 代文庫 には所蔵

されて いないが,真 田家文書 「政典」(安 政3

年)に おいて,蕃 書所蔵 目録 の中 に蘭仏辞書

として は,こ の本のみが見在す るところか ら,

その書名は間違いない もの と思われ る。

本稿 を草す るにあたっては,静 岡県立中央

図書館葵文庫 所蔵本 を参照 した。同文庫 には

第2版(1730),お よび第3版(1752)が 所蔵

されているが,そ の うちの第2版 本 は破損が

はげ しく調査す る上 に困難な状態 にあったの

で,第3版 本 のみを使用 した。なお,松 代藩

蔵 書 本 は1728年 の出版 と記 され て い る とこ ろか ら,お そ ら く初 版本 で あ ろ う と推定 され る。

同書 を簡単 に紹 介 して お くと,総 ペ ー ジ数 は1,132ペ ージであるが,Aか らKを 第1部 と して1

ペ ー ジか ら528ペ ージとし,さ らにLか らZま で を第II部 として,や は り1-一 ジか ら順 をお って

604ペ ー ジ とな って いる。 それ故,本 稿 で は,1の 何 ペ ー ジ,ま た はIIの 何 ペー ジ とい う方 法 で記

述す る こ とにす る。

2)Calisch,N.S.

NieuwwoordenboekderNederduitsch,Fransche,HoogduitschenEngelschetalen.

{18.6x14.3cm).1854.

総 ペ ー ジ数,950ペ ー ジ(本 文 のみ922ペ ー ジ)で あ る。 この本 は,『 三 語便 覧』の改訂 版 と も言
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うべ き,仏 ・英 ・独の 『三語便覧』作成の と

きに とくに ドイツ語の単語 について一

使用 された もの と考 え られ るが,こ の他

に も,真 田家文書によれば蘭独辞書(書 名 は

不詳)が,安 政3年 の頃には所蔵 されてい る

ので,こ の蘭独辞書 との関係 も推測 され ると

ころである。,

しか し,『三語便 覧』の改訂版 はかな り後年

になっての版行 であ るので,こ こでは,現 在,

松代文庫に所蔵 されている同書 との関連 にお

いて考察 したい。なお,こ の辞書 の題名につ

いては,本 稿では仮 りに,Calischの 《蘭 ・

仏 ・独 ・英》辞典 としてお くことにす る。

叢籔藤 繍 糞蓑灘毅)最l
li・:℃ 凋 ご鐸 灘 壽'・

韓,、 、
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蟹
難
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凝
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輪
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紳

一
ヒ
…

同
凱
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靴

軸
物
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3)Sewel.W.

GrootWoordenboekderNederduytscheenEngelscheTaalen.(17x21cm).1708.

華
,魏

轟

暮

婁

'

'琵
…

垂
聖

'ぞ

ー

舞
忌

量

韮

象

(Sewel『 蘭 英 辞典 』 の 扉,松 代 文 庫 所 蔵)

この 《蘭 英 辞 書》 は,か な り大 きな活字 で組 まれ て お り,頁 数 は680ペ ー ジ と辞書 と しては紙

数 が す くな い。

4.オ ランダ辞書 との関連

さて,い よいよ,r三 語便覧』の具体的 な検討 にはいるわけであるが・収録語彙 のすべてにわた

って触れ ることは,と うて い不可能 なことであ る。そこで,同 書 とオランダ出版 の辞書 との関連

を実証す るために,『三語便覧』の各項 目か ら,そ れぞれ一語づっ摘出 して,そ の内容 を調べ るこ

とに した。 これだ けの分量があれば,本 稿 の主題 に関 して結論 を引 きだすのに充 分であろ う・ と

判断 したか らで ある。

なお,『三語便覧』において付 されていたル ビにっいては,当 面の問題 とは直接 に関係 がないと

思 われ るので,特 別な もののみ を括弧 にいれ,そ の他 は省略 した。

次 に,前 述 したよ うに外国語の単語 は横 に並列 されていたが,便 宜上それを縦 とした。

〈 〉は ドイッ語 の単語(同 書が改訂 され たとき,オ ランダ語 にかわ って ドイッ語がおかれた)

を示 した ものであ り,イ タ リックの個所 は筆者が付 した ものである。

(1)「 天 文」

(仏)

(英)

(蘭)

天

ciel

heaven

hemel

<Kimmel>

〈蘭 仏 辞 書 〉(Marin)p.....

hemel.m.wordveeltydsvoorParadys,'tverblyfderzaligezielengenomen.ciel,Paradis,

sejourdesbienheureux.m.
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〈蘭 仏 独 英 辞 典 〉(Calisch)p.216

derHimmel,dieLuft,dasFirmament,Himmelsgewolbe;

(紙 数 の 都 合 上,記 述 に 支 障 を き た さ な い か ぎ り,ド ィ ッ 語 の み と し た)

〈蘭 英 辞 書 〉(Sewel)p.173

Heaven,thesky.

(2)「 地 理 」

(仏)

(英)

(蘭)

地 震

(マ マ)

tremblementdeterre

earthquake

aardbeving

<erdbeere>

QVIar>p,i-22

aaYdbeving,aardbeeving,f.Dreuning,fchuddingdergarde.Tremblementdeterre.m..

<Cal>p.17

Aardafstand,m.…Beving,v.dasErdbeben.…Bei,…Bezie,v.dieErdbeere.

<Sw>p.12

Aardbeeving(F),anEarthquake.

(3)「 身 体 」 鼻 軒

(仏)ronfrement

(英)snoring

(蘭)snorking

<Schnarchen>

QVIar>p.II-341

snorking.f.Actionderonfler.f.Ronflement.m.

<CaDp.622

Snork,…ing,dasSchnarchen.

<Sw>p.450

Snorking(F)(ronking).aSnoring,aVaunting,boasting,swaggering

(4)「 疾 病 」 健 康

(仏)Sante

(英)health

(蘭)gezondheid

<gesundheit>

QVIar>p.1-329

gezondheid,f.Gezondetoeftand,welvaarendheid.naardenligchaame.Sante,bonne

dispositionducorps.f.

<Cal>p.189

dieGesundheid;dasHeilsame;derGurtel.
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<Sw>p.151

Gezondheyd(F),Health,healthfulness.

(5)「 家 倫 」 破 瓜 年(ト シ ゴ ロ ノ ム ス メ)

(仏)fillenubile

(英)marriageablesister

(蘭)Huwbaredochter

Gmannbartochter>

QVIar>p.1-427

Huwbaar.Adj.Houbaar.…Eenhuwbaaredochter.Unefillenubile,enagedepuberte.

<CaDp.131

Dochter,die7bo痂 θηdasMadchen.

〈同 上>

Huwbaar,b,n.…mannbar,reif.

<Sw>p.187

Huwbaar,Marriageable,fitformarriage.

〈同 上>p.90

Dochter(F),aDaughter.

(6)「 官 職 」 留 台(ゴ ジ ョ ウ ダ イ)

(仏)burgrave

(英)vicount

(蘭)burggraaf

<burggraf>

<Mar>p.レ163

Burg-graaf.Slotvoogd:HeervaneenBurgtofvaftSlotenomleggendeLanderyen.Burg-grave;

Burgrave,ouVicomte.

<Cal>p.118

derβz4㎎ 罰4

<Sw>p.79

BuYggYaaf(M),aVicount.

(7)「 人 品 」 収 生 媚(ト リ ア ゲ バ バ)

(仏)sage-femme

(英)midwife

(蘭)vroedvrouw

<vroedvrouw>

QVIar>p.II-514

vYOedvrouw.f,zievroedmoer.Vroedmoer,Vroernoer.f.Troedvrouw,Vroedwyf.Sagefemme;

Matronequiaidelesfemmesaaccoucher.

<CaDp.839
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Vroed,…vrouw,v.…dieWehmutter,Hebamme.

(フ ラ ン ス 語,お よ び,英 語 に つ い て は,sage-femme,accoucheuse,f._midwifeと な っ て い る)

<Sw>p.607

Vroedvrouw(F),Vroedwyf(N),aMidwife.

(8)「 宮 室 」 王 城(ミ ヤ コ)

(仏)capitale

(英)capitalcity

(蘭)hoofdstad

<hauptstadt>

〈Mar>p。1-411

hoofdstad.f.VoornaamfteStad.Capitale.Villecapitale.

<Cal>pp,228^-229

Hoofdingang,…Stad,dieHauptstadt.

<Sw>p.183

Hoofdstad(F},thechiefestcity,themetropolitancity.

(9)「 飲 食 」 食 物

(仏)nourriture

(英)victualS

(蘭)voedse1

<nahrung>

<Mar>p.II-494

voedsel,n.Koft,fpys,onderhoud.Nourriture,f.Aliment.m.

<CaDp.814

Voedsel,o.dieIVahrung.dasNahrungsmittel,disSpeise,dasFutter,dieKost;Versorgung.

<Saw>p.590

Voedsei(N),Nourishment,food,nutriment.

(10)「 衣 服 」 風 領(エ リ マ キ)

(仏)cravate

(英)neck-cloath

(蘭)das

<dach>

<コ 吸ar>P.1-192

das.f.Manslinnehalscieraad.Cravate,f.

<Cal>p.124

Das,m.daim,blaireau,taisson,m.…derDachs ,...badgar..

Halskrause,dasHalstuch.…neck-cloth,cravat
,neckerchief.

<Sw>p.85

Das(F),Dasje(N),aneck-cloth ,cravat.

・・,v.cravate,f.…dieHalsbinde
,
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「器用 」

(仏)

(英)

(蘭)

家 具

meuble

housholdstuff

huisraad
7R/

<hausgeratt>

GMar>p.1-424

huisraad.n.&m.Stoelen,tafels,bedden,fpiegels,kaffen,&c.totgemakofcieraadvan

'thuffsdienende
.Meubles,ustencillespourlacommoditeou1'ornementdunemaison.

<Cal>p.235

Huishuur,…raad,dasHausgerdth,derHausrath.

<Sw>p.188

Huysraad(N},Hausholdstuff,house-utensils.

(12) 「兵 語 」

(仏)

(英)

(蘭)

城

forteresse

strong

sterkte

<starke>

QVIar>p.II-368

Sterkte.f,…EenSterkte,eenVeftingofSchans.Uneplaceforte,uneForteresse,unFort,

uneCitadelle.

<Cal>p.6SO

Sterk,…tedieStarke,Kraft,Macht,Gewalt,dasVermogen;dieDauerhaftigkeit,Festigkeit;

Ranzigkeit;Schanze,Festung.

<Sw>p.465

Sterkheyd(F),Strongness

(13) 「時令 」

(仏)

(英)

(蘭)

今 日

aujourd'hui

today

heden

<heute>

QVIar>p.1-377

Heden,Huiden.Vandaag.Aujourd'hui,cejour-ci.

<CaDp.21.2

Heden,heute,heutigenTages.

<Sw>p,171

Heden,Today.

(14)「 神仏」

(仏)

経 典

pseaume
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(英)psalm

(蘭)psalm

<psalm>

<Mar>p.II-243

Psalm.m.HeiligeLofzang.Pesaume.m.

<Cal>p.538

Psalm,derPsalm

<Sw>p.395

Psalm(M),aPsalm.

(15)「 徳 不 徳 」 不 学

(仏)aVeuglement

(英)blindness

(蘭)verbindheid

<blindheit>

QVIar>p.II-448

verblindheid.f.Aveuglement,ebiouissement.m,illusion.f.

<CaDp.754

Verblind,…heid,v.dieBlindheit,Verblendung.

<Sw>p.537

Verblindheyd(F),Blindness,cecity.

(16)「 禽 獣 」 告 天 鳥(ヒ バ リ)

(仏)alouette

(英)lark

(蘭)1eeuwerik

<lerche>

QVIar>p.II-16

1eeuwrik,Leeuwerk,bekendvogeltje .Allouette.f.

<CaDp.326

Leeuwerik,Leeuwrik,m.dieLerche.

<Sw>p.242

Leeuwrik(M),aLark.

働 「魚 虫 」 雪 魚

(仏)merluche

(英)stockfish

(蘭)stokvisch

<stockfisch>

Qviar>p.II-373

stokvis.Gedroogdekabeljauwofleng.Dustokfisch,especedemorueoumerlucheseche.
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<Cal>p.656

Stoklantaarn,Stoklantaren,

<Sw>p.468

Stokvisch(M},Stockfish.

・・visch,m.stockfisch ,derStockfisch.

X18) 「草 木」

(仏)

(英)

(蘭)

松 樹

sapin

firtree

dennenboom
(マ7)

<denneboom>

QVIar>p.1-196 ママ
denneboom,greeneboom,m.Maftboom,fparreboom.Sapin.m.

<Cal>p.126

Dennenboom,m.zieDen.…bosch,・..woud,o,sapiniere.f,derTannenwald.woodof

fir-trees.…hout,o,boisdesapin,m.dasTannenholz,woodoffirs,fir-wood.…zwam,v.

agaricdusapin,m.derBaum,Blatter,Tannenschwamm,agaric.

<Sw>p.87

Dennenboom(M),aFir-tree.

(19) 「果 実」

(仏)

(英)

(蘭)

果
(ママ)

fruits
(ママ)

fruits

vrucht

<frucht>

QVIar>p.II--516

vrugt,voordeel,nuttigheid.Fruit,profit,avantage,benefice.m.Utilite,f.

<Cal>p.840

Vrucht,v.dieFrucht;dasObst.

<Sw>p.608

Vrucht(F),Fruit.

⑳ 「金石 」

(仏)

(英)

(蘭)

珊 瑚

corail

coral

koraal

<koralle>

QViar>p.1-502

koraal,coraal.n.Koraalplant,Zeegewasdatindegrondweekis,enindelugtkomendezoo

hardalsmarmerword.α}pail.m.

<CaDp.294

Koraal,m.zieKoorjongen,dieKoralle.
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<Sw>p.224

Koraai(N),Coral.

⑳ 「医 薬 」 肉 桂

(仏)Cannelle

(英)Cassia

(蘭)kaneel

<zimmet>

QVIar>p.1-459

kaneelofcaneel,n.Schors,baftvandekaneelboom,Canelle.f.

<Cal>p.262

Kaneel,derZimmet,dieZimmtride,derCannel.

<Sw>p.204

Kaneel(F),Cinnamon

⑳ 「釆 色 」 緑

(仏)vert

(英)green

(蘭)groen

<grun>

<Mar>p.1-347

groen,n.Degroenekoleur.Verd,vent,lacouleurverte.

<Cal>p.198

Groen,gran;frisch;unreif,jung,jugendlich.

<Sw>p.158

Groen,Green.

㈱ 「数 量 」 十 九

(イム)dizneuf

(英)nineteen

(蘭)negentien

<neunzehn>

QVIar>p.II-105

negentienuuren,dagen,weeken,maanden,jaaren.Dix-neufheures.fours.semaines,mois,ans.

<Cal>p.396

Negentien,neunzehn

<Sw>p.292

Negentien,Nineteen.

⑫4)「 地 名」

(仏)

弟 印

danois
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(英)dane

(蘭)deen

<dane>

GMar>p.1-193

deep.ManuitDenemarken.Danois,hommedeDanemarc.

<Cal>p.942

Denemarken,deen,derDane,dieDaninn.

<Sw>(相 当 す る 単 語 な し)。

②5)「 陪 名 詞 」 強

(イム)fort

(英)strong

(蘭)sterk

<stark>

QVIar>p.II-368

sterk.Adj.Kragtig.Fort,robuste.

<Cal>p.650

stark,kraftig,machtig,fest,dauerhaft;ansehnlich,zahlreich;dicht,dick;gewaltig,heftig;

gesund;gut,mitStarke.

<Sw>p.227 ママ
Kracht(F),…Krachtig,Powerfull,strong,effeetual,

(26)「 附 詞 」 刻 下(タ ダ イ マ)

(仏)touta1'heure

(英)dresently

(蘭)straks

<sogleich>

<Mar>p.II--377

strak.Adv.In'tkort,flus.Bientot,Banspeu.

(何 故 に,フ ラ ン ス 語 にtouta1'heureを 用 い た の か 不 明 で あ る が,こ れ で 他 の 辞 書 を も参 照

し て い た こ と は 間 違 い な い 。)

<Cal>p,bbO

Strakjes,…sogleich,nachstens,hald.

<Sw>p.471

Strak,Straks(adv.),Presently,byandby,e'ennow.

⑳ 「前置詞」

(仏)

(英)

(蘭)

向

contre

against

tegen

<gegen>
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QVIar>p,II-389

Voorzetfelvantegenheid,afkeer,ftrydigheid&c .Contre;

<Cal>p.480

Tegen,gegens,wider;mit ,an;zu;um;zuwider,nachtheilig,widrig.

<Sw>p.676

Tegen,Tegens,Against

㈱ 「附合詞」

(仏)

(英)

(蘭)

時

quand

when

wanneer

<wann>

QVIar>p.II-530

wanneeY.Adv.Doe,tentydenals ,inWelketyd.quand,lorsque,dapsletempsque.

<Ca1>p.849

Wanneer,warm,wenn,zuwelcherZeit ,als,da;wofern,so.

<Sw>p.619

Wanneer,When .

(fig}「動 語」

(仏)

(英)

(蘭)

置

mettre

toset

zetten

<setzen>

QVIar>p.II-583

zetten.v,a.Plaatfen,ergensftaanlaaten .Mettre,poser,placer.

<Ca1>pp.905^906

Zetten,b,w,setzen,legen,stellen

<Sw>p.653

Zetten,toSet,toPut.

上記 の用例か ら・色々の事 が問題 として考 えられるが,そ の内のお もな点を要約 して記せ ば,

以下の通 りであ る。

1・ 村上英俊 は・『三語便覧』の見出し(日 本語)に 対 して
,三 ケ国語 を当て る方法 としては,

次 のような経路 をへた もの と考 え られ る。

まず,最 初 に 〈蘭仏辞書〉 によ って,オ ランダ語一一 または
,松 代藩架蔵の蘭英辞典,お よ

び蘭独辞書・ その他蘭和字書 によ ってオランダ語 を選択 した形跡 がある を摘出 し
,次 に,

同辞書か らフランス語 を引 き出 した もの,と 推定 される。

2.英 語 に関 して も,オ ランダ語を頼 りにしたことは明 らかであ り
,〈蘭英辞書〉によって,英

語の単語 を探 したことが認 め られる。

3.そ れでは,後 にな って出版 された改訂版(ド ィッ語所収 の もの)の 場合 はど うであろ うか
。
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この改 訂版 は,『 三 語便 覧』で用 い られ た オ ラ ンダ語 のみ を,ド ィッ語 に置 き変 えただ けで あ る と

ころか ら,〈 蘭 仏独 英辞 典〉 が大 きく関与 して いた こ とは,ほ ぼ間 違 いの な い と ころで あ ろ う。

4.英 語 の単語 につ い て も,時 と して例 外 も存 在 し,か な らず し も参 照 した辞 書 と一 致 しな い

点 が あ る。 例 えば,用 例(5)の 場 合 で あ るが,英 俊 の方 法 に したが えば,marriageabledaughterと

な る ところで あ るが,何 故 にsisterが 用 い られ てい るの か不 明 で ある。

5.同 じ く英語 に おいて,〈 蘭 英辞 書 〉に ま った く出て い な い もの が あ るが,は た して 『三語 便

覧』 で使用 され た単 語 は どの よ うに して配 置 され た もの なの で あろ うか。

用 例(9)が ま さに その例 で あ るが,で は一体 そ こで使 わ れたvictualsな る単 語 は,何 を参 考 に し

て書 かれ た もの なの であ ろ うか。 結論 か ら先 に言 えば,W。H.Medhurst<AnEnglishandJapanese

andJapaneseandEnglishVocabulary>(バ タヴ ィァ版,1830)を 参照 して い た こ とが調 査 によ

り明 らか とな った。用例 ⑳ も同様 で あ る。

〔註 〕

(1)初 版 が 出 た年 に っ い て は諸 説 が あ る が,『 三 語 便 覧 』の引(塩 谷 世弘)が 嘉永7年 甲寅 良 月(陰 暦10月 の

別 名),さ らに序(小 林 至 静)も 嘉 永 甲 寅孟 冬(陰 暦 の10月)と な っ て い る と こ ろか ら,い ず れ にせ よ 出

版 は嘉 永7年 の10月 以 降 とす るの が妥 当 な と ころ で あ ろ う。 しか し,嘉 永7年 とい う年 は,11月27日 を

もっ て改 元 され て い る の で(日 本 歴 史 大 辞 典),『 三 語 便 覧 』 の初 版 本 が 上 木 され た の は,や は り安 政 元

年 の こ と と考 えて差 し支 え あ るま い 。

(2)吉 岡秋 義 『「払 郎 察 辞 範」 源 流 考 』(長 崎 大 学 教 養 部 紀 要 ・「人 文 科 学」第4巻,P,76)に 「・ … こ

の編 集 の着 手 並 に成 就 の年 紀 は分 らな い 。 しか し,文 化 十 一 年 甲戌 年 六 月 暗厄 私亜 語 大 成 の脱 稿 以 後 の

者 ら しい ・ … 」 とあ る。

(3)石 橋 助 左 衛 門,中 山作 三 郎,本 木庄 左 衛 門,今 村 金 兵 衛,楢 林 彦 四郎,馬 田 源十 郎 の6名 で あ る 。

な お,く わ し くは,拙 稿 「Lesoriginesder6tudedufrangaisauJapon」,(「 文学 部 論 集 」,第4巻 第2

号,創 価 大 学 文 学 部)参 照 。

(4)両 書 の研 究 に関 して は,松 村 明 『洋 学 資 料 と近 代 日本 語 の研 究』(東 京 堂 出版),P.243～P.302に 詳

しい 。

(5)高 橋 邦 太 郎 「仏語 事始 の背 景 」(「成 城 文 芸 」,成 城 大 学 文 学 研 究 室,第44号),P.32--P.33。

(6>弘 化3年(1846)5月 よ り,嘉 永4年(1851)の4月 ま で を い う。

(7)『 佐久 間 象 山』(象 山先 生 遺跡 表 彰 会 編,実 業 之 日本 社),P.192。

(8)嘉 永元 年(1848)11月8日 の書 簡 。

(9)蘭 医 ・坪 井 信 道 の 塾 。信 道 に就 いて は,青 木 一 郎 『坪井 信 道 の生 涯 』(杏 林 温 故 会)に 詳 しい 。

(1① 嘉 永元 年(1848)11月15日 の 竹 村 金吾 宛 の書 簡 。

(11)嘉 永2年(1849)2月 の 上書 。

(Z2)原 稿 は 和紙 に鷲 ペ ン を もって 書 か れ て お り,従 来,東 京 大学 南 葵文 庫 に保 存 され て い る と言 わ れ て きた

が,私 の 調査 した と こ ろに よ る と見 あ た らな い 。 な お,そ の草 稿 とい える もの が,松 代 町在 住 の 依 田忠

雄 氏 宅(象 山 とは 依 田 家 が 遠 縁 に あた る)に 所 蔵 され て い た が,大 正 の末 期 か 昭 和 の 初期 に,長 野 市 の

古 本屋 に売却 して しま った とい う。

しか しな が ら,先 学 に よ って,「 増訂 荷 蘭語 彙 」 の題 言 は 明 らか に されて い る。

「躰 題 避'健 鰹養 顧K脹'養 繕 ぐ阿 膣 溢 鵜 嘩 揖 閣',.→ く圓 虻 湘 圃'11電 黒駅 晒'禰 橡 藤 帽'輻 妊 寝 域

000000000

紳'樵 禦冊秣11110糊採斑'1ぐ 器㌍o馳 材鎚神'囮 魯思名駐黙'健 爬暮1111岬E'鷺ト←営K暢 刊無器姉翻r串
OO

糀脚刊蕪'蜘 澤柁越悲田養隔檸齪龍鮮 否駆舵懸!<「 螂艘濯 匝オトN一甘 掻掴督艘。
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奪醜'週 鱗 猟 く'翻 職 儘'騰 聯1'軽 く「遜無粁'黙 無醤欝否F藩 翻ガ 姻礁劃鮮 纐 串湘ノ蜀欄擁批
00000OO00ノ ノ000a

駆'屡 萬謎抽湘'恕 日一糠く罫脚 紹 檸魑興臨佃勲艇迷'督 堺田・N粁刷ガ 麟椋遜起'嵐 礁 園 皿ノ〈「龍F坦
00000000000

鯉仕巡龍喩想佃越曝州 ぐ。

越無麺HendrikDoeff〆 醤懸楚PietezMarin'照 厭{誓楚DLRobertMorrison思 瀬珊極Q」

古賀十二郎 『長崎洋学史(上 巻)』(長 崎学会),P.87。

(13)嘉 永2年(1849)10月 。

(14)嘉 永3年(1850>4月2日 の書簡。

(15)松 代藩の絵師。13才 にして藩の絵師 として召出され,和 漢の学に長じ,ま た政治家 としての才能 も有 し

ていた。

⑯ 佐久間象山の甥で医者。オランダ語を解するばか りではな く,フ ランス語 も研究 していた形跡があ る

(真田家文書 「政典」)が,不 幸な死にかたをしているため,彼 の業績は埋れて久 しい。

(17)「増訂荷蘭語彙」の題言で も述べているよ うに,象 山は字書 を編纂するさいに,ド ウフ ・ハルマを定本

としているが,蘭 和字書の編纂 とい う大事業であってみれば,彼 が一人で作成することはとうてい不可

能なことであろ う。それ故,数 名の協力者がいたとして も不思議ではない。実際,協 力者たちによるド

ウフ ・ハルマの筆写がおこなわれ,村 上英俊 もその一人 として参加 している(「英俊説」の中で「…

・・騰寓道布謬法爾曙一部 ・・… 」 と記 している)。

なお,そ の写本(十 六巻にて完本であるが,第 一,第 二巻は欠本)が 松代文庫に所蔵 されており,「洋書

目録」の備考蘭に 「第四巻題箋(道 布葦爾麻)ハ 村上英俊 ノ書ナリ」 と記 されている。

(18)瀧 田貞治 『佛学始祖 ・村上英俊』(巌松堂書店古典部),上 巻17丁 裏。

(19)同 上,上 巻18丁 裏。

⑳ 二人の交友関係があった ことは,次 の書簡で も明 らかである。

松代時代の ものとしては,「 ・・… 漢方医でも致 さぬ程のや り投げなる療治に付直様右慎斉迄安

世を遣 し呼寄せ候て理解申聞かせ其上此末 の手充の所存念 申尚榮俊等へ も相談いたし治法を誤 らざる様

・・… 」 と,嘉 永4年 正月十三 日の倉 田左高宛がある。

江戸在住時代の ものとして も,嘉 永4年11月16日 の長谷川深美宛がある。「・・… 御在府中御内話

も候ひし村上生外宅之事其後随分無油断心断遺 し候へ ども相応之所無之今日に至 り候処此節一ケ所有之

候趣にて場所は萱場町に候故医業致 し候 には最寄よろしく御座候委細之義は当人より申上候 に付相略 し

申候 ・・… 」(・ ・は筆者が付 したもの)。

⑳ 部門別に分類す る方法は,当 時の字書にはよく見 られることであり,同 書 も 『改正増補蛮語箋』等の影

響をうけたことは否定で きない。しか し,村 上英俊は,我 国で出版 された蘭和字書,節 用集の他 に,W.

H.Medhurstの 英和 ・和英辞典(後 に翻訳 されて 『英語箋』および 『英語箋後篇』 となる)を 参照して

いたことが明 らか となった。

⑳ 「昨日は珍物御恵被下感荷浅か らず奉謝候然ば御示し被下候三語便覧一寸致寓目候庭誰誤以ての外 に外

く散々なる著述 と存候右へ松代など題 し候事恥かしき次第 ・・…)(倉 田左高宛の書簡〉。

それでは,何 故に,佐 久間象山に直接,『 三語便覧』を献本 したかったのか,と いう疑問が残るが,そ

れは,当 時,謹 慎の身であった象山を考慮 してのことであろうと考えられる。

⑳ 『西音発微』(調査にあたっては,松 代文庫所蔵本および創価大学所蔵本を用いた)の 構成内容について

簡単に記 してみると,次 の通 りとなる。

この本は書名か らも明 らかなように,オ ランダ語の発音 を和字,お よび漢字によって示 したものである。

なお,同 書は紺色表紙であり,縦25.7セ ンチメー トル,横17.8セ ンチメー トルの寸法であるが,題 鍍に
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は,「 西音 発 微,附 西 洋 字 原 考 国 字 考 」 と墨 書 され て い る。 墨 付 丁数,41丁 とい うの が そ の紙 数 で あ る。

⑳ 「魯 門 篤 氏 ノ著 述」 は,後 に英 俊 に よ って抄 訳 され 『佛 英 訓 弁 』 の基礎 に な っ た本 で あ るが,真 田家 文 書

に よれ ば,「 フ ラ ンス 文 法書,但 千 八 百 二 十 五 年 版,ロ モ ン ド著 」(Lhomond,FranschsPlaakkunst・

285P.23xl4cm.1825)と あ る。

⑳ 昭和47年 度,春 季 大 会(共 立 女 子 大 学)。

㈱ 前 稿(『 三語 便 覧』 の成 立 を め ぐって,文 学 部 論 集 第4巻 第1号,創 価 大学 文 学 部 。P.P.145～154。)

にお いて,『三 語 便 覧 』の成 立 に影 響 をお よぼ した蘭 仏 辞 書 と して は,"Agron,P.enLandre,G.N.Nieuw

handwoordenboek,derNederduitsheenFranchetalen."で あろ うと推 定 した が,新 資 料 ・真 田 家文 書

「政典 」 に マ ー リン辞 書 の名 が 明記 され て い るの で,こ こに訂 正 して お く。



33

第3章 『五方通語』の成立 と

その内容

1.r雑 字 類 編 』 の 影 響

村上英俊の初期の著作 に 『五方通語』(1856)が あるが,こ

の5ケ 国語対照字典は,『三語便覧』の延長 とも言 うべ き性質

の ものである。

なお,同 書 において収載 された外国語 に関 しては,以 下 の

よ うな説明がな されている。

「佛蘭西語,英 傑列斯語,和 蘭語,羅 旬語,

筑
亭
赫
よ
義
筏
著

券

通
籍

達

理
堂
裁

准禦年 政安

茂 」

}

(村
上
英
俊

『
五
方
通
語
』
の
見
返
し
、
松
代
文
庫
所
蔵
)

ヲ集 メ記 シ,且 漢 説 アル者 ハ,引 挙 シテ,語 後 二之

ヲ附録 ス,故 二覧者,其 検 セ ン ト欲 スル所 ノ語 ヲ,国 語 二依 テ,検 査 スル トキハ,西 洋 ノ四邦 語

ヲ知 ル而 己 ナラズ,傍 ラ漢 ノ故事 物 原 ヲ,繁 然 トシ メ シ,明 二知 ル ベ シ」(凡 例1丁 裏)。

さ らに,英 俊 自身 が その凡 例 の なか で,

「近 頃洋学 ,日 月 二盛 ニ シテ専 ラ世 二行 ル顧 二後 進 ノ者,必 ス洋文 ヲ作 ル ニ至 ランカ,然 シテ

学 者,其 洋文 ヲ作 ル ニ臨 テ,一 二 語 ヲ遺 忘 ス ル トキハ,必 ス其 洋文 ヲ作 リ得 ル コ ト能 ハザ ル可 シ,

誠 二遺 憾 二非 スヤ,其 時 二 当 テ,此 書坐 右 二在 ル トキ ハ,国 語 二因 テ,其 語 ヲ探 リ得 ル コ ト,最

モ易 シ,故 二其文 作 リ得 ベ シ,若 シ彼字 書 二因 テ,求 ル トキ ハ,其 語 ヲ探 リ得 ル コ ト,容 易 カ ラ

ズ,徒 二時 日 ヲ費 シカ,是 二 由テ,此 書 ヲ作 リテ以 テ,洋 学 者作 文 ノー助 ト為 ス,余 ガ著 述 ノ意

ハ,全 ク此 二存 ス ト云爾 」(凡 例2丁 表)

と記 して い る こ とか ら も明 らか な よ うに,こ の字 書 が英 俊 の外 国語(初 期 の)に 対 す る知識 を

知 る上 で も,重 要 な意 味 を も って い る もの と思 われ る。

そ こで,本 稿 で は,そ の 内容 を詳細 に検討 し,報 告 す る こ とにす る。

『五 方通 語 』は松代 文 庫所 蔵 本 によれば,紺 表紙,和 綴 の3冊 本 で あ る。縦26.3セ ンチ メー トル,

横18.3セ ンチ メー トルの寸 法 で,紙 数 は巻 之一 が序(井 上 源時朝)2丁,題 辞(塩 谷世 弘)2丁,

凡例2丁,本 文 は巻 之一 が38丁(収 録 語 彙448語),巻 之二 が36丁(同,444語),巻 之三 が40丁

(同,533語)か らな って い る。

各巻 の題 籏 は 「五 方通 語1(2・3)」 と記 されて あ り,見 返 しには巻 之一 の み,「 安 政三 年 稟

准,茂 亭 村 上義 茂著,五 方 通 語,達 理堂 蔵 」 と墨 書 され て い る。

さ らに,こ の本 の構成 内容 を記 せ ば,次 の通 りで あ る。

「此 書 ハ国 語 二依 テ ,洋 語 ヲ検 査 スル為 二,編 輯 セ リ,全 ク初 学 二,便 利 ヲ欲 シ テナ リ,故 二

伊 呂波四十 八字 ノ順 次 二傲 テ,序 次 ヲ為 ス,因 テ毎字 二,門 ヲ別 ツ…… 」(凡 例1丁 表)

とあ り,天 文,地 理,時 令,官 室,人 品,家 倫,官 職,身 体,神 仏,器 用,衣 服,飲 食,文 書,

銭 穀,采 色,人 事,動 物,植 物,言 語 の19の 部 門 に分 類 が な され て い る。

な お,『 五方 通 語』にお け る門立 ての名 称 と順 序 につ いて は,凡 例 の2丁 表 にお いて 明 らか なよ
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客

け
女

ー

ー

ヲ

シ

シ

ノ

ナ

ナ

;

紅

ー

ー

ヌ

時
人

児

客

い人

・
歯

伸
簡

板

板

ー

於
紙

・
刃

一
"
幕

慢

碑
機

一

一

ー

納
細

"

・

"

瑚
盗

楡

夜

功
精

効
板

訓
漆

一

簡

ー

肺湿

・
臼

露

幻
布

一
η
布

小

腰

ー

ー

・
花

一

文

一
・
湯

・
火

一

一

・
閾

・
抹

浄

刈
工

一

線

シ

ケ

グ

ナ

キ

ー

・
刺

笹

刺

繍

肋温

跡慢

緩

文

肋
糠

・好

・楷

一
対
女

婦

鍼

劫
縫

ナ

客

刀
女

・
工

"
僕

隷

時
人

児

客

h
人

・
歯

砂
簡

板

板

智器

択紙

-
刃

刃

"幕

慢

碑
機

機

機

宏
書

書

・
花

花

文

文

・湯

・火

火

火

・閾

・
抹

浄

刈
工

工

線

イ

列
布

け
細

キ

キ

ケ

グ

ノ

メ

布

尺紅

力織

ヌ
奴

奴

㍊盗

楡

夜

肋
精

効
板

対
漆

漆

簡

刑漆

肺湿

・白

露

〃布

布

幻布

小

腰

跡
慧

艶

即布

・
刺

植

刺

繍

勅温

肋
慢

緩

文

肋
糠

・妊

・楷

楷

対
女

婦

鍼

苅縫

ヌ

「身 膿」

「器 用」

 

鎌
羅
懇
灘
韻
灘
欝

懇
難
灘

繊
鞠
繍
鑓
響

叢
騰
懸
慕
羅
鵜
撫
鱒繍

激
灘
騰
灘
顯
鰻
鞭
灘
騨
鑛
羅
燕
難
{螺
懸
灘
欝
懲
簾
灘
纈
継{

撫
難
騨
難蕪
灘
一難
鷹
灘
灘
灘
糖
撫
郷
繕
∴継
灘
難
勲
醐
灘

轍
灘
翻

総
耀
灘
懸
欝
.欝
灘
灘
譲
縄鍵

鰍.岬魏

㊤
燕
麟
購
竈
曝
.難

養
興識
繊
漁

灘
灘
羅
欝
欝
雛
灘

露
鍵
灘
騰
総
灘
簾欝
驚
縢
灘
麟
灘
灘
鱗
騨
臨
欝
瀞騰
欝
繊

(『雑字類編』,京都大学図書館所蔵)

うに,『 雑字類編川 を参照 した ものである。 さ

らに,見 出 しで使用 した 日本語の単語 に も,同

書が重要な役割 を果 た していることが察知 され

る。

一例 として,「好 の部 」 の項 を比較対 照 して

み ると,次 の通 りとな る(『雑字類編』は京都大

学所蔵本を使用 した)。

『五方通語』

「天 文」

「地 理」

「宮室 」

「人品 」

スカ

徴
ヌケ

問
ヌ レ

湿
ヌマ

沼
ヌリ

塗
スイ

繍
ヌ

漆

漆

漆
ヌ ノ

布

ボノ

星
ミチ

道
ノチ

土

イへ

屋
バク

匠
ノヤ

工

家

匠
望,
冗

『雑字類編』
ヌカ ボ ノ

徴 星
ヌケ ミチ

問 道
ヌ レ ノチ

湿 土

(ナ シ)

(ナ シ)
ヌイ ハク ヤ

繍 匠
ス ノヤ

漆

;
布

工

家

匠
望
冗

「衣 期 」

1飲 食 」

「人 事 」
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r五万通語』 『雑字類編』
ヌイ アハ ス ヌイ アハ ス

縫 合 縫 合
ヌキ カキ ヌキ カキ ボ ン

抄 書 抄 書 本

(抄書本は 「文書」の項 目に入

っている)
スキ ガキxル

抄 書(ナ シ)

なお,『 五万通語』には 「言語」の部があるが,

r類字雑編』 には存在 しないので,そ の項旧 は

省略す ることに した。

前述の ごとく,こ の五ケ国語対照字典の成立

に関 しては,「 雑字類編』の影響があった ことは

明 臼であ るが,そ の他,ど のよ うな書物がその

成立に関与 していたのだろ うか。

筆者は,前 章の ときと同様,村 上英俊が書籍

を購入す る場合,そ の大部分を松代藩を通 して

購入 していた事実に着 目し,松 代藩旧蔵書9な

らびに,松 代文庫所蔵本の中か ら関連のあ る書

を選び出 し,検 討 した。

その結果,

ていた ことが看取 された。

(『蘭羅辞書』の扉,松 代文庫所蔵)

『三語便覧』 と同 じく,あ る種のオランダ出版の辞書 が,そ の成立に密接に関与 し

次に掲出した3冊 がその中心 とな った もの と推測 され るが,そ の他に も若干 の辞書の影響が認

め られ る(2)・

1}Marin.P.

GrootNederduitschenFranschwoordenboek.1132p.(26x20cm).1728.

2)Sewel.W.

GrootWoordenboekderNederduytscheenEngelscheTaalen.(17x21cm).1708.

3)Frieseman.H.

Nieuwnederduitsch-latijuschwoordenboek.(11x17.3cm).1810.

2.オ ラ ン ダ辞 書 との 関連

さて,具 体的な内容 の検討 に入 るわけであるが,紙 数の都合一ヒ,す べての用例について報告 を

す ることは不可能 なことである。そこで便宣上,各 部門についてそれ ぞれ一 語つつ取出 し,調 ら

べ ることにす る(イ タリックの個所は筆者が付 した もの)。

イカ ノチ

(1)伊 之 部 「天 文 」(雷,雷 公)

tonnerre仏/thunder英/donder蘭/tonitru羅

〔廊 灘溢 〕 蔽 昏纏卑 恥㌍(沁総 婆1移 も三mひ

〔姻 醐 細 く鰹 琿・ 忌 漂識 量 津 桟養 。轡 楓 沸 旺 ヨ。樋 ・簿 翠o陛 蹴 騒 ト督 ミ柵 督 蝋 週 。)侮'鎧

圏 †。 註(』這禦。 養二圏 紬[建 ≦年Kミ琿。
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(a)蘭 仏 辞 書donder,m.…Tonnerre.m.Foudre.f.p.1-207

(b)蘭 英 辞 書Donder(M),Thunderp.92

(c)蘭 羅 辞 書Donder,m.tonittru,u.n.P.156

nク チ

(2)呂 之 部 「地 理 」(平 地)

plaine/plain/vlakte/camporumaequon

(a)Vlakte,f.Vlakveld,vlakland,Plaine.plattecampagne,campagne,rase,f.p.II-489

(b}Vlakte(F),aPlain,level,p.586

(c)Vlak,…vlakveldiscamporumaequor,…p.1298

(3)波 之 部 「時令 」(春 夜 ・春宵)ママ
nuitdeprintemps/nichtofspring/lentenachtfnoxdevenusママ
(a)lente.f,voorjaar.1'rintems.p.II-19nachtofnagt.TydtuffchenZonnenonder-enopgang.

Nuit.f.p.II-91

(b)Nacht(C),Ntght.p.288Lente(F),theSpring,Spring-timep.244

(c)Nacht,m.nox,noctis,f.p.615Lente,v.ver,veris,n,tempusvernum.Vandelente,vernus,

・..p .502

ニnイ ノ ハ シ コ

(4)仁 之 部 「宮 室 」(楼 梯)

escalier/stairs/trap/gressus(漢 説 略)

(a)trapomopenoftoklimmen.m.Marche.montee.f.Degre.m.…Trap,aldetrappenfamen.

Degre,escalier,m,p.II-407

(b)Traf(C),StalYS,Stair-casep.495

(c)Trap,m.dienendeomergensoptoklimmen,gressus,us,m.….p.1120

tン ゾウ カ

(5)保 之 部 「人 品 」(本 草 家)

botaniste/herbaliste/kruidkenner/intelligensherbarum

(a}kruid-kenner,Eendiedencartenkragtenderkruidenkend.Herboriste,…celuiquiconnait

lanatureetlesvertusdesplantes,dessimples.p.1-517

(b}Kruydkenner(M),aHerbalistp.230

(c)Kruid,…Kruidkenner,intelligensherbarum,reiherbariaeperitus.p.471

リヤウYン

(6)利 之 部 「家 倫 」(両 親)

pairens/parens/ouders/parentes ママ
(a)ouders.VaderenMoedertenopzigtederkinderen.PereetMere,parrapportauxenfans.

p.II-197

(b)Ouders(M),Parents.p.367

(c)Ouders,m.patents,um,genitores,um,m.plur.p.799

チヨクシ

(7)知 之 部 「宮 職 」(天 使 。 勅 使 。 制 使 。)

am.bassadeur/ambassador/afgezant/legatus.
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(a}afgezant.Gezant,uitgezondeneStaats-bediende.Envoye,Ambassadeur.p.1-30

(b)Afgezant(M},Ambassador,p.18

(c)Afgezant,m.legatus,i,m,p.30

ヌカバ

(8)奴 之 部 「身 体 」(板 歯)

dentdedevant/foreteeth/voortand/densprimus.

Marinの 蘭 仏 辞 書 に は 該 当 す る 単 語 が 見 当 ら な い 。 ち な み にAgronの 蘭 仏 辞 書 を 用 い て み る と

以 下 の 通 り と な る 。

(a)陵)oπ αηd,m.dentdedevant,f.p。1042

(b)Voortanden(M},theFore-teeth.p.602

(c}Voortand,m.densprimus,densanterior,densincisor,densgelasinas.p.1328

ヲニ

(9)遠 之 部 「神 仏 」(鬼)

diable/devil/duviel/diabolus.

(a)duivel.m.Boozegeeft,kwaadenEngel.Diable,Demon.p.1-231

(b)Duyvel(M),theDevil.p.104

(c)Duivel,m.diabolus,i,m.daemon,onis,m,p.181

ヘ ワセン

(10)辺 之 部{器 用 」(軍 舩 。 兵 舩 。 陣 舩 。 戦 舩)

vaisseaudeguerre/manofwar/Oorloogs-schip/classisbellica.(漢 説 略)

(a}oorlogs,・..EenOorlogschipvandeeerfte,tweederang.UnvaisseaudeGuerredupremier,

dusecondrang.p.II-172

(b)Oorlogschip(N},aManofwar.p.351

{c)Oorlog,…Oorlogsvloot,classisbellica.p.761

イ ト

(ll)伊 之 部 「衣 服 」(聯)

cordons/thread/draad/flum.(漢 説 略 。)

(a)dYaad.Fil.m.p.1-219

(英 俊 が,何 故 に フ ラ ン ス 語 の 釦 と い う単 語 を 使 用 せ ず,cordonsを 配 列 し た か の 根 拠 と し

て は,現 在 の と こ ろ 不 明 で あ る 。 し か し,こ の 事 例 は,英 俊 がMarinお よ びAgronの 他 に,と き

に は 他 の 辞 典 を も参 照 し て い た こ と を 表 わ し て い る と 言 え よ う 。 何 故 な ら,Agronの 蘭 仏 辞 書 で

も,や は り フ ラ ン ス 語 はfilと 記 さ れ て い る か ら で な る 。

Draad,m.fil,filet,m.P.158(ア ゴ ロ ン)

(b)Draad(M),aThread.p.97

(c)Draad,m.filum,i,n.p.171

リヨワシヨク

(12}利 之部 「飲 糧 」(糧 食)ママ
provision/provisions/voorraad/copia.,

(a)voonaad.m.Verzamelingvaneetwaaren,&c.Magasin.m.Provision.f.p.II-505

(b)Voorraad(C),Store,Provision,stock.p.560

(c)Voorraad,m,copia,…ae,f,abundantia,ae,f,affluentia,ae,f….p.1325
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ユル シヂヤワ

(13)遠 之 部 「文 書 」(赦 書)

passeport/pass/vrijbrief/immunitalemdames.

(a)veybrief.m.PaspoortinOnduitsch.Unpassepost,saufconduit.p.11-516

(b)Vrybrief(1Vi),aPass,pasport,p.608

(c)Vrijbrief,m.literaelibertatemdantes,ookimmunitatemdances,ookdiploma,atis,n.p.1338

ヲカマワンノウ ンチン

(14)遠 之 部 「銭 穀 」(陸 運 傭 銭)

voiture/moneyforcarriage/voerloon/vectura.

(a)用 例(8)と 同 様,該 当 す る 単 語 が 見 当 ら な い が,参 考 ま で にAgron辞 書 を 記 し て み る と,次

の 通 り で あ る 。

Voerloon,o.voiture;f.,port,chariage,charroi,transport,rrl.p.1029

(b)Voerloon(N),liloneyforcarriage,carrierswages.p.591

(c)Voeren,_Voering,v.vectio,onis,f.yθc如 眉α,ae,f._.p。1308

ホン コウ

(15)保 之 部 「釆 色 」(大 紅)

rougegrand/carnationcolour/hoogrood/rubercelcus

(a)hoog.Adj.Verheven.Haut,eleve.p.1-411rood.Adj.Datdekoleurvan'tvuurof'tbloed

heeft.Rouge.p.273

(英 俊 が1大 」 を 文 字 通 り 直 訳 し て,grandに し た も の と 思 わ れ る 。)

(b)Hoogrood,Carnation-colour.p.412

(c}Rood,bijv.n.enbijw.Yuber,a.m.;p.918Hoog,bijv.n.enbijw.celsus,a,m.;p.330

ハッ ト

(16)波 之 部 「人 事 」(法 制 。 大 禁 。 属 禁 。 成 憲)

lol/law/wet/legem.

(a)wet.f.Gefchreevevaftftellingofvoorfchrift.Loi.f.p.II‐SSU

(b)Wet(F),aLaw.p.b33

(c)Wet,v.regel,voorfchrift,pracscriptum,i,n.lex,legisf.Eenewetgeven,legemdare,….

p.1336～p.1337

ニワ トリ

(1の 仁 之 部 「動 物 」(難)

coq/cock/haan/gallus

(a)haan.m.Bekendehuffs-vogel.Coq.m.p.1-358

(b)Haan(M),aCock.p.163

(c)Haan,m.gallus,i,m,p.281

チヤ ノキ

(18)知 之 部 「植 物」(茶 茗)ママ
arbrequiPortelethe/teatree/theeboom/thea.

(a)theeboom_The-boom,boornpjedaardethebladeねv&nkomen.Plante,arbrisseauquiporte

lesfeuillesdeThe.p.11-394

(フ ラ ン ス 語 に 盈rbrequiporteleth6が 使 用 さ れ た の か ・11:月で あ る が,Agronに よ れ ば,arbre

athe[P.863】 と あ る の で,両 辞 書 が 混 合 さ れ た も の で あ る の か,現 在 の と こ ろ 明 ら か で は な い 。)
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(b)Thee(F),Tea,p.484Boom(1VI),aTreep.72

(c)Thee,Theeboom,then,ae,f.p.1091

ラ
勅
塗(」語言「部之奴9α

graisser/tosmear/smeeren/lino.

(a)smeeren.v.a.Beftryke簸metfmeerofanderevettigheid。 σ 鋤 ∬ ε7,suiver,丘otter.p.II-335

(b)Smeeren,toGrease,p.447

(c)Smeren,b.w。zooveelalsbeftrilken,lin●,Levi,litum,linere,adlinere,collinere,....p・1002

(英 語 にtosmearが 配 列 さ れ た の か 不 明 。)

ヒ注 」

(1)「 雑 字 類 編 』(七 巻 二 冊)は,柴 野粟 山 著,柴 野 貞 穀 重 修 の もの で あ る。 な お,そ の 刊 行年 に 関 して は,「 森

岡 健 二 氏 は 明 和 元 年(1764)の 板 で あ ろ うと され た(『 国語 と国 文 学 』 昭 和42年4月)。 佐 村 八 郎 の 「増 訂
『国 書 解 題 』・新 潮社 の 『日本 文 学 大 辞 典 』・平 凡 社 の 『大 辞 典 』 は いず れ も明 和6年 の刊 行 と し… …」(鈴

木 博 『蘭 語訳 撰 』解 題 十 五 ペ ー ジ,臨 川 書店),と 両 説 が存 在 す る よ うで あ る。

な お,『 雑 字 類 編 』 の 門立 て は918部 門 に 分 けて あ り,次 の よ うな 門 立 て で あ る。

天 門(本 文 で は 「天 文 」),地 理,時 令(本 文 で は 「時 運 」 と も記 されて い る),宮 室,人 品,家 倫,官 職,

身 体,神 仏,器 用,衣 服,飲 食,文 書,銭 穀9釆 色,人 事,動 物,植 物 。

(2)新 資 料(真 田家 文 書 ・「政 典 」)に よ れ ば,こ の 当時,松 代 藩 にお け る唯一 の蘭 仏 辞 書 とい う こ とにな るが,

筆 者 が前 稿(「 村 上英 俊 『五 方 通 語 』に 関 す る一 考察 」,文 学 部 論 集 第5巻 第1号,創 価 大 学 文 学 部 。P,P89

～93)で 指 摘 した,Agron辞 書 との 関連 もか な り深 い もの で あ る。

例 えば,以 下の 事例 もそ の 間 の事 情 を物 語 って い る と言 え よ う。

本文 の用 例(5)Kruidkenner,m.herboriste,わo`α η'3'θ,m.P.378

本文 の用 例(6)Uuders,m・meerv・vaderenmoeder,parents,m・pl・,Pereetmerep・630

本文 の用 例(1①(a)OoYlogsschip,o。vaisseaudeguerre,m.P.597
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第4章 『佛蘭西答屈

智幾』の原典

当時の洋学者には,時 代の影響であると思 わ

れ るが,西 欧先進諸国の兵学書 を翻訳す る傾 向

が,す くなか らず見 られるが,英 俊 に もフラン

スの兵学書の翻訳 があ り,『佛蘭西答屈智幾』1)

がそれである。

『佛蘭西答屈智幾』が公刊 されたのは,明 治

元年(1868)の ことであるが1)村 上英俊が こ

の書 を翻訳す るにあた っては,幕 府の役人であ
3)

り,砲 術家で もあった下曽根威遠(金 三郎)

の示唆がその機縁 とな った もの と考 えられ,そ(村 上英俊 『佛蘭西答屈智幾』の序文,松 代文庫所蔵)

の問の事情は英俊 の 「雷酸金の説」の序文 に窺 うことが出来 る。

「威遠下曽根先生告余 日吾聞之子専研究佛蘭西学 自往古佛蘭西者文武隆盛之国也而如我炮術亦

本ヨニ佛蘭西尚子勤選訳有益子当世者公干世則少可有益丁国学　」

このよ うな動機 を もとに刊行 され ることにな った この書 は,答 屈智幾の名が示す如 く,当 時,

流行の兵学書の ひとつであるが,こ の翻訳書 を兵学書 として ばか り捉 えず,黎 明期 における仏文

和訳 の一例 として考察 した場合,き わめて興味深い ものであると言 える。

同書 に関 しては,す でに先学によって簡単な紹介 がな されているが4)紹 介者 自身 も述べてい

るよ うに,『佛蘭西答屈智幾』の原書 を見ていなかったがために,た んな る推定だ けに止 ま り,詳

細な言及はみ られなか ったのである。

最近,松 代文庫 において,"TraitedeTactique"な る仏語書を読 む機会 に恵 まれたが,実 は

これが 『佛蘭西答屈 智幾 』の原本であることが判明 した。

そこで,こ の資料 をもとにして,英 俊の翻訳書の内容 を詳細 に検討 し,報 告す ることにす る。

なお,あ わせて村上英俊のフランス語の実力,と くにその解釈力 をも窺 いたい。

1.『 佛蘭 西答屈智幾 』の 内容

本稿 では,翻 訳書および原書の内容,さ らに,両 者の関係 について考察す るが,ま ず翻訳書か

ら述べ ることにす る。

同書 は,茶 色表紙和装 の3冊 本で,縦26セ ンチメー トル,横18セ ンチメー トル,各 冊の題簑に

は,「 佛蘭西答屈智幾1(2・3)」 と墨書 されてお り,紙 数 は巻之1が 序文24丁,目 録1丁,本

文22丁 か らな ってい る。巻之2は 本文のみで33丁,巻 之3も 同じく39丁 で ある。見返 しは,巻 之
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1だ けが灰色 で,慶 応3年 稟准,村 上英俊訳,達 理堂蔵 とあるが,巻 之2お よび巻之3は,い ず

れ も白紙で何 も記 されていない。

さて,こ の本の内容 であるが,通 覧 してみ ると,ま ず序文 の長 いのに気づ く。 まさに,全 体 の

5分1に も相 当す る紙数 をこれ にさいている。 しか し,こ れは後述 のよ うに,そ こに記 された内
5}

容か らは勿論の こと,漢 文書 き下 し体 の文章か らして も,英 俊 によって記述 された ものではな

く,訳 文であることは明 らかで ある。

英俊 は目録 において,全 巻の構成 を示す もの として,い くつかの項 目を掲 げているが,そ れは

次の通 りである。

(巻 之1)

(a)序 文

(b)前 文

(c)敵 ノ弾 丸,至 ラサ ル所 ヲ,為 ス行軍

(d)常 行 軍

(e)急 行 軍

(f)迅 行 軍

(巻 之2)

(g)諸 軍 隊,敵 近 キ所 ヲ為 ス,進 行 ノ論

(h)攻 撃 行軍 ヲ為 ス コ ト

(1)前 面 行軍 ノ作 業

(巻 之3)

(j)側 面行 軍 ノ法

(k)前 面 ト側面 ト,変 化 ス ル,行 軍 ヲ開 ク コ ト

G)軍 隊 ノー 部,側 面 ヲ進行 スル際 二,他 隊ハ前 面 ヲ進 行 ス ル,行 軍 ヲ開 クコ ト

(ア ル フ ァベ ッ トは筆者 が付 した もの)

本書 は,前 述 したよ うに3巻 か ら構成 されているが,各 巻がそれぞれ独立 してい るわけではな

く,訳 書 を便宣上,巻 之1,巻 之2お よび巻之3に 分類 したにす ぎない。その ことは全巻 を通 し

て,順 を追 って110の 章 か ら構成 されてい ることか らも明 らかである。なお,見 出 しには 「行軍

篇」 とい う文字 が見 られ るが,そ の後 はどこにも見出 しを認 めることが出来ないので,こ の本 は

原書の 「行軍篇」だけを翻訳 した ものであろ う,と 推定 され るのであ る。
s)

ところで,110章 の中の多 くは,そ の文頭 に項 目名が置かれてい るのであるが,な か には,

文頭および文 中の両方に項 目名が付 されていた り,さ らには,項 目名が まった く見 られないの も

あって,必 ず しも首尾一貫 していない。それ らの用例 について記せば,例 えば次の よ うな もので

ある。

(1)項 目名が文頭 に置 かれている もの

第5章:衆 多 ノ縦隊,行 軍 ヲ為ス要務

第36章:攻 撃行軍四類 ノ差別

第103章:軍 隊異 ナル方位二,進 行スル両隊 二,分 カル機会

(2)項 目が文中に置かれている もの
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霧 察=難 ジ

1翁糠 灘 ◎騰

戸「 》 七 、

鶴

灘 難
識壽響

繕 懸 総騰 ,
}ト鯨 擬s蹴.

欝 聴 鹸 、搾

("TraitedeTactique"の 扉,松 代 文 庫 所 蔵)

第31章:攻 撃行軍 ト戦地 ヲ取 ル トノ行軍

ノ差別

(3溜 蟹 離 難 羅 かれてし、る
もの

第9章:広 狭 ノ頓舎 ノ利害(文 頭),諸 軍

隊 ノ為 ノ行道 ノ撰(文 中)

(4)項 目名が置かれない もの

第15章,第16章,第17章

さらに,原 書 と対比す る必要上,『 佛蘭西答

屈智幾』の本文の構成内容 を,こ こに整理 し
訟

てお くことにす る。その概略は,次 の通 りで

ある。

(巻之1)

ζ 、・

第1章 ～第2章:

第3章:

第4章 ～第18章:

第19章 ～第26章:

第27章 ～第29章:

(巻 之2)

第30章 ～第35章:

(b)(1丁 ウ ～3丁 オ)

(c)(3丁 オ)

(d)(3丁 ウ ～15丁 ウ)

(e)(16丁 オ ～20丁 オ)

(f)(20丁 オ ～22丁 ウ)

(9)(1丁 オ ～6丁 ウ)

第36章 ～ 第37章:

第38章 ～第65章:

(巻 之3)

第66章 ～第95章:

第96章 ～第100章:

第101章 ～第110章

(h)(6丁 ウ～9丁 オ)

G)(9丁 ウ～33丁 オ)

(j)(1丁 オ ～26丁 ウ)

(k)(27丁 オ ～30丁 オ)

(1)(30丁 オ ～39丁 ウ)

2."TraitedeTactique"の 構i成

"TraitedeTactique"は
,Charles-Gabrield'Arsac,marquisdeTernay(1771～1813)

が記 述 した手 書 きの原 稿 を,1832年,フ ラ ンス の陸軍 大学 教 官(陸 軍 中佐)で あ った,Fred

Kochが 原 作者 の母 親 に懇 望 されて,そ の原 稿 を増補,修 正 し改 編 した の ち,パ リのAnselin(軍

事 書専 問出版 社)か ら刊 行 した もの で あ る。

この本 は 洋装 本 で,縦19セ ンチ メ ー トル,横14セ ンチ メー トル の大 きさであ るが,背 およ び表

紙 には ま った く文 字 が刷 られて い な い。前付 には,ま ず<Noticebiographiquesur1'auteur>

とあ り,12ペ ー ジの紙 数 を さいて,原 作 者 の 略伝 をのせ て い る。 さ らに,刊 行 者 の前 文<Preface

de1'editeur>を8ペ ー ジ,<Introduction>23ペ ー ジ,本 文699ペ ー ジ,<Tabledesmatieres>

3ペ ー ジ<Erratadupremiervolume>1A一 ジ,す な わ ち合 計746ペ ー ジか らな るか な り部厚

い本 で あ る。扉 の文字 を示 す と,次 の通 りで あ る。
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「Jusqu'iciM.deTerneyaadoptel'ordresuivipartoussesdevanciers,maisnousarrivonsaupoint

ousamethodes'ecarteentierementdelaleurJ(int,p.16)

とい う文 章 が翻訳 書 で は,(「 テル ナ イ君」 ハ,諸 先哲 ノ,施 シ タル法 二従 ヘ リ,然 レ ドモ,我 輩

ハ,其 法全 ク先哲 ヨ リ,相 ヒ隔絶 スル ト,目 撃 スル ニ至 ル 序 文,16丁 裏)と 訳 出 されて い る。
7)

これによると原作者 のMARQUISDETERNAYが 記 した もの とは考 えられないので,

これは,や は り刊行者のFREDKOCHの 手によって書かれた ことは明 らかである。

③ 「章」 と 「番号」の関係

「章」 と 「番号」 との問題 に関 しては,そ れぞれの内容 の概略 を,第2章 および第3章 におい

て述べ,す でに推測 をしたよ うに,原 書 に付 されてい る各番号 は,そ の ま ＼翻訳書の中において

各章 す なわち番号 〈1>は 第1章 となった ものである。さらに原書 において番号に 「小

見出 し」が置かれてい るものは,そ の 「小見出 し」 が和訳 され 『佛蘭西答智幾』において,章 の

「項 目名」 となってい る。

それ故,原 書中に 「小見 出し」の見 られない ものは翻訳書の中において も,「項 目名」が認 め ら
8)

れ な い とい うこ とに な る。

④ 村上英俊の誤記について

a.第22章 は,第22年 と記 されてい るが,こ れは前後 の文 章 の関係 か ら考 えて,「 章」とす べ きとこ

ろ を,「 年 」 と誤 って記述 され た もの か,あ るい は印刷 時 の ミス と思 われ る

b.翻 訳書 の 第79章 の項 目名 には,そ の 「第1則 」と付 され て あ り,次 の 第80章 で はその 「第2則 」,

さ らに第81章 がそ の 「第3則 」 とな って い るが,不 思議 な こ とに第82章 には 「第4則 」とい う文字

が 見 られ ない。 次 の第83章 には その 「第5則 」 とあ るの で,こ れ は英 俊 の不 注意 に よ る もので あ

る と推 測 され る。事 実,原 書 中 に は番 号 〈82>(PP56～57)に そ の 「第4則 」 を示 す 〈。4>が

あ る と ころか らして も,当 然,第82章 の項 目名 に は 「第4則 」 と付 され るべ き もので あ ろ う。

c.こ の翻訳 書 には,第96章 とい う 「章」 が置 か れ て いな いが,原 書 中 には番号 の 〈96>(PP

68～69)が 存 在す る し,さ らに は原 文 とその訳文 と対 比 して み る とま さし く一一致 す るの で,こ れ

は訳者 の英 俊 が 「第96章 」 とい う文 字 を書 き忘 れ たの で あ ろ う,と 考 え られ る。

d.第109章 も第96章 と同様,翻 訳 書 申 に その「章 」が認 め られ ない もの で あ るが,原 文 を調 べて

み る と番 号 の 〈109>(PP77～78)が 見 られ るので,こ れ も前 節 の(C)と 同様 に英 俊 の書 き落

した もの で あろ う。それ で は第109章 とはい ったい翻 訳 書 の中 の どの部 分 に該当す る もの で あ ろ う

か 。この 問題 に 関 して は,原 文 か ら推察 して 「巻 の3」 の38丁 表 すなわち項 目名 となっている 「隊

間 ノ行動 ノ距離 か ら始 ま って39丁 表 まで が第109章 とな る と こ ろ で あろ う,と 考 え られ る。

4.村 上英 俊 の解 釈力

さて,こ こで村 上英 俊 の フラ ンス語 の実力 につ いて触 れ る ことに な るが,『 佛蘭 西答屈 智幾 』は

英 俊 の 語学力 とくに解 釈 力 に関 して を知 る上 で最 も適 当な手 掛 りにな ると思 われ る。そ

こで,原 典 の"TraitedeTactique"と 翻 訳 書 を対 比 させ るこ とによ って,彼 の フ ラ ンス語 に関す
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Livre II.

Chap. ler. 

 Art. I. 

 Art. II. 

  § I. 

  § II. 

  § III. 

 Art. III. 

  §  I. 

  § II. 

Chap. II.

Art. I. 

 § I.

  § II. 

  § III. 

 Art. II. 

Chap. III 

 Art. I. 

 Art. II. 

  § I.

§ II.

Art. III. 

Art. IV. 

 § I.

 § II. 

Art. V. 

Art. VI. 

Art. VII.

§ I.

§ II.

§ III.

de l'ennemi couvrant le mouvement des autres troupes 

Des manoeuvres 

Avant-Propos 

Des ordres de bataille en general 

Des moyens de conserver le liaison des differentes parties de l'ordre de bataille 

De la disposition des differentes armes 

De la disposition de l'infanterie 

De la disposition de la cavalerie 

De la disposition de l'artillerie 

De la combinaison des differentes armes 

De la combinaison de l'artillerie avec les troupes 

De la combinaison de l'infanterie avec la cavalerie 

Importance du talent de bien choisir les points d'attaque et possibilite de donner 

des principes relativement a cet objet 

Du choix du point d'attaque 

Du choix du point d'attaque, par rapport a la disposition generale de l'armee 

attaquante 

Du choix des points d'attaque relativement a la position generale de l'ennemi 

Du choix des points d'attaque, la position de l'ennemi etant consideree en elle-méme 

Principes relatifs a toutes les attaques 

De la formation des ordres de bataille offensifs a la suite des marches de front 

Des attaques paralleles 

Des attaques d'une seule aile 

Des attaques d'une seule aile dans lesquelles toutes les colonnes se deploient en 

meme temps 

Des attaques d'une seule aile, dans lesquelles les colonnes se deploient successive-

ment 

Des attaques des deux ailes 

Des attaques au centre 

Des attaques au centre dans lesquelles toutes les colonnes se deploient en meme 

temps 

Des attaques au centre dans lesquelles les colonnes se deploient succesivement 

Des attaques de flanc 

Des attaques de revers 

De le formation des disposition offensives a la suite des marches de front dans les 

circonstances extraordinaires 

De le formation des dispositions offensives sur le front de la marche quand on a ete 

oblige d'alterer l'ordre de marche 

Des circonstances oil on est oblige de former une disposition offensive sur le flanc 

d'une armee qui execute une marche de front 

Des circonstances ou une armee qui execute une marche de front est obligee de
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ｧIV.

§V.

formerunedispositionoffensivesursonflanc,1'ennemipouvantattaquerlefront

etleflancdelamarche

Descirconstancesdanslesquellesunearmeequiexecuteunemarchedefrontest

obligeedefromerunedispositionoffensivesurleflancdelamarche,1'ennemine

pouvantquiattaquerceflanc

Delaformationdesdispositionoffensivessurlesderrieresdunearmeequiexecute

unemarcheretrograde,surlesderrieresdunearmeequiexecuteunemarchede

front,ousurlefrontdunearmeequiexecuteunemarcheretrograde

3.両 者 の比較

村上英俊 の 『佛蘭西答屈智幾』の分量に較べて,原 書の"TraitedeTactique"の それが,あ ま

りに も多 く両者の間に,ま ず分量の上で顕著な相違 が見 られ る。翻訳書が原書の抄訳,あ るいは

部分訳 であることは,こ の ような量的な相違か らも明白であるが,そ れでは原書の どこの部分 を

採 って 『佛蘭西答屈智幾』 とした ものであろ うか。その問題 を究 明す るためには,翻 訳書 と原書

を対比 させて1頂次調べてい くことが必要 であるが,こ こではその うちで最 っと も問題 とな る点

のみ考察す るに止 めてお く。

① 翻訳の範囲

結 論か ら先 に言 え ば,『 佛蘭 西 答屈 智幾 』 とは,原 書 の前付 に あ る<Introduction>の 全訳,

お よ び本文 中(699ペ ー ジ)の1ペ ージか ら78ペ ー ジまで 「番 号 」で い えば,〈1>か ら 〈110>

まで に相 当す る を訳 述 した もので あ り,そ の部分 を要約 して記 せ ば,以 下 の通 りとな る。

Livrelex.

Chap,ter,

SectionI.

SectionII.

SectionIII.

Chap.II.

SectionI.

Art.1.

Art.II.

Art.III.

Art.IV.

Desmarches

-(第1章 ～第3章)

=(第4章 ～第18章)

e(第19章 ～第26章)

=(第27章 ～第29章)

=(第30章 ～第31章)

=(第32章 ～第37章)

・=(第38章 ～第65章)

=(第66章 ～第95章)

=(第96章 ～第100章)

=(第101章 ～第110章)

② 翻訳書の序文について

前 述 した よ うに,『 佛蘭 西答 屈 智幾 』の序文 は,訳 者 ・村上 英 俊 の記 述 によ る もの で はな く,た

ん に原 書の<Introduction>を 翻 訳 した もので あ る。 さらに,<Introduction>の
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TRAITSDETACTIQUE,/parfeulecolonel/MARQUISDETERNAY;/revu,corrige,augmente

/PARFREDKOCH,/lieutenant-coloneld'etat-major.//TOMEPREMIER.//PARIS,ANSELIA,

LIBRAIREPOURL'ARTMILITAIRE,/ruedauphine,No.9.//1832.

この仏語書 の内容 について触れ ると,ま ず注 目すべ きことは,699ペ ージか らな る本文の中に,

〈1>か ら 〈1091>ま での番 号が順 を追 って配置 されてい るとい うことである。 この番号 は,章

および節な どには,ま った く関係 な く付 されている ものであるが,各 番号 は,そ れぞれ ひとつの

まとまった文章 を形成 している。なお,た いていの場合,文 章 が記 されてい るその左右 の余 白(そ

の うちのいずれか一方)に,本 文の要約 を示す 「小見出し」 が付 されて,本 文 の理解 を助 けてい

るが,こ の 「小見出 し」は文章の文頭 に置かれているもの,ま たは文頭 と文中 との両方に置かれ

て いるもの,さ らには,ま った く 「小見 出し」が見 られない ものな どがあ り,そ れは,ま さに翻

訳書の項 目名の場合 と一致 してい る。

さて,こ の原書の構成 内容で あるが,翻 訳書 を考 える上で必要 と思 われ るので,少 し長 くはな

るが,そ の 目次 を以下 に掲出 してお くことにす る。

Livreler.Desmarches

Avant-Propos

Chap.le「.Desmarchesquis'ex6cutenthorsdeport6edel'ennemi

SectionI.Desmarchesordinaires

SectionII,Desmarchesaccelerees

SectionIII.Desmarchesenposte

Chap.II.

SectionY.

Art.1.

Art.II.

Art.III.

Art.IV.

SectionII.

Art.1.

Art.II.

Art.III.

Ark.IV.

Art.V.

Chap.III.

SectionI.

SectionII.

SectionIII,

Chap.IV.

Desmarchesdanslesquellestoutrarm6esetrouve註porteederennemi

De1'ouverturedesmarchesmanoeuvres

Ouverturedesmarchesdefront

Ouverturedesmarchesdeflanc

Ouverturedesmarchesquisontalternativementdefrontetdeflanc

Ouverturedesmarchesdanslesquellesunepartiede1'armeemarcheparsonflanc,

tandisquelerestemarehedefront

De1'executiondedifferentesespecesdemarches

Deledispositiondestroupesdanslesmarchesenavant

De1'executiondesmarchesdeflanc

De1'executiondesmarchesretrogrades

De1'executiondesmarchesou1'armeepassealternativementdelamarchedefront

alamarchedeflanc

De1'executiondesmarchesdanslesquellesunepartiede1'armeesemeutparson

flanc,tandisquelerestemarchedefront

Desmarchesdeposition

Desmarchesdepositionenavant

Desmarchesdepostitiondeflanc

Desmarchesdepositionretrogrades

Desmarchesquis'executentunepantieseulementde1'armeesetrouvantaportee
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る解釈力 を窺 いたい と思 う。

1.Sionclasselesconnaissancesmilitairesrelativementaleurdegred'importance,lesmarches

sontincontestablementlapartielaplusessentielledugrandartdelaguerre.C'esteneffecten

marchantqu'oncommenceuneguerreoffensiveetqu'onlatransporteensuitedapsleslieuxou

lafaiblessede1'ennemifaitespererdessucces.Ilfautabsolumentmarcherpourformerunordre

debatailleoffensif,pourprofiterdunevictoire,ou,enfin,pourseretireralasuitedunedefaite.

Lacombinaisondesmarchesnestpasunepartiemoinsessentieliedusystemedefensif:com-

bienn'a-t-onpasvudeplansd'attaquecompletementdejoues,parcequ'unennemi,reduitala

defensive,executaunediversionpuissante,previntavantleurreunionlesdifferenscorpsdestinesa

1'attaquer,oubienagitavecsuccescontreleurscommunications!

Iln'estd'ailleurspasdeguerreou1'onpuissesedispenserd'executerdesmarchesassetfre-

quentes,carontrouvetres-peudecampsdontitsoitimpossibledegagnerlesflancsoulesderrieres;

etunefrontieren'ajamaisetedefendueavecsucces,si1'onnepeutseporterrapidementdune

positiondefensiveauneautre,rassemblerbeaucoupdetroupessurunpointquiparaitdegarni,se

retirerdepositionenposition,ou,enfin,suivreettournersoi-mδmeunennemiquitenteraitd'en

faireautant,Aquoiserviraitlavictoire,si,apres1'avoirobtenue,onsecontentaitdeconserver

sonchampdebataille?L'ennemi,quiverraitquelessuitesdunedefaitesereduisentalaperte

dequelquesmilliersd'hommes,renouvelieraitsurementsesattaquesd'unautrecoteetpourrait

bienfinirparobtenirdusucces.(p.1‐p.2)

(若 シ軍 政 ノ大 事 二,管 スル兵 学 ノ類 ヲ,差 別 スル トキハ,行 軍 ハ,軍 術 ノ,最 モ著 シキ類 ニ シ

テ,須 曳 モ,離 スヘ カ ラサ ル者 ナ リ。実 二進行 スル ニ於 テハ,攻 撃 ヲ始 メ,而 メ後 二,弱 敵 勝利 ヲ,

授 クル ノ地 二,移 リ進 ムナ リ。実 二攻 撃 陳列 ヲ,斎 整 スル為 二,進 行 スヘ シ,勝 利 ヲ速 ニ スル為 二,

進 行 スヘ シ,終 二続 テ退 軍 ヲ,為 サ シ ムル為 二,進 行 スヘ シ,行 軍 ノ斎整 ハ,少 シモ防禦 法 ノ部 二,

管 セ ス,攻 撃 ノ策 略,十 分 二画 餅 トナ リシ コ トヲ,幾 可 モ,人 之 ヲ見 ス,何 トナ レハ,防 禦 二備 フ

ル 敵ハ,攻 撃 スヘ シ ト決 シタル 諸隊,会 合 ノ前 二,諸 防禦 法 ヲ為 シ テ,其 集 会 ヲ,妨 クル カ故 ナ リ。

行 軍 ヲ十 分 二,数 ト遂 ケ得 ル,戦 争 ハ,有 ル コ ト少 ナ シ,何 トナ レハ,側 面或 ハ後軍 ヲ,越

へ行 クコ ト容 易 ナル,戦 地 ヲ見 ル コ ト,稀 ナ ル カ故 ナ リ,而 メ或 ル地 二,防 禦 ノ地 位 ヲ,占 メ得

ス,守 兵 ア ラサ ル処 二,衆 多 ノ軍 兵 ヲ,集 メ得 ス,地 位 ヨ リ,地 位 二,相 ヒ退 キ得 ス,或 ハ戦 ヲ

挑 メル敵 ヲ,追 ヒ退 ケ得 ス,マ タ廻 リ得 サ ル トキハ,常 二軍 利 ヲ得 テ,堺 界 ヲ,防 守 ス ル能 ハ ス。

若 シ戦 勝 ヲ得 タル後 二,其 一戦場 ヲ,保 ツ コ トニテ足 レ リ トス ル トキ ハ,何 ノ為 二,戦 勝 ハ,其 用

ヲ為 ス カ,敵 退 軍 ノ後 二,一 二 千人 ノ失 ヒヲ,点 検 ス ル トキ ハ,新 タニ他 道 ヨ リ,襲 撃 ヲ為 ス ヘ

シ,而 メ軍利 ヲ得 ルニ 由 テ,戦 ヲ止 ムヘ シ。)(k章)

5. 結 語

以上 の よ うに,村 上 英俊 の 『佛蘭 西屈 智幾 』 は,"TraitedeTactique"の 中の<lntroduction>,

お よ び本文 の1ペ ー ジか ら78ペ ー ジまで を訳 した もの で あ るが,そ の訳 文 につ い て言 えば,フ ラ

ンス語 の意 味 を伝 え るの に重 点、をおい て い る関係 か らか,日 本 文 と して はや や生硬 な感 じのす る

文 章 で あ る と言 えよ う。
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しか しなが ら,『佛蘭西屈智幾』の訳文が直訳体の もので あ る とは い え,明 治 元 年 の 当時 と

しては 本格的な仏和辞典 といえば,英 俊 のr佛 語明要』 ぐらい しか なか った ことを考 えれ

ば 訳語の問題 ひとつに して も大変 な努力が払 われた ものであったろ う,と 想像 され るところ

であ る。

それ故,村 上英俊が,日 本仏学 史の黎明期において このよ うな翻訳書 を公刊 した ことは,大 きな

意義があ り,またその時代 として はす ぐれた価値 を もつ ものであった と認 めるべ きではあるまいか。

〔注〕

(1)本 書 は現 存 す る もの が きわ め て少 な い が,本 稿 を草 す るに あ た って は,松 代 文 庫 本(図 書 番 号,番 外 の

4)を 参 照 した。

(2)見 返 しに は,慶 応3年 稟 准 と あ る が,出 版 され たの は明 治 に な って か らの こ と と考 え られ る。 それ は,

奥 附 に東 京 府 と記 され て い る こ とか ら も,そ の こ とが 推定 され る。

(3)名 は信 敦,号 は桂 園 。幕 末 の砲 術 家 で,海 防 に関心 を もって いた 。安 政 元 年(1854),講 …武 所 の 砲 術 師

範 。 その 後,文 久3年(1863),歩 兵 奉 行,さ ら に慶 応2年(1866)に は陸 軍 所 の修 行 人 教 授 方 頭 取 と

な って い る。

(4)瀧 田 貞治 『佛 学 始 祖 ・村 上 英 俊 』(巌 松 堂 書店 古典 部),中 巻 の28丁 裏 ～31丁 表 。

(5)「 オ ラ ン ダ語 か ら翻 訳 した場 合,そ れ が 日本 語 の文 章 と して整 っ た形 を と ろ うとす る と,そ れ は,漢 文

書 き下 し体 に す るの が一般 で あ った」 松 村 明 『洋学 資 料 と近 代 日本 語 の 研 究 』,(東 京 堂 出版,P,21)。

な お,江 戸 期 か ら明 治 期 へ か けて の,欧 文 の翻 訳 書 に お け る文 章 形 式 につ いて は,古 田東 朔 氏 の 「江

戸期 に お け る翻 訳 書 の文 章 形 式 」(緒 方 富雄 編 『蘭 学 と 日本 文 化 』,東 京 大学 出版 会,P.P.141--148を

参照 。

(6)各 章 は,半 丁 な い しは1丁 か らな っ て い るのが 大 部 分 で あ るが,第64章(巻 之2,24丁 裏 ～33丁 表),

お よ び,第95章(巻 之3,19丁 表 ～26丁 裏)の よ うな 例 外 もあ る。

(7)村 上 英 俊 は,原 作 者 のTernayを 「テル ナ ィ」 と発音 して い るが,こ れ は,や は り 「テ ル ネ ー」 とす

べ きで あ ろ う。

(8)例 外 と して,章 お よ び節 の 「見 出 し」 が,翻 訳 書 の項 目名 と して使 用 され て い る もの もあ る。第3章,

第32章 な どが その 例 で あ る。
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第5章 松代藩 との関係

1.仏 語書購入の経路

前述 したよ うに,村 上英俊のフランス語学習 の経路,な らびに,英 俊 が公刊 した仏語関係の書

物に関 しては,あ る程度 明 らかに されてい る。

ところが,英 俊が どのよ うな フランス語の書籍 を,い かな る経路 をへて購入 していたのか とい

う問題 につ いては,ま った く触 れ られていなか った。

最近,そ の問題 に触れた きわめて重要な資料 を,長 野市松代町在住の山崎元氏宅 において発見

す ることが出来 た。英俊 の直筆による書簡(元 治2年 ～慶応元年),お よび,英 俊 あての覚書,領

収書(元 治元年 ～慶応元年)な どがそれで ある。 この中には彼の購入 した フランス語書の リス ト

も含 まれてお り,日 本仏学史研究 の上 ではなはだ興味深 い もの と言 えよ う。

そこで,こ の新資料を もとにして,村 上英俊のフランス語書購入の経路 を述べ てみ ることにす

る。

さて,記 述の都合上,英 俊 がフランス語書購入に さい して,誰 れに依頼 し,ど こへ発注 したか

をまず最初 に書かね ばな らないが,そ の問題に関 しては,前 述 した英俊 あての覚書 によ って明 ら

かであ り,そ こには次のよ うに記 されている。

「 覚
(ママ)

金壱円弐分

右洋書代価麩二落手

いたし候 以上

九月十四日 蠣崎 國

村上君 J

「 覚

一金参両壱分

窮理書
一冊

右髄二受取申上候

己上

九月二四日 蠣崎多浪 ㊥
(ママ)

村英俊様 」

(柳河春三が村上英俊に送った領収謹,山 崎元氏所蔵)
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「 覚

一金拾両也

右者西洋書籍料受取

申処実正也為念如此候

己上
E11

子十二月廿六 日 塩田順奄 」

「 覚

一金拾五両也 風土記之代

右之通燧に落掌仕候

十二月廿八 日 黒田行次郎 〔2)㊥

村上先生 J

「 証

一金 四拾七両弐分也

右者洋書通計六冊

価金前書之通麩落手

仕候依て如此御座候己上

二月廿九日 柳河春三(3)㊥

J

「 覚

一,七 拾四両弐分

外八両

洋書 八冊料

メ銀八拾弐匁弐分

右者三郎よりの譲申候西洋

書籍代惜に受取申候 以上

塩田三郎〔4〕内

池田隆平 圃

村上英俊様 J

「 覚

一一金拾五両之佛書代
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右之通儲受取申候 以上

六月 森山 ㊥

村上様 J

これ等の資料によって,当 時,開 成所 に勤務 していた村上英俊 が,同 僚 であ り,ま た同 じ洋学

者で もあった,柳 河春三,黒 田行次郎,お よびその他の者 塩 田三郎,同 順庵,蠣 崎多浪,森

山某 を通 して フランス語書を購入 していた事実が判 明 した。

なお,書 籍代金の支払いはいずれ も英俊 によってな されているが,と おてい一介 の藩医であ る

英俊 にそれ程の経済力が あった とは考え られない。はたして,こ の間の事情 を物語 る英俊 自身の

書簡が残 されてお り,後 援者であ った松代藩 との関連 を裏付 けてい る。

英俊が松代梱 の山崎卓馬(生 宣)(5),大 里忠之進にあてた書簡には,次 のような文面が 記 されて

い る 。

「 覚

一金拾両也 風土記

九冊

右之通髄二請取相渡シ

申候以上

覚
ア ゴ ロ ン

ー,七 両也 佛蘭字書

右之通髄二請取相渡シ申候

以上

二月廿四日

村上英俊 ㊥

大里忠之進殿 J

ところで,当 時,村 上英俊の地位は,最 高学府であった開成所で仏学 を教授 してい ることか ら

も明 らかなよ うに,仏 学界の指導者的な立場 にあった。 さらに,上 梓 した数 々の仏語書 によって

も,い わゆる世間的には名声 を博 していた と言 えよ う。あまつ さえ,英 俊が松代藩主 と姻戚関係

にあ ることを考慮 に入れ るな らば,フ ランス語の書籍 たとえそれが高価な ものであったとし

て も の購入 もかな り容 易だったのではないか と考 えられ勝 ちであるが,実 際 は,か な らず し

もそ うではなか った らしく,係 の者への態度 に もその ような形跡がみ られ る。

「 口上

愈近日之内御出立之由

さてさて御多用奉察候

然者惣金高百八十三両六分
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に相成候間右 え三両金

此者へ御使し被下残金

三百疋⑥は度々御手数を

相掛 け候間何か御餓別差上

可申之処故御魚料として

呈上致度甚だ恐入候

得共略義之段者御用捨

可被下候 以上

三 日

英俊

忠之進様 J

さて,村 上英俊が,信 州松代藩 の資金 を用 いて江戸の洋学者仲 間な どか ら購入 していたフラン

ス語書の明細 は,以 下の通 りであるが,そ こに記載 されてい る書 目 その中にはオランダ語書,

英語の書物 も含 まれてい る には歴史書,軍 事書,辞 書,法 律書,お よび科学書,さ らには風

土記や紀行文 な ども見 られ,す こぶるバラエテ ィに富 む もの と言 える。

この リス トを通 して,当 時の フランス学者 のおかれていた立場 あまり細かな専門にはとらわ

れず,時 代が要求 していた西洋文明の紹介者 な どが窺 えて面 白い。なお,す でに指摘 した と

ころであるが,英 俊の外国語の発音が不正確であ ることは,こ こに書かれたカナ文字 によって も

明白であろ う。

「 覚

,履 育 一 佛史二冊

代三拾弐両弐分

一
,ナ ポ レオ ンイス トリー 一 冊

代金 拾 両

一
,ダ ルチ クレリー 兵書四冊

代廿五両

一
,タ クチケー 将略書一冊

代廿五両

一
,フ ルステル リング 築城書一冊

此書ハ大炮打方並攻守 ノ要務 ヲ記セル書

代廿両

冊

両

二

五

書

廿

字

代

イレナヲチクヂ一
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,佛 蘭対訳字書 二冊

代七両

唱鰻孟 湘
代壱両弐分

,ロ イ ス デ フ ラ ン ス

,ト ラ イ ト

,ヒ シ ケ イ

,リ セ ラ ン ド

法律書一冊

代三両

条約書一冊
け マラ

代三分

窮理書一冊

代三両壱分

人身窮理書四冊

代弐両弐分 (真田家文書 「政典」,松 代文庫所蔵)

,航 海風土記 九冊

代拾五両

,セ ク レ タ イ レ
一冊

代弐両

,英 佛対訳字書 一冊

代壱両壱分

,ア ル ペス 山記
一冊

代拾両

右之通 り御坐候
(マ マ)

元治二丑年九月廿五 日(7)

村上英俊 ㊥

大里忠之進 J

英俊の購入 した書籍 は,資 金 をだ した松代藩 の書庫 に所蔵 され,今 日に致 っている。すなわち

松代文庫の洋書の一部がそれである。
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2.洋 書 関係 の資料

真田家文書 「政典」は松代藩の祐筆 によって記 された公文 書で あるが,こ の中には文章の主題 と

直接関係があ るものや,松 代藩および幕府 の情勢 な どを窺 うものが記 されてお り,は なはだ興味深

い もの と言 える。

さて,そ の部分 を 「政典」か ら摘出 して掲 出 してみ ると,以 下の通 りとなる。

胴督川K略 世十[[ロギ1[[工

① 灘袖羅塩樋這暉へ1冊

へ][[口十¥[ロ

端 蝉繍 皿罵養羅督型駆塔駆盟綱々1溢軽N灘 荊瞳 陣N(Rく 袖叫 誉鷹隠是累世庫恥N椰 嘱ll健 旦程

欧 縢 欄 ゆ 丑榔贈 細 蝉 ・N理薩隔…畔N叙 隔 潔映 鳳 細1巡 殺皐翻 園 欄…匙

遡 ヨム鰹 ム藩蝿

爬N軸 逗々噺 ヨ鰹11駆園丑㍉ 邸

1〈[[ロ

轄秘細」姻 旺N毅 愈誉倒翠 口章‡1些 廉蝸需Φ葬N欄 採 ミ#く ロ%o后 ム麟 日囎旺1畑 鮫

1く興

く「秘 蘭1細1鷹養 羅 督艘q‡!遜[[□ 皿ミ遜国 遜}∠一猟 麺駆U駅 川 駅 回く只ll無 ゆ馴 哩細 魚 細 仁×楚瀧屡 ㌫記 漂

魅湘 楚遡肺巡駅匝溢製曜樋ぼ ム鰹 ム噺1迦 罧/巡 叙癌i萬罧養艘冒 ム」→11丑1㍉ 輩[ゆ く灘健(".1.

罐ゆ過罧N寝 恕鰹羅網櫛 ヨ日駆塔1蛭 嘩罧蟹榔 く則昌 ヨll駆魍1巡

挺刊姻忙P⊥1駆凝蝿

K興

⑪ 羅旺曲継

夷累斗く羅田工‡蝉 羅図萎帥個獺欄樋岳巡 羅掴鰹塔量督ナ巡 高」『

岬[[011[[1ヨ 博鯉幅 灘(。。)

羅旺聯継

熱 々名 、1蟹榔1羅 懸任艘腿綿 丑趣細蘭翻皿薩隔帥刊榔 く...皿 隅 に製迎旧翻画蝿狸{臆 垂懸融欄 鞄臼

::」 「

⑪ 羅旺曲攣 羅期旺

鱗1謙 最1蝿 誕浸…霞累籾灘題%o班 採軽…室膣(m腱 羅鷹N」q題 旦置邸榔坤1嘩軽麺…養頴ll膣

量懸最羅翻魚同 ム鰹旦誼1邸

→ミ四→一尺[ロ
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糊 嘔 制皿・梱 欄1セ{長 罫笹葭羅喪くロモ}蟹櫛 丑憧騒慧題任無田慰ゆ)将喫{唖 螂羅翻魚ぼ ム鰹 ム

題巡否一判

→ミ興→-111[ロ 相i田(9)

羅旺曲攣

⑩ 督N週 攣(二)...旺

糊 皿N縦11鎚 くロ1邸 侭 羅制皿K鰹1章 鴫 繍1謙 最1蝿 型 噸 膣蝋 鳳糊 く≪・uくQ

N裂 潔1潭 鷹1羅 岳掴 箒ロ ム翠 ム隔巡展康 遜 寅蒲 思羅馴邸慧礪羅樋11碑 ム・NΦく柵図坦燦 、1督聡

欄樋岳蛭網継羅督鶏 ヨム翠 ム疹軽蚕一判

4ミ[[足‡申[ロ 欄旺

督刊魍遜

㊥ 灘翻叫Ul1--岳≦需辰i騨駆焔{王}一掲

羅楓叫襖

騨 糊 曜 世鵠 刑 雌 鑓 鰹糺 田匿セ総 騨 礪 く嗜 離蛭 癩 劃+111酬 劇 羅

螂#K溢十1翻 昇ヨ胴尊側1羅 薗巡誕冊揖甑鍮画艇邸q掌 垂鞄巡嘩謂(く「遜颪裸Kき 湿駆N謳 量樽養

榔ll圏 耳匝く屓翠ll量秘1臨 舗 翠11凶L1巡 継消駆臥 継巡轄謎蚕理駆灘 丑」樫 馴

寺ミ[翼

⑭

灘柵爬母島鷹理 羅循皿K較

塵{無橡旺 翻皿

「 ,、mス ー ミ

哩1十早随 く十 くユ廿一N騒 十・1く→ぐ

(ト 娼冥)

『ぐ採N厘

十 川粁 ‡写⊥!泳超批 笹

11/粁曇 ヨ胴 …日襖ll仰 ムN

Hく調 慎郭 頃薪寒 キ1K更

!艇 ヤK

週日一岬肛llく十 →ミユ廿・N題 十粁

N昏dミ ロム椥 然 ミ欄肛玉 啓

無ヒぐPN制 皿承 懲

'心K外 .ムニト ー へ

哩¥← 岬 ト皿K十 く]廿 刊 単 日粁
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琳寒 餌 穰↑榊H

ヒ 管 鉢毛釈1ト皆K'NdK→ ミ粁

哩ト へ]11十 図掛N騒

1'臥 ス黙・R→ぐ研荊皿

駆H一へ]悔園十1く揖 刊騒

勾d・ ミレ♪州dK

ヤ等=・K聴 恥悼 卜A黙 黒暮巾 ト想 ム暫 心 ハ転黒暮1トヤ讐 昼 畑 暮巾 ト畑 ハ燃 ミ細

1!ヤ 等pK雁 伽

摯H一早腫 く世N騒11粁

亭心H一 ミ榊

暫1卜A転 賠ll健 想 お"ミ 湘皿

'卜 心 ハ 〆雁 禰

哩ト へ]阻11十 く肝刊 騒1椅

レー うA柳

Hく碧纏 郵 鵬 園細

1'ト ミ 振賛 孫山

迎 ← ギ陶 へ〕十 く｠r.図 →ぐ

N卜AK囲N姻 懸NΦ 聴 鞍 恭笥

1'て ミ 亭P昏K

廻 匪 く阻111十 斗ミ揖N騒 損粁

捷…鍵舅嘲{IYDina

'㍗ 一一レハ 蛭恥 心一 ミτトAト ーへ

越 日一く睡111十111世 刊 騒1→ ぐ

[ロ終 虻 長 弘 恥批 骸ll.!ｺh./刺Y圃 黒恥 高1ト'Kn�

1'[ロ 績 ヤ智 緊 〆夜 溢雁 細

理H一く佃111十 世N騒1椅

う～ユMdミK⊥ 脚

N卜AK≠ 懸N柚

1'n,/°;`nil一

週 匪 く阻11十 →ミ廿N騒1椅

遡卦 禰

1'ス ー 孟皆dMト



哩 日一く阻11十 副.4`IY1椅

Kw1⊥ 榔

Φ 転起

1!るb一 音dMト

週日一へ]悔く 十1く世N騒 川椅

」RKlト ムひA湘

駕 脚翻皿

1h卜 口、 ロ鮎 や 瓜Mト うA碁A

哩日一く阻 日十1滑N騒Hぐ

気 心}ト柵

駆 樋 斑伺 湘皿

ド ームヤA心 一 ぐ1い 鮎

里← く}皿1H-1世N騒1

'vミ ム ミ 嫉脚

1卜踊9題 誕N荊 肛

ド ム ヘ トミ音dMト

週 ← く肛 十 園世N騒1績

團道 制皿

ドm八4ハ ー 出 八気

迎H一へ〕阻111十111世 刊 騒1終

㍗ ミ ムー./

iNト ハ瀧IMマ"CIト 想 ム賛1卜A転 龍 恥INト 八龍IDト 想 ハ然 ミ翻皿

1'INト ハ寵舳

X11十く髄 十世N騒1椅

昏膏一 や レA柵

1'Nト ハ 妖採 斑 伽

週H一く陣11十 園滑N騒1椅

ロ即八ユ湘

芯凌 ＼蟹 斑細

1!鮨1亭 ミ

哩旨一へ]睡く 十K母N騒111績

穀好 更 恥舵 ム然 ミ細
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ヒ[N一 トミ ミKや/)

週H一く/皿11十 く 針N騒1椅

赴 ミ峠 心 晒一 碍 瀬

1'艇 心 皆dMト

卑1ヘム ミへ榔Hぐ

ム ヤ ぐ婚 隔 冊滑 旨
11理最1

掴1十111謝 珊 壇 貝聖 羅 仰くロ量 母軽

Hく留纏 郭 榔 更N卜dミ ロム 恥騒 然 ミ細

ドll一 心H八 艇 ヤK嗣 粁(㎝)

暫1卜八鰍確 袖

1'心H引 トム瓦暫 一 ミ1ト冶 い へ(M一)

十1宙 くロ粁

1〈K

N卜A区 圃採 超 躰 ＼舳1ト暫1卜A妹lllト 鞍 題 ギ ハ細 十、=・

1'KN昏 一 ・R昇dAK⊥ 馴 ぐ

掴1關 世世 十[更長 呉 ヨ粛 …融 亡迦垣羅 糧 溢 網 見鞍総 垣巡

相 昏A転 、駐ト臣⊇＼肝 ㌔慎 、細

1ノ 心H一 卜八4区 卜1昏一 載峠d,/区 ム(三)

個粁

駕 園 荊皿

ド …旨ヤK1粁

渥 腱 亟細 垣 く騨 榔直 区

1!K爪h一 ミ トハn♪ 、K⊥ 羽酬ぐ

佃 卜A鰍 隔翻皿

ヒ ヤ讐 うx・凶 馴 皿(豊)餌 ぐ

竈 隔制皿

1'遡 凄 荊匿 図→ぐ

zヤ ♪、龍lh暫 唱A黙 囎111ト 坦 ハ曾 心A妹 龍1悼Lヤ 雰龍lllト 想 ハ黙 ミ翻皿
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ヒr皿(雪) 憾終

'くH音 隊
.＼K (帥粁)1Hぐ

<{煎 へ1塾 論 恥 榔"蜘 燃rミ 細

1!ぐ 初 卜 一'.c一 盤 謡 選(卜)11粁

拠 く蹴 蟹≡…m...(◎D)虻 迦N忽 ≒ヨ 幅 劃置 妥羅犀 溢照 目鞄 総赴 撃林 叙ll羅 劃 蟹

坤/十 図珊

神 へ1興酬 軽 轄謳 垂⊥!逃蚕⊥1

4ミ[喫

⑪ 瀞細榔笈羅世羅荊皿一目ぺ欄t{掌 箪厘 々岳円

羅暫皿K頓

灘柵硯世羅刺田」→N鰹 く曲一甲 令v=即 壇肺≡…N鰹 欄繕邸細(纏 々1量 旺思ゆ同1駆 塔1鋸 ゆ蝦

ムナ 逃‡ 緯継N藪 く馴 曲 箪 廼 鍾 蝉 望 逃襖 甘 ム翻 脚 細離 養 貝記 鰹N遭 惣 円 泳 巡 ぐ醍鞄 螂還

騨 聖 ・」…≧顛(鯛 コ球超 壬 逼 巡誕 璽一く願睡 鄭箪 ξ爆 駆PN厘

1'卜 心AKモ 〉く垣 細

/〆 廿一 ・Wd八1ト・

ド 赴 区やミ

1'昏 一!ト・rミ弓(Kギ,/

樺 図謝 思勧 ヨム掴 彊 酬箪 硲細 皿思畢 酬 蟹 誕塁望 々馴 醐ll{馴 逃 蚕」→

4ミ興

@督 ・N週継 畢罰旺

糊 皿量荏軽N魚 這蜘」週 欄ぎ酬想(§鰹題11量 …琶1蟹 ‡蟹網羅栢皿欄 に羅駆P馴 督鷹湘紐 逃蝉垂

鰹幽巡浸醍稟刑甥岳誼蟹純N厘 ざ《誕過騨呉ヨ胴芝世蓮N(藪(鳳 網 嘘 偲財脚鍛帥N欄 羅m詐宮 ム

鰹塔逃血羅肺瀧象掴(網羅栢蚊帯幽 悔 駆 湘 矧 皿ゆ冒 き煙 ム・N些踵爬 く螺 々箪旧距鴇旦N畢 溢掻 則羅

柵」弓F需N鰹 掴く旦 見量岳鰹望叔咀洒 向遜量誕撃

1惣 」「油く鰹丑{置迷嗣望 々甦栢瓜悟駅こ岳帽逃誕柵掴丑邸田昨湘田/羅翻猟甘 ム翠 き量蟹駆濁円

n‡[岬 □ 網≡三傾臣

礁題爵N週 継

@蘭 細掻鷹へ1欄q‡ ユ量即笹⊥1

羅栢皿K融こ

灘柵嘔 剖皿」→羅1巡 羅翻肛賑羅旨鮨羅旧帥羅酬軽鼠坦聖匝鰹督聡丑}一月紐 至尋∈1福細趨《誕過圏虻聖刊

魚嘩用督鷹刊・憾 即丑一月脳蝉ロ‡轄鴨羅駆細 陣 置 ム麺1潭 酬1蟹 穏垂麟 型ll量酬螂聴ギ(葺噛 旧
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嚥 目廼酬1...く 「貝聖羅蘭袖刊欄 く誉1虚細襖量駆11羅 薯魑養網 ミ篠蚤目腐世{}鰹 榔屓欄掴う邸継

鰹 量鑓域竈旨 ム韻蕎廻膿採邸欄廼 酬邸羅旨ト椛 琢鰹 ム潔11網 胞1巡 蘭糊剛 欄㌍揖疸1確 督鷹翠旦鰹

題榔llゆ 向 ム掴1]羅 評1鞭 冊瞳越誕羅醐田騒帥爵蚕噂」→ゼ駆麺向 ム誕羅翻焦翠11矧L1瞥 憾 ム矩巡

轄謹 丑」「螂嵐一月
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〔注〕

(1)蘭 法 医 で塩 田三 郎 の父 親 。

(2)文 政10年(1827),膳 所藩 の 藩 儒 の 子と して 生 れ る。父 ・五平 次 にっ い て学 問 を修 めた の ち,弘 化 元 年

(1844),大 阪 に 出 て緒 方洪 庵 の もとで蘭 学 を学 ん だ 。 さ らに,嘉 永 元 年(1848)8月 に は 江 戸 に の ぼ り,

蘭 学 お よび 西 洋砲 術 を研 究 した 。 そ の 後,安 政3年(1856)に 膳 所藩 の蘭 学 師 範 に任 命 され た が,彼 の

実 力 が幕 府 に も認 め られ る とこ ろ とな り,文 久2年(1862)5月 よ り,洋 書 調 所 教授 手 伝 とな った 。

しか し,慶 応 元 年(1865)11月 には 調 所 の 職 を辞 し,帰 藩 して,藩 校 ・遵義 堂の 督学 とな って い る。 さ

らに維 新 後 は家 塾 を設 けて,郷 党 の 子弟 の教 育 にあ た るか た わ ら,著 述 や翻 訳 の仕 事 に従 事 した 。 な お,

語 学 力 の す ぐれ た行 次郎 は,明 治6年(1873),本 願 寺 の 翻 訳局 にお い て 嘱託 とな り,梵 語 の翻 訳 に あ た

って い る。 そ の 後 は,滋 賀 師 範学 校 な どに勤 め た りした が,ま もな く辞 職 し,蒲 生 郡 八 幡 町 に 隠 棲 し,

明 治25年(1892)12月14日 に逝 去 した 。66才 で あ った 。

(3)天 保3年(1832)2月25日,名 古屋 に生 れ る。 西 村辰 助,同 良 三 な ど と称 して い たが,彼24才 の 安政3

年(1856)か らは柳 河 春 三 と名 を改 め た 。 臥 孟,楊 江 は そ の号 で あ る。幼 少 よ り和 漢 の学 問 を修 め た が,

後 に名 古屋 藩 医 ・伊藤 圭介 にっ いて,医 学 お よ び蘭 学 を 学 ん だ 。 そ の後,独 立 して 医 者 を業 とす る こ と

に な るが,現 在 の環 境 に甘 ん ず る こ と を欲 しな か った 春 三 は,江A,さ らに は長 崎 に まで 遊学 し,学 問

を研 鐙 して い る。

なお,同5年(1858)か らは,和 歌 山 藩 の 寄 合 医師 とな り,蘭 学 所 に勤 務 して い る。 さ らに,文 久2

年(1862)8月,洋 書 調 所教 授 手 伝 とな った が,元 治 元 年(1864)に は開 成 所 教 授職 並 に任 ぜ られ て,

幕 臣 とな っ た。 ま もな く,同 所 の教 授職 に列 せ られ る こ とに な るが,彼 の知 識 の 豊 富 さに は 蘭 学 の

ほか に英 学,仏 学,さ らには,洋 算 や 化学 に まで通 じて い た 開 成 所 の 同僚 た ち も一 目お い て い た と



62

い う。

な お,春 三 の 名 晰 な頭 脳 は,洋 学 者 とい うカ テ ゴ リーの 中 で発 揮 され た ば か りで な く,別 の 分 野 で も

同様 に,活 躍 した の で あ っ た。 す な わ ち,慶 応3年(1867)10月 に は我 国 で 最 初 の雑 誌,『 西 洋 雑 誌 』 を

刊行 し,翌 年 の 明 治 元 年(1868)2月 に は,「 中外 新 聞 」 を発 行 す るこ とに な った 。 同時 に,開 成 所 頭 取

に も任 命 され る とい う,八 面 六 腎 の大 活 躍 ぶ りで あ った 。

しか し,維 新 後 は,幕 臣 の と きに く らべ て不 遇 で あ り,明 治 新 政 府 の経 営 す る開 成 所 の翻 訳 校 正係,

学 校 制度 取 締 御 用 な ど をへ て,明 治2年(1869)7月 か らは 大学 小 博士 とな ったが,何 故 か,す ぐ罷 免

され て い る。

同3年(1870)2月24日,そ の 才 能 を お しま れな が ら39才 とい う若 さで,こ の世 を去 っ た 。

(4)横 浜 に設 立 され た語 学 所 の,フ ラン ス語 通 訳 兼 助 教 。 慶 応3年(1867)2月 に・外 国調 役 とな った の を

は じめ と して,維 新 後 も得 意 の語 学 を生 か して外 交 畑 で活 躍 した。 明 治18年(1885)12月 に は,特 命 全

権 公使 とな って北 京 へ お もむい た が,46才 の働 き ざか りで そ の生 涯 を閉 じた。

(5)坂 西 家(坂 西 嘉 平 太 利 泰 次 男)か ら山 崎 家(養 父 山 崎 藤 平 政 隆)の 養 子 とな る。 天 保2年9月18日 跡 式,

同12年7月25日 御 目付方 調 役 御広 間 御 帳 付兼,さ ら に弘 化4年8月15日 御 台 所 目付 御 買 物 役 兼 帯 とな る。

な お,卓 馬 の 子 ・山崎 藤 太(定 保)は 御 側 壱 番 組 御徒 士 か ら御武 具 方(武 庫 属)と な って 廃 藩 置 県 を

むか えた が,松 代 藩 の 武 器 を 明治 新 政 府 に引 渡 す さい に,そ の才 能 を山 県有 朋 に高 く評 価 され,上 京 を

うな が され た(明 治4年 の 山 県有 朋 の書 簡 に よ る)。 しか し長 男 で あ る故 と・ 忠義 一 徹 な父 ・卓馬 の意

見 な どが あ って,東 京 で の活 躍 を あ き らめ,松 代 に そ の生 涯 を お く った。

(6)一 分 が 百 疋 な の で,三 百 疋 は3分 で あ る。

(7)元 治2年(1865)は,4月18日 改 元 にな って い るの で,慶 応 元年 が正 しい 。

(8)松 代 藩 中老 。

(9)江 戸 定 府 の表 用 人 役 。

(1① 家 老(江 戸)。

(11>家 老(松 代)。

(12)山 崎 元 氏 所 蔵 の 資 料 に よれ ば,「 アル ゲ メ ー ン。 ウ オー ル デ ン フ ッ ク。 フ ァン。 キ ュ ン ス テ ン。 エ ン ウ

ェ ーテ ン シカ ッ ベ ン。 フ オ ー ル。 デ ン。 ベ シカ ー フデ ン ス タ ン ド。 エ ンテ ンヘ フ ー フ エデ ス。 ゲ ス エ ル

ーゲ ン レー フエ ン」,内 壱 本 。礼俗 日用 芸 術 学 問普 通 駒 譜 。 グ,ト,ニ ー ウエ ンホ イ ス撰,千 八 百 二 十 年

ヨ リ追 々 出版,と あ る。

(13)同 上 。 「ネー デ ル ドイツ セ 。 ター ル キ ュ ンヂ へ 。 ウオ ー ル デ ン フ ッ ク」,六 本 。 荷蘭 語 学 詞書 ・ プ・ ウ エ

ー ラ ン ド撰
,千 七百 九 十 一 年 ヨ リ千 八百 十 一 年 追 々 出版 。

(14)同 上 。 「ネ ーデ ル ドイッ セ 。 ス プ ラー カキ ュ ン ス ト」,壱 本 。荷 蘭 文 法 。 プ,ウ エ ー ラ ン ド撰,千 八 百 三

十九 年 出版 。

(15)同 上 。 「イ キ レ ス。 ス プ ラ ー キ ュ ンス ト」。原 書 書 名 著 者 年紀 無 シ。

(16)同r__。 「ハ ン ドウ オ ー ル デ ン ブ ッ ク。 テ ル 。 ホ ー ク ドイ ッセ 。 エ ン ネ ール ドイッ セ。 ター レ ン」,武 本 。

袖 弥 独 乙 荷 蘭 二 国 詞書 。 イ,フ,フ レ イ シカ ウエ ル=ウ,イ,オ リフ イ ール撰,千 八 百 三 十 四年 出版 。

(吻 同上 。 「フ,ア,ベ カ ラ ル ドス。 ゴ ロ ン ド。 ベ キ ンセ レ ン。テ ル アル ゲ メ ー ネ オ ン トレ ー ドキ ュ ンデ。 オ

フ。 ヘ シ ケ レイ フ ィン グ。 フ ァン。 アル デ ウ エ ー ブセ ル ス 。 ワ ール 。 オ イ ト。 ヘ ッ ト。 メ ンセ レ イキ 。

リハ ー ム。 イ ス サ ー メ ン ゲ ス テ ル ド」,武 本 。普 通 解 剖術 基 本 即 人 身 造 営 経 緯 論 説 。払郎 察 国 フ,ア,ベ

カラ ル ト原 本 。 荷 蘭 ク,イ,フ ァン エ ー ヘ ン訳,千 八 百 二 十 八 年 出版 。

(18)佐 久 間 象 山 の門 弟 で,松 代 藩 の足 軽 奉 行 とな る。

(19)松 代 藩 家 老 ・河 原 左 京 の こ と。
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第6章 仏 学 塾 「達理堂 」 につ いて

1.開 塾の時期

村上英俊の私塾 ・「達理堂」開塾の時期 に関 しては,従 来,た ん に明治元年(1868)の こととの

み伝 えられてい るだけで,正 確な月 日は明 らかに されていなかった。最近,あ る機会か らその開

塾の 日を明 らかにす る資料 を入手 し,こ れが,明 治元年3月15日 であ ることを知 ることが出来た。

長野市松代町在住 の田中誠三郎氏宅 に 「壬申戸籍」 が所蔵 されてお り,村 上英俊の項 に関 して

は,「 明治元辰年3月15日 ヨ リ私塾 ヲ開 ク」 と明記 されている。

しか し,こ の記載 をその ま ㌧信 じてよい ものであろ うか。 これによれ ば,英 俊 の年譜 に照 らし

合 わせてみ ると,英 俊 が安政6年(1859)3月27日 教授手伝 とな り,さ らに,翻 訳方 として勤

務 して きた,開 成所 を慶応3年(1867)に 辞めて,そ の翌年(明 治元年),「 達理堂」 をはじめて

開塾 したことになるが,こ の 「達理堂」 とい う名称 は,す でに彼の最初の著作である 『三語便覧』

(1854)に み られる ものなのである。 したが って,仏 学 塾 ・「達理堂」と『三語便覧』に記載 されて

いる 「達理堂」 とが,ど のよ うな関連 を もっているのか とい う問題が,こ こに起 きて くる。

「達理堂」 とい う記述 は 『三語便覧』以外に もみ られ る。た とえば,開 塾以前に英俊 が公刊 し

た書物 『佛英訓弁』(1855),『五方通語』(1856),『英語箋』(1857),『英語箋後 篇』(1863),『佛語明要』

(1864),r佛 蘭西答屈智幾』(1867)の うち,『 英語箋』および 『英語箋後篇』 をのぞいた他の

4冊 に も 「達理堂」蔵 と記 されて いる。『英語箋』は井上修理校正,村 上英俊閲 と記 されてい るに

過 ぎず,『 英語箋後 篇』 に も村 上英俊 閲,室 岡東洋,上 原f,郎 同校 とあ るだけで,二 書 の うちの

いずれに も,「達理堂」な る名称は用 い られていない。

ここで注 目され ることは,3人 の校訂者,井 上修理 ・室 岡東洋 ・上原鳩一郎が ともに英俊の門

下であった とい う事実である。 これは門人録 に3人 の名が記 されていることか ら,明 らか にされ

ることであるが,こ の事実か らも,明 治元年の開塾以前に英俊が弟子 を もっていた ことは明 白で

ある。

弟子 に関す る問題はなに も門人録のみが,そ れを証明 しているわけではない。た とえば,英 俊

の山寺常山(源 太夫)宛 書簡(安 政6年 ごろ?)は その点に関す る大 きな資料 となっている。

「当年は英 吉利参 り候 由専申燭候間若 し英船参 り候ハ ・著述之書類 も大分二賞れ可 申哉 り奉存

候此程は蕃書調所二而洋文作 り候事相始 り候 間追々五方通語用立可申と奉存候私門人へは作文之事
000000く ラ00

専仕候問近 々二相開け作文 流行可仕候段々の御厚情を以て私塾二 も此節は六人計罷仕候 ……・・コ

(。 。は筆者が付 した もの)

しか し,何 故 に 『英語箋』および 『英語箋後篇』だけに,「 達理堂」の文字がみ られないのであ

ろ うか。

『三語便覧』,『 佛英訓弁』,『五方通語』,『佛語明要』,『佛蘭西答屈智幾』の五書が,い ずれ も,

英俊ひ とりの編纂であるのに,『 英語箋』および 『英語箋後編 』には弟子の校閲者 として名を載せ

たにす ぎない すなわち,校 閲者の場合 には,英 俊は 「達理堂」な る名称 をい っさい使用 しな

か ったとい うことである。これは,お そ らく弟子た ちを世 に出そ うとす る師 としての配慮 による
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ものであ った と考 え られ,英 俊の師弟愛 の深 さを偲 ばせ るものがある。

このよ うな彼 の気持 は,わ が国最初 の仏和辞典 ともい うべ き 窪佛語明要』を上木す るときに も

あ らわれている。

「本書が出版 され るについて は一二の逸 話が残 されている。その一 は践文に言 う所の達理堂門

人の一人上原嶋一郎が,本 書の出版費になやんだ先生の為 めに資材 を投 じた事である。 これを明

記 して門弟 に感謝の意 を表 してい る事な ど,当 然 とは言 え,兎 角不遜 にな りが ちの師対弟の関係

に於 て,弟 も美 しく師 も美 しい と言 うべ きであろ う。上原鳩一郎は佐渡の人,当 時幕府金座の吏

であ った。文久三年 に同門室岡東 洋と共 に英語箋後篇四冊 を校合 し,村 上先生の閲を経て出版す

る者 である。その一・つ は本書の板下 は先生 自ら驚 ペンを執 って書記 し,兼 ねて達理堂 に集ま る門

弟 を督励 して これ を助成せ しめた事である{勇

もし以上の事実 を認め るな らば,「 達理堂」開塾 と考 えられ る時期以前 に,英 俊 は門弟 を もって

いた ことにな るが,そ れは,い つ ごろか らの ことであったのだろうか。残念なが らそれ を実証す

すに足 る資料は見当た らない。

「彼は松代よ り再度江戸 に居を移 した項か ら,多 少 は,生 活の料 としての意味 もあったろ う,

門下生 を取 って,こ れに重 に佛学,時 に懸 じて讐学,化 学等 を授 けていたのであったが,学 門の

淵叢た る開成所引退 と共 に箔 もつ き,か たがたや ＼閑散の身 とな ったので開塾 を公けにしたので

あろ う。12導

このよ うな記述 も結局 はひとつの推定で しかないが,英 俊が門弟 を もった時期は1江 戸出府直

後 のことと考 え られ る。英俊 が江戸に出たのは嘉永4年(1851)1月 の交であるか ら,同 年 の末
ア ペ セ

か,翌 年の嘉永5年(1852>に は,英 俊 の もとを訪れ る篤学の士 に,ABCの 手解 きをした とし

て も,な ん ら不思議はないか らである。 おそ らく,最 初 は同 じ松代藩邸 に住 んでいた藩士が,

彼の もとで フランス語を学んだのであろう。

いずれにせ よ,英 俊 が門弟 にフランス語 を教授 していたのは,明 治元年 の開塾以前 のことであ

ったのは間違いないので,明 治元年3月15日 の τ達理堂」 開塾は,あ くまで も,正 式に仏学塾 ・

::堂」 がス ター トした ことを意味する もの
,と 考 えられ る。

それ以前の村上英俊の 「塾」が彼 にとって本業 でなか った故 に,や や もすれば恣意 的にな りが

ちで,体 系 的で なか ったの とは,明 らかに区別 され るところであろ う。

英俊が,従 来,著 書に冠 していた:a堂 」 とい う名称 それ は,英 俊の書院の号,あ るい

は家業(医 者)の 号であった と推測 され,フ ランス語の 「塾」の名前 は一般に彼の姓 をとって,

「村上塾」 と呼ばれていた もの と考 えられ る をその私塾の正式の名称に採用 し,積 極的に後

進の育成を計 ったのがs明 治元年3月15日 の ヂ達理堂」開塾 と考 えて よいのではないだ ろうか。

2.洋 学 塾の状 況

明治新政府 は,明 治3年(1870>12月,大 政官布告 として民間の教育機関に対 して,開 塾およ

入塾関係の願 書を提 出す るよ う伝達 した。

明治5年(1872)に は文部省布達 を出し,さ らに同年8月 には開学届 の提出義務 を規定 したの

であった。

「私学,私 塾及家塾 ヲ開カン ト欲スル者 ハ,其 属籍,住 所,事 歴及学校 ノ位置,教 則等 ヲ詳記

シ学区取締 二出 シ,地 方官 ヲ経テ督学局二出ス ベシ。」(43章)

このよ うな事情によって,翌 年の明治6年(1873>に は多数 の洋学塾およびその他 の私塾が
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書類 を提 出したのであった。

村上英俊(松 翁)の 仏学塾 「達理堂」 もこの

時,開 業願が提出 された ものである(3)。

,家 塾位置

東京府管下第十一大区小三区深川猿江町八

番地

塾名達理堂

長野県貫属士族

村上松翁 酉六十二歳

,教 員履歴

文政九丙戌元唐津県士族故人大野東馬二随

従漢学修業文政十二巳丑元津山県士族故人宇

田川熔奄二随従蘭学修業嘉永元戌申志立テ佛

蘭西学ヲ自研究シ師授 ヲ不待読開キ候学業御

坐候

,学 科

佛蘭西学

ノ

哨

罪

夢

、
,

燗
縛

掌
‡
番
彦
敷

ま
族

講
磐
額
畿
懸

織

漢

ゼ　ゑ

　

おワゴ
ジ

し

ノ

も

領

閉

養

、雛

辮
難

欝

響

塵

騨 瞭
蹟 澱

、箋

騰
轟

驚
羅

愛

・、 潔 ☆

灘繍
(村上英俊の開塾が記 されている壬申戸籍,

田中誠三郎氏所蔵)

,教 則

一
,舎 密 学,一,窮 理 学,一,歴 史,一,人 身 窮理,一,地 理 学,一,文 典,一,洋 算 。

一 日課 第八 字 二始 リ第 十二 字 二可終 事

,塾 則

,九 輪講其是非ヲ論 ジ本人名称之上二賞罰之黒白点 ヲ可記事

,九 生徒其学業之功拙二従 ヒ階級 ヲ可定事

,九 生徒休日之外公私之事件二関係 シ他出シテ徹宵スル者ハ帰来之節其県々之印章ヲモ

ッテ其信ヲ可表事

,土 曜日夕第四時ヨリ日曜日夜十時迄他出随意之事

,夜 第十時後発声素読 ヲ可禁事

,平 日課業終テ後夜十時迄散歩浴湯勝手之事

,課 業ヲ惰 リ規則 ヲ犯ス者ハ罰スルニ三 日之間食堂二於テ禁足タル可キ事

一,素 読井二会読ハ必ス其席 ヲ不可欠事右之通開業仕度此段奉願候也
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晶

(村上英俊の開塾願,東 京都公文書館所蔵)

明治六年九月

第十一大区小三区深1[f猿江町八番地

寄留

長野県貫属士族

村上松翁 ㊥

この当時,東 京府下にはおよそ100を 越

える洋学塾があったが,一 般 に洋学塾は幕

末か ら続いている ものは きわめて少 く,そ

の大部分 は明治 になって開塾 した ものであ

った。 明治4,5年 の洋学 ブーム以隆,と

くに洋学塾は急増 したが,わ ずか1,2年

の間で消滅 して しま うものが多か った。東

京府 は明治7年(1873),こ れ らの申か ら55

校 を選んで私立外国語学校 としたのである。

日本私学教育研究所 の調査資料(No19)

によれ ば,「 明治7年 ・外国語学校表」に記

載 された東京の私立外国語学校 は,次 の通

りであ る(4)。

○英語学科
6

校 名 校 主 所在地

攻王学舎 伊藤 橘玄 祝田町

ナ シ 並河鎮之助 有楽町

ナ シ 木下 薩蔵 有楽町

共 学 舎 佐原 純一 美土代町

弘道学舎 高橋 秀雄 本銀町

ナ シ 角 田 帰一 本材木町

翠 柳 舎 土屋 忠女 松川町

交 信 舎 神谷 敬五 元数寄屋町

墨 浜 舎 岡田 保僕 浜町

三渓学舎 箕作 秋坪 蠣殻町

小 童 舎 片岡淳之助 堀留町

惜 陰 舎 横 山q/x 南茅場町

校 名 校 主 所 在 地

鳴 門 塾 鳴門 義民 露月町

勧学義塾 石川 総管 愛宕下町

攻 玉 塾 近藤 真琴 新銭座町

ナ シ 是洞能凡類 琴平町

成 功 社 厳田 正義 西久保葺手

有 隣 塾 中井幸太郎 愛宕下町

三 上 塾 三 ヒ 精一 愛宕下町

成 義 塾 鏡 光照 芝宮本町

掬 養 社 伊藤 二郎 芝増上.寺地

共 同 社 静光 義達 溜池霊南坂

慶応義塾 福沢 諭吉 芝三田町

寧静学舎 石川 郵

i

麻布鳥井坂
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校 名 校 主 所 在 地
Oそ の他の譜学料

ナ シ 中村 正直 麹町 校 名 校 主 学 科 所 在 地

ナ シ 中 常三 麹町隼町 迎 義 塾 林 欽次 仏 語 愛宕下町

逢坂学校 川田 剛 牛込若宮町 ナ シ 山本 周朝 仏 語 小石川諏訪町

培 根 舎 村上 要信 四谷伊賀町 ナ シ 中神 守洋 仏 語 下谷徒町

椀 雲 舎 吉田 方円 四谷箪笥町 ナ シ 村上 松翁 仏 語 深川猿江町

哩 鳴 社

ナ シ

坂井 正寿
ママ

村上 通定

四谷伝馬町

四谷左門町

訓蒙学校

ナ シ

佐久間正節

太田 良平

英 ・仏

独

英 ・独

一ツ橘通町

小石川表町

共立学校 佐野 鼎 神田淡路町 壬申義塾 大熊 春吉 英 ・独 本郷元町
ママ

ナ シ 永田 健助 西小川町 前 園 舎 前田 通 英 ・独 湯島四丁目

ナ シ 小宮山正寿 小石川江戸1!f町

同 人 社 中村 正直 小石川江戸川町

ナ シ 桜井庄太郎 小石川水道町

進文学舎 橘 機郎 本郷元町

共慣義塾 南部 信民 湯島三組町

共励学校 石田 英洲 下谷中徒町

教研学校 船橋 振 浅草松葉町

ナ シ 田部 俊業 深川船蔵前町

青.{-T・学 舎 堀井 常三 深川東森下町

共立学舎 尺 振八 本所相生町

日 新 塾 植村 泰助 本所花町

遷喬学舎 木股 楳軒 本所若宮町

有隣分塾 中井幸太郎 青山原宿町

ナ シ 小泉 晴江 駒込蓬莱町

その数 は,翌 年の明治8年(1874)に は73校 と増加 したが,明 治9年(1875)に は631交と減少

し,同10年(1876)に は,40校 の私立外国語 学校が私立中学校に変更 され,私 立外国語学校 は皆

無 となった。

私立の外国語学校の規模,お よび,そ の形態 について簡単に触れてみると,一一人の洋学 者か自

宅で数人の生徒 を教 えるとい う151,従 来の私塾 と変 らない もの もあるし,教 師数人が共同で私塾

をお こし,互 いに異 る学科を教 える場合 もあったようであ る。

さらに,同 志が結集 して,私 立学校経営の責任 を もつ とい う近代的な学校 もあって,一 一様 では

ない。

なお,学 生達を指導 した教 員達は,い わゆる士族出身の者 によ って,そ の殆ん どが占め られて

いたと言って も過言ではな く,そ の上彼等の年令 は若 く,大 多数 が20代 の若者 であ った という事

実 も,こ れ ら洋学塾の特長であろう。やは り,こ れ も明治初期 とい う時代 を反映 しての ことなの

であろ うか。



ss

3.英 俊の仏学の開創的意義

従来,研 究者が,村 上英俊 に下 した評価のなか には,英 俊が我国の フランス学の創始者である

ことを認めなが らも,必 ず しも芳 しい ものばか りでは無かった ことも,事 実である。

それでは一 体,英 俊 に対す る批判 は,ど のよ うな ところに起因す るのであろ うか。 ここで,村

上英俊の フランス学の意義につ いて考 えてみたい。

彼 に対す る第一の批判 は,英 俊 が幕未維新期 とい う時代の波に乗 ることの出来 なか った,た ん

な る落後者 ではなか ったのか,と い う指摘であろ う(6)。

しか し,は た して英俊は幕末か ら明治初期 の激動の時代 に,適 応す ることの出来なか った,い

わゆ る不適格者 であったのであろうか。そこで,村 上英俊が どのよ うな態度でその時代 に接 して

きたのかを,彼 の著作 を通 して調 らべてみ ることにす る。

さて,我 国のフランス学の成立 を考 えてみ るとき,そ の歴史が我国の対外関係 を背景 として成

立 し,発 展 していることに気づ く。 また,そ れに関連 して,黎 明期 における仏学史の時期 もかな

り明確に分類す ることが出来 るのであ る。す なわち,第 一期(1854～1862)は,啓 蒙期 とも言 う

べ きもので,当 時の知識階級 の一部の人々にフランス語の簡単な知識が要求 されていたのであっ

た。村上英俊 は 『三語便覧』(1854),お よび 『五方通語』(1856)等 のよ うな日本語対照のフラン

ス語字書 を上木 して,時 代の要求 に答 えている。

第二期(1863～1871)は,初 歩的段階 を卒業 した我国の フランス学が,ま さに本格的にフラン

ス語研究 に取 り組 もうとした時期であ り,そ の集大成であ る大仏和辞典 の出現が要求 されて きた

が,英 俊 は 『佛語明要』(1864)を 完成 させて,そ の語学力 を世 に問 うてい る。

さらに㌧この時期は時代の影 響か らか,当 然のよ うに翻訳書 実用性の上か らも軍事および

法律 書に関す る書物がおお く訳 された が出版 されたのであるが,英 俊 は時代の動 きに も敏感

だったのであろ うか,さ っそ く 『佛蘭西答屈智幾 』(1867)を 翻訳 して,そ れを実行 してみせたの

である。

第三期(1872～1880)は,時 代の趨勢を反映 してのことか,フ ランス語の学習 において も,話

し言葉 すなわち会話 に重点がおかれた時期で もあ ったが,英 俊 は他の洋学者に遅 れるこ

とな く,『三国会話』(1872)を 出版 して,そ の健在 ぶ りを示 している。

このよ うな,uptodateと もいえる英俊の態度が,は た して時代の流れに取 り残 された人物

だ と断定で きるものなのであろ うか。

さて,第 二 の批判 についてであるが,そ の要点 をまとめて,簡 単に記 してみると,そ れは,英

俊 がたんなるブ ック ・メーカーに過 ぎないのではないか,と い う指摘 である(7)。

しか し,こ のような非難 は,次 の事柄 を考慮に入れるな らば,い ささか的を得ていない もので

あ ることが,す ぐさま明 らか となるところであろ う。

すなわち,当 時の出版事情は,今 日のそれ とは大部異な り,版 行す るまでには大変な苦 労を伴

うものであった。その点か ら推察す るな らば,仮 りに英俊 が書籍 を上木す ることに異常 な執着 を

持 っていたとして も,出 版社(版 元)が その価値 を認 めない とした ら,は た して,こ れ程の書物

を出版す ることが可能な ことであ っただろうか,と い うことであ る。

上 述 した よ うに,村 上 英俊 は時世 に遅 れ た フラ ンス学者 で もな く,ま た,た ん な るブ ッ

ク ・メーカーで もなか ったが,門 弟達 が彼の もとを去 り,孤 独の うちにその生涯を終 えたの もま

た事実なのである。英俊 が次の時代に適応 で きなか った理 由 として,彼 の能力不足 に寄因す ると



fig

い うよ りも,む しろ,そ の年令 に原因を求め るべ きもの であろ うと思 われ る。何故 な ら,明 治初

期 の激 しい時代 の波 に乗 れなか ったの は,な に もフランス学の分野での英俊 ばか りではな く,そ

の他 の分野に もその年令 のゆえに取 り残 された人物 を,我 々は数多 く知 っているか らで ある。

やは り,村 上英俊 は我 国のフランス学 の歴史 と共 に歩み,そ の創始者 としての役割 を立派 に果

たして,消 えていった人物 と解釈すべ きではあるまいか。

〔注 〕

(1)瀧 田 貞治 『佛 学 始 祖 ・村 上 英 俊 』,(巌 松 堂 書 店 古典 部),中 巻24丁 表 。

(2)同 上,上 巻22丁 裏 。

(3)東 京 都 公 文 書 館 所 蔵 。 「開学 願 書,明 治 六 年 八 月,東 京 府」(第21号),65丁 ～67丁 。

(4)神 辺 靖 光 「明 治 初 年 に お け る東 京 の私 立 中学 校(2)」,(日 本 私 学 教 育 研 究 所 〉,PP18--19。

な お,洋 学 塾 関係 に っ い て は,そ の他 この論 稿 を参 照 させ て 戴 い た 。

(5)同 上,68ペ ー ジに よ れ ば,村 上 英俊(松 翁)の 仏学 塾 の 生徒 数 は40名(明 治7年 〉 で あ っ たが,翌 年 に

は24名(同8年)と 減 少 して い る。

〈6>池 田哲 郎 「本 邦 に お け る仏(フ ラ ン ス)学 の 創 始 に っ い て 蘭 系 フ ラ ンス語 書 志一 」,(研 究 報 告No.

97,蘭 学 資 料 研 究 会),P.13。

(7)同 上 。
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第1章 入江文郎の生涯

1.生 い立 ち

入江文郎 は,〔1)天保5年(1834)4月8日,出

雲国島根郡松江 に生れ,幼 名 を万次郎 と名づ け'

られた。父 は松江藩医 ・入江元範であ る。元範

にはすでに子供が一人 あ り静了(2)といった。

万次郎 は,の ちに柳節,沿 斎,観 寮 とたびた

び名 をか え,最 後 に文郎 と改 めているが,そ れ

は,文 郎の健 康状態 を心配 した両親の配慮 によ

る ものであった。

文郎 は,幼 年に して藩校 ・明教館 に入 ったが,

やは り健康には恵 まれず,や むな く学業 を続 け

ることを断念 し,療 養の毎 日をお くることにな

った。 しか し,養 生のかいあって嘉永元年(18

48),15歳 の とき復校するが,遅 鈍 を年 下 の 友 ・・

に嘲笑 された ことに腹 をたて,松 江 の支藩が あ

った能義郡広瀬 に一一姉 の静子が この地に嫁いで いた一一 ヨ需官 ・山村黙斎 をたずねて入門す る。

2年 の厳 しい修業 をおえて黙斎の もとを離 れ,松 江に帰 ったのは,彼17歳 の嘉永3年(1850)

のことであった。 この後,再 び学んだ明教館での彼 の成績 は,群 を抜 くものであった。学問に対

して興味を もちだ した文郎 は,あ らたに藩儒 ・妹尾謙三郎 に も教 えを乞 うて,研 鐙 して いる。師

の妹尾謙三郎か らは特 別に目をかけられ,将 来 を約束 されたが,更 に広い天地で学問 を探求 しよ

うとす る彼の心 は,は るか遠い江戸の空へ と飛んでいた。

その頃,江 戸では,ア メリカ合衆 国東洋艦隊の来航が契機 となって,我 国の洋学 の歩 みを大 き

く前進 させつつ あった。西洋文 明の摂取 とい うはなはだ実利的な意図 の もとに,従 来の蘭学 に加

えて,新 しい分野の英 学,仏 学,独 逸学 などに,知 識人た ちの関心が向 け られていた。

文郎,21歳 の嘉永7年(1854),藩 医 ・清水同仙 にしたがって江戸 に出て,幕 府の医官 ・竹内玄

洞 につ いて蘭学 を学んだ。数 ヵ月後には,岩 名昌山の塾に も入門 し,医 学 を学んでいる。 この間,

文郎は,当 時の貧 しい洋学書生が よ くしたよ うに,蘭 文 の筆写 をして学資をえていた。

安政4年(1857),父 ・元範が逝去 したた め,い ったん帰郷することにな ったが,翌 年には,藩 老

・三谷権太夫の推挙によるものか,藩 の医官 にとりたて られてい る。その年(1858)の5月,文

郎の勤学は,藩 主 ・松 平定安の認 めるところとな り,若 干の学資を与 え られて,江 戸に戻 って い

る。なお,藩 邸を訪れ るお りには,藩 主 に西洋の兵学,医 学 な どの優秀性 を説 き,主 君 をおおい

に啓蒙 したとい う。

さて,入 江文郎が,フ ランス語 を学 びはじめた時期は定かではないが,彼 が江戸 に出て きた嘉

永7年(1854)以 降の ことと考 えられる。おそ らく,村 上英俊の仏語書 『三語便覧 』(1854),

『五方通 語』(1856)な ど を頼 りに独習 した もの と推定 されるが,正 式 に教師 についたのは,

文郎27歳 の万延元年(1860)の 交の ことである。横浜において,フ ランスの通弁官 ・Weuve

(ヴーヴ)(3)に ついて,50日 間 フランス語を学習 し,文 法,作 文,発 音 な どを修 めた。
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ところで,当 時の洋学者 の大部分がそ うであった ように,文 郎 もすで にオ ランダ語 を修得 して

いた。そ こで,フ ランス語 を学習す るさいに して も,オ ランダ語 を仲介 として学 んだのであった。

幸 い。Weuveが オランダ語 に通 じて いたので蘭語 を活用 しての仏語学習 は,大 いに進んだ。

なお,文 郎の フランス語の発音 に関す る面白いエ ピソー ドとして,現 在,入 江家 に伝わ ってい

る ものが ある。それ は,彼 が発音矯正のために,小 さな 「ヤス リ」をいつ も持 ってお り,思 うよ

うに発音が出来 ない ときには,「ヤス リ」で歯 をといていた という(入 江 尚子氏談)。その効果のほ

どは,は なはだ疑 問ではあるが,彼 の外国語に対す る意気込 みには 科学的な語学教育法が確

立 されていなかった当時の ことであってみれば おおい に考 えさせ られ る ものがあると言 えよ

う。

文久元年(1861),入 江文郎 は,フ ランス学者 として,幕 府 の認 めるところとな り,当 時の最高

学府であった蕃書調所 の教授手伝 に任命 された。翌年の文久2年(1862)3月 には外国方翻訳掛

とな り,さ らに,同 年の12月 には,松 江藩の洋学教授を も兼務する ことになった。

このようにして,蕃 書調所(洋 書調所 と改称 されてのち,更 に開成所 と改称 される)で,仏 学

を教授す ることにな った文郎 は,よ り一層研鐙するべ く,横 浜において再度百 日間,Weuveに っ

いて学んでいる・ この間の事情 は,文 郎が師 のWeuveに あてた仏文 の書簡 に窮 うことがで きる
。

AMonsieurWeuve1'interpretedeFranceauJapon

Ilya1'AcademieRoyaleaYedo,quis'appelleYau-syo-sirabe-cho(cecisignifielachambreou

tousdeslivresetrangersexcepteleChinoissontexaminesafond.),j'yaietenommemembreinsti-

tuteurcelapourlalangueFrangaiseenprenantpourprincipeexpliquerlesensdesmotstoutseul

etdetraduireleslivresetlettres,mailsansrapportacequelaprononciationsoitjusteousoit

defectueuse.

LacausepourlaquelleSaMajesteleTaicounm'afaitmettreapresentici,estpourcequeje

sachelameilleureprononciationFrangaiseetlernodeconvenableinstruction,etpourqu'en

retournantversYedoj'enseignasselesecoliersdelamanierecommode.

Jevouspriedem'instruirepremierementdanslaprononciationseulement,etoutrecela,de

corrigerlesquelquespagesdemonthemejournellement;maisjenesouhaited'etreinformeavecla

traductionduFrangaisauHollandais,commeavaitlieuhiermatin;carilestpossiblepollrmoi

d'entendrelasignificationdesmotsFran?aisaraidedudictionnaire,etdeplus,j'aideslivrespour

exercicedetraduction6critsparlesHollandais.

Ilyauneautrechosequejeveuxconnaitre.C'estlaquestioncommentlamethoded'enseigne-

mentsefaitdans1'academieenFrance,c'est-a・diredequellemaniereleslegonsdugarconse

rangentetlessortesdessciencesartssepartagent.

Monsieur!donnez-moiunereponseClaire,j'espere.

Jesuisavecrespectetestime

Votrefideleserviteur

Le16Kycoutsky

en2.B.K.

IrieKouanryau.
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「在 日 仏通訳官Weuve様

江戸に洋書調所(シ ナ語以外の外国書 を詳細 に調査す る室 を意 味します)と 称す るAcademie

royaleが あ ります。現在私 は仏語 を担 当 して この組織 の一員を命ぜ られ,語 の意味 を主 として説

明 し,書 物,手 紙 の翻訳 して お りますが,発 音が正 しいか どうか とい う点 に手掛 りがあ りませ ん。

これが仏語の最 も優 れた発音 を学ぶ とと もに適切な教授 法を修 めて江戸 に帰 った暁,学 生 に も
タ イ クン

っと もす ぐれた教授 を行 うた めに大君 陛下がお差遣 しにな る理由であ ります。

私 はまず最初 は発音 のみ教 えて いただ くよ う懇請 します。そのほか,毎 日私 の書 く仏作文数ペ

ージを添削して頂 くことを希望いた します。 しかし,昨 朝のよ うに仏語か ら蘭語 に訳す ことは望 み

ません。そのわけは,字 書 の助 けを借 りて仏単語の意 味を了解 し得 るか らです。加之,蘭 人の著

した翻訳演習書(複 数)を 所持 してお ります。

もう一つ,私 の識 りたい ことがあ ります。それは仏 国のAcademiesで,仏 語教育 が,い か に行

われてい るか,で あ ります。すなわ ち,男 子学生に,い かな る科学,諸 学 の教授が行 われてい る

かであ ります。明白な御返答 をぜ ひ,頂 きた く存 じます。 勿々

文久二年菊月十六 日

入江観寮」(4)

さて,以 上,記 した ごとく,入 江文郎の仏文はなかなかの出来映 えであ り,彼 の言 わんとす る

意味 も理解す ることがで きる。 しか しなが ら,と ころどころに,フ ランス語の表現 としては,適

切ではないと思 われる個所 がみられ るので,浅 学をか え りみず,筆 者 な りに書 き改めて みると,

次の ような ものである。(ただ し,固 有名詞 は当時の表記 にしたが って,そ のまま使用 した。)

AYedo,itya1'AcademieRoyalequis'appelleYau-syo-sirabe-cho.Cenomdesignelasalleou

1'onexamineminutieusementtousleslivresstrangers,saufleschinois.

J'yaietenomm6membreresponsablepourlalauguefrangaise.Laprincipedenotrem6thode

detravailconsisteatraduireleslivresetleslettres,enexpliquantlesensdesmotssanssepreoc-

cuperdesavoirsilaprononciationestcorrecteoudefectueuse.

VoicimaintenantpourlaquelleSaMajesteleTaicounm'aenvoyeici:

D'abordpourquej'apprenneunetresbonneprononciationfranraise.

Ensuite,unemaniered'enseignerconvenable,pourque,unefoisrevenuaYedo,jepuisseen-

seignerfaciementaux61eveslalanguefrangaise・

Jesouhaiteraisdonc:

premierement,quevowsm'enseigniezseulementlaprononciation;

deuxiemementquevouscorrigiezlesquelquespagesdemonthemequotidien.Jenedesirenu-

llementquevoustraduisiezapartirdutextehollandais,commevous1'avezfaithiermatin.Car,a

l'aidedudictionnaire,jesuiscomprendrelesensdesmotsfrangais;etj'aideslivreshollandaispour

fairedesexercisesdetraduction.

J'auraisencoreautrechoseavousdemander:jevoudraisconnaitrelamaniered'enseignerdans

1'AcademieenFrance,c'est-a-dire:quellessontlessciencesetquelssontlesartsqu'onenseigne

aUXJeUneSgenS・

Fnattendantdevousunereponsedetainee,jedemeurerespectueusement.

Votrefideleserviteur.
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ところで,文 郎の仏語学習 の特長 は,フ ランス人教師 よ り直接教 えを うけた点 にあ り,(5)その成

果 は 「発音」,および,「作文 」などにいかん なく発揮 されてい る。仏学始祖 ・村上英俊が独学で フ

ランス語を学んだが故に,そ の発音 に問題があることを指摘 されたの とは,お おいに違 うところ

で ある。 さらに,彼 の仏語学習 の時期 が比較的 はや く,フ ラン ス人教師 につ いて学ぶ以前 に,す

でにかな りの基礎 的知識 を もって いた ことも,み のがす ことが出来ない事実であろ う。

現在,文 郎 が仏文 で書 いた文章が,「幕末洋学者欧文集(6)J中にみ られ るが,他 の執筆者,小 林鼎

轄7)林 正十郎lg)多門季三郎,(9)の書 いた もの と比べて,か な りの欠点 はあるに して も,数 段 あかぬ

けて いることがわか る。 これ もフランス人教師か ら直接指導 をうけた結果ではあるまいか。

「幕末洋学者欧文集」は慶応元年(1865) ,当時,開 成所の教授であった市川斎宮 が,ロ シアへ

留学す る長男 ・文吉 を激励す る目的で,開 成所の関係者 にそれぞれの専 門 とす る欧文で送別文 を

書いて もらった ものであ るが,不 思議 な ことに,仏 学教授 の最古参であった,村 上英俊 の名が見

あた らない。 この時,文 郎32歳 であった。

慶応2年(1866)12月8日,藩 籍 を脱 して幕臣とな り,翌3年(1867)4月 か らは,横 浜 の太

田村 や江戸の陸軍所 などにおいて,翻 訳の仕事に従事す ることにな り一 仏軍事教官団(Mission

m且itairefrangaise)の 仏書,建 白書,書 簡 の翻訳な ど もその重要 な仕事で あった一 彼の仏語力

はおおいに生 か された。

なお,こ の時期 の仕事 と推定 され る文郎 の訳稿が9先 学 によって発見 されたが,(10)その文章があ

ま りに も短文 のため,彼 の フランス語の解釈力 を窮 うことがで きないのは,残 念な ことで ある。

現在 のところ,そ れ以外 は,入 江文郎 の翻訳書,お よび,訳 稿のた ぐいは,ま だ発見 されていな

いo

2。 フ ラ ン ス 留 学

明治元 年(1868),幕 府 が瓦 解す るに と もな い,松 江藩…に籍 を復 したが,明 治新 政府 に も教官 と

して 出 仕す る ことに な った 。7月 の教 官職 制 の改 正 に際 し,二 等 教授 か ら 「大 学 中博 士 」 とな り,

10月 に は従 六位 に叙 せ られ て い る。 明治3年(1870)12月,松 江藩 か ら家禄 現米32石 を給せ られ

た 。

と ころで,よ く知 られて い るよ うに,明 治新 政 府 は,近 代 的 な国家 を形 成 す るにあた って,西

欧 先進 諸 国の文物 制 度 を,き わ めて貧欲 に と り入れ る必 要 が あ った 。 この希求 を よ り早 く実 現 さ

させ るた め には,諸 外 国へ の留 学 が重 視 され,お お くの 明治 日本 の幹 部 た ちが,海 外へ 派遣 され

た。

明 治3年12月22日 に は,「 海外 留学 規則 」 も布 告 され,(11)もっ と も重 点 の お かれた 軍事,お よ び,

工業 の分野 か ら実施 されて い った が,教 育 関係 にお いて も,留 学 生 の人 選 が お こなわれ,フ ラン

ス学 の分野 で入江 文 郎 が選 ばれ た(1210

明治4年(1871)2月27日 に,「学課 質 問 」(学術研 究)の た め,フ ラ ンスへ渡 る こ とに な った 。

と きに,文 郎,38歳 で あ った。 な お,留 学 に さい して,い か に も几帳 面 な彼 らし く,か な り克 明

な留 学 ノー トと もい うべ き もの を作 って い る。「西航 備忘録 」が それ で あ る0(13)

「西 航備 忘録 」 は ,薄 い茶 褐色 表紙,和 装袋綴 の1冊 もので,大 きさは8.5セ ンチ メー トル ×

18セ ンチ メー トル と小 さい 。表 題 に は,「明治辛 末2月,西 航 備忘 録 」 と墨 書 されて お り,紙 数 は

は30丁 であ る。次 にそ の内容 を記 す と,表 題 が示 して い るよ うに,文 郎 の覚 書 が 中心 とな って お
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り,一 般 にいわれ るよ うな旅行記で はない。 さらに,彼 が留学期間中 その準備期間 中 も含 め

て に使 った経費の明細が詳細 に記載 されていた りす る。 あるいは,当 時の フランス留学生の

名前 などが書かれて あった りす るところか ら,一 種の雑記帳 と もよぶべ き性質 の ものである。そ

れ故,「西航備忘録」に記 された諸 々の内容 は,明 治初期におけるフランス留学生の,経 済生活 を

も物語 る もの として,は なはだ興味深 い もの と言 えよ う。

、、姦

苧

輩

・噺
肇

繋
霧
薦
藩

絵

'響
贅
器
畷
溌
礎拶

{嚢

響

墨
壷
垂

あ
慧
露

轟
慧
灘

悔
饗

肇

エま
　

ゴち
ぎ

鯵

鼠

(「西航備忘録」の本文内容,入 江尚子氏所蔵)

さて,文 郎は出発 を目前 にした2月22日,横 浜の外人貿易商 を訪れ,洋 行の買物 をした。

「西 航備忘録」は記 してい る。

ラ シ ャ上 着

同 ヅ ボ ン

同 チ ョッキ

同 ヅ ボ ン

ヅ ボ ン

高ヨツキ}

占着}

夏 下股引 六ッ

冬 同 ニッ

ジュバ ン

亜 麻 同

エ リヒモ

カスク

シャポー

傘

沓

沓下 廿四

手袋 ニッ

六ツ

十二

三ツ

廿五弗

弗

弗

七

十

六弗

十三弗

十弗

四弗

十八弗

廿六弗

二弗

五弗

三弗半

九弗

六弗

十四弗

三弗
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ハナフキ 六 ッ

上沓

カ ミエ リ 六十

袖 口 三十六

五

五

二

二

弗

弗

弗

弗

六

二

一

五十

以上,列 記 した よ うに,衣 服 代 と して192弗(実 際 には174弗 半支仏),そ の他,雑 物 に36両3分

一・朱
,横 浜 で 「雇 人 馬車 横 浜宿 併世 話 人 代」80両 とあ り,合 計295両 程 か か った として あ る。

しか し,横 浜 での80両 とい う数字 は,そ れ に して も高額 な の で,彼 が 出帆 までの期 間 を,こ の地

に滞 在 して お って,そ こで支 仏 わ れた 費用 の総額 が80両 で あった,と 考 えた方 が納 得 が い く。

明治4年 辛 末2月27日(太 陽暦3月16日)。 入江 文郎 を乗 せ た,仏 国郵 船会 社(LesMessageries

Maritimes)のPei-ho(ペ イ ・ホ ー)号 〔14)は,横浜 港 を あ とに した 。早春 の朝,海 を わた る風 はま だ

冷 た か った 。 その後,異 国 で の さま ざ まな体 験 をか さねて,南 仏 の 陽光 が眩 しい4月18日(6月

5日),マ ルセ イユ に入港 した0(15)4月26日(6月13日)に は,い か に も謹 厳 実直 な文 郎 らし く,「此

日 ヨ リジ ュラル氏 日々朝 八 字 ヨ リ十字 迄 来教 ユ 日曜 日 ヲ除 クー月 百 二十 フ ラ ンー 日五 フ ラン之 約

定 ナ リ」 と,明 治 新 政府 か らの宿 題 で あ る 「学課 質 問」 の第 一歩 を忠 実 に励 ん で い る。

さ らに,到 着早 々 に もか か わ らず,後 援者 で あった松 江藩 と大 学南 校(16)に,か な りの書籍 を送

って い る。

書籍 三箱

内二 籍南 校A印

六百 十 一部 六百 七 十 八冊

代二 千 六百 二 十一 フラ ン廿五 サ ンテ イ ム

運 賃 が 二百 令三 フ 廿五 サ ン

ガル ソ ン ニ フラ ン

箱 代 諸代 両度 分 二十 五 フ ラ ン

船 問屋 番頭 両 度 分 十 フラ ン

内一 箱藩 邸B印

百 八 十一部 二百 十一 冊

代 千 令九十 四 フ ラン三 十 サ ンテ イ ム

運賃 が 百 廿 七 フ ラン廿 五 サ ンテ イ ム

但此 内 二箱 代 諸 代籠 レ リ

船 問屋 番頭 十 フラ ン

な ど と,彼 の手 帖 に記 されて あ り,(1のい か に も苦学,努 力 して 今 日の地 位 を きず いた 人物 らしい

律 義 さ を示 した もの にせ よ,「ガル ソ ン,2フ ラ ン」,「 船 問屋 番頭 両度 分,10フ ラ ン」な どと,

pourboireま で い ち いち書 い て あ る と ころは,ど う も明治 日本 の幹 部 らし くな い。

6月28日(8月14日),マ ル セ イユ を立 ち一 一途 中,リ ヨン によ って一 西 洋絵 画 の よ うな田 園

風 景 の なか を,「蒸 気 車 」 に揺 られて,パ リの リョン駅 に到 着 した 。7月3日(8月18日)の こと

で あ った。

最 初,ア ル ジ ェ街19番 地 のH6teld'OxfordetdeCambridgeに 住 居 した が,1ヵ 月 半 ほ どで,

カ ジ ミー ル ・ ドラ ヴ ィニ ュ街7番 地 のH6telSt.Sulpiceに 転 居 し,そ の5階 に腰 を お ちつ けた。

そ の年,明 治新 政 府 は大 学 南校,東 校 を廃 して文 部省 を設置 した ので,7月27日 付 を もって文

文 部 申教授 に任 命 され た 。
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その後,「11月 政府 文部 理 事 官 ヲ欧羅 巴各 国 二派遣 シテ学校 事務 ヲ調査 セ シ ム先 生 其翌 年正 月27

日 ヲ以 テ 尚仏 国 ニ ア リ之 ト協議 シテ調査 スヘ キ コ トヲ命 セ ラル同6月25日 文 部 省 ヨ リ帰 朝 ノ命 ア

リ7月 先生 情 ヲ文 部 理事 官 二陳 シテ価留 学 ヲ請 フ理事 官 先生 ヲシテ之 ヲ全 権大 使 二具 陳 セ シ メ後

其 許 可 ヲ得 タ リ ト云 フ同9月14日 文部 省6等 出 仕 二補 セ ラル」(入江文 郎 先 生之 伝,P.P7-一 一g)

とい う経 過 をへ て,明 治6年(1873)2月,フ ラ ンス留 学生 の総 代 とな った。 前 の総代 で あ った,

栗 本 貞 次郎(18)の後任 と して,最 年 長 の文 郎 が その跡 をつ い だ ので あ る。

さて,文 郎 が,フ ランス留 学 中 に,誰 れ にっ いて,ど うい う学 問 を したか の資 料 は,今 の と こ

ろ何 も残 って い な いが,彼 が哲 学 に興 味 を示 し,AugusteComte(オ ーギ ュス ト ・コ ン ト)を 敬

慕 して,み ず か ら もrLecercledusavoir」 な る稿本 を もの に した と伝 へ られて い るが,そ の所 在

は明 らかに されて いな い。

おそ ら く,健 康 に も恵 まれ なか った文 郎 は一 結 核 を病 み,さ らに,リ ュウマチ を患 って いた

ひ と り部 屋 に閉 じ こ も り,毎 日の よ うに書物 を手 に して いた もので あろ う。 この上,年 令 的

に も高 か ったの で,若 い留学 生 とは違 った方 法 で 自分 な りの勉 強 を して い た もの,と 推 測 され る。

また,文 郎 が,文 部 中教 授 とい う地位 に あった がた め,そ れ な りの仕 事 も果 さね ば な らなか った。

その 間の事情 を物 語 る もの と して,現 在,入 江 尚子 氏 によ って所蔵 されて い る資料 が あ る。 次 の

書簡 が それで あ る。

「愈御清迫御在留欣喜之至陳者本校諸学生徒之業遂 日進歩 シ仏学生徒 も過半己 二普通学大概脩

業致 シ候ニ ヨリ随テ学力優等之専門教師 ヲ要 シ候二付今般文部省 ノ許可 ヲ得更 二其教師一人雇入

之儀其地在留代理公使中野健明君江依頼致 シ候且 ッ同氏 ノ周旋 ヲ以て本年五月中仏国 ヨ リ雇入候

本校数学専門教師 マンジ ョウ氏 ノ説 二拠 リ巴里府上 等師範学校卒業生ベルソン,ギ ュスターブ氏

ナル者 アグレゼー,エ ス,ス シアンス,ヒ ジック,リ サ ンシェー,エ ス,ス シアンスマテマチ ッ

ク之称号 ヲ得 シ者 ニテ本校教師 二適当スベキ旨二付同氏 ヲ雇入之儀申送候同氏雇入若 シ整 ハサル

トキハ同府上等師範学校卒業生 ニテヂフスキ氏 ナル者是亦ギ ュスターブ氏同様之称号 ヲ得 シ人物

之趣ユへ此人 ヲ雇入之儀 モ申送候乍併右両氏共果 シテ其学力優秀 ニテ本校物理学専門教師二適任

之者 タルヤ否 ヤハ詳知スル能ハサルニ付千万乍御手数右両氏 ノ学力人物等御探索下度偏 二翼望 ス

ル所 に候又同封在住 ラピッ ト氏 は博学 多識 ニシテ品行端正 ノ者 ノ由伝承致 シ居候 二付此人能 ク専

門物理学教師 二適スルモノニテ本校二雇入ル＼事成候ハ 、幸之 旨モ申越 シ候間入江君 ハ平常同氏 ト

御交 際之由二付若 シ御周旋 ニ ョリ同氏 ヲ雇入候儀相整候 ・W幸 甚之事 ト存候併本校 二於 テハ何 レ

ニテモ学力優等人物端正 ニシテ前陳 ノ専門物理学校師 二適任二候ハバ誰人 二限ラス候間中野君 ト

御協義之上可然人物御抜択被下度且本校学歳之始 メ即チ本年九月十一 日ヨ リ右教師必至入用 二付

一 日モ速二来着之運 ヒニ可相成様御尽力之程偏 二所希候但 シ右教師招傭期限ハ先 ッニケ年間給料

ハー ケ月三百五十円 ヨリ四百円迄 ヲ以テ条約御取結相成度且旅 費 トシテ来帰共六百五拾円相渡可

申候前件之次第特 二御依頼迄如斯候謹言

明治八年七月廿七 日

東京開成学校監事

古賀護太郎 ㊥

同学校長補

浜尾 新 ㊥

左仏国

入江文郎殿

今村和郎殿
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(入江文郎の墓(モ ンパルナス南墓地),

高橋邦太郎教授撮影)

二 伸右 物理 学校 教 師 ハ スペ シ ヤ ウル,ヨ リシペ リュー

ル,之 学科 ヲ教 へ生徒 ヲ リッサ ンシエ ー之 学 位 二至 ル

マテ教導 致 シ候 ハ宣 シキ義 二付 其辺御 含之 上 御雇 被下

度此 如 モ申添 候 也 」

な お,文 郎 は前述 の手 紙 にあ る ラ ピ ッ トの他 に も,

立場 上,か な りの仏 人 との 間 に交 際が あ り,彼 等 の 間

で,文 郎 が 深 い学識 を もっ人 物 と して知 られ るよ うに

な って いた0(191

明治8年(1875)11月 に は,結 核 の た め9パ リを

離 れ る こ とが 出 来 な くな っ たの で,文 部省 に再 度延

期 を願 い,こ れ以 後 は 自費で 滞仏 した い旨,書 き送 っ

て い る。 明治10年(1877)1月11日,⑳ 六等 出 仕 を免官

とな り,在 職満8年 の賜 金 と して,六 百 円(2930フ ラ

ン15サ ンテ イ ム)を,8月13日 付 で受 取 った 。

翌 年 の11年(1878)に な る と,病 状 は ます ます悪 化

し,非 社 交 的 な性 格 は助 長 され,長 期 滞 在 を して いた

H6telSt.Sulpiceか ら一歩 も外 へ 出 な くな った。 そ

して,手 伝 いの婦 人 が部屋 を掃 除 を して帰 った後 は,

一人で大好 きなブ ドー酒 を飲んでいたという(入 江 尚子氏談)
。人 とも会 わず,わ ず かに,親 友 ・今

村和郎 ⑳の訪問 しか許 さない程になって いた。

「……寒気の甚 しいパ リの或 日,今 村がH6telに 彼 を見舞 うと,す こぶる健康が衰 えて いるの
　 り0コ

で,医 院 に診 せ た ら ど うか,と い うと,あ いつ らは薬 を売 りつ ける こ うかつ な奴 らにす ぎん,と て

も命 をあず けるわ けに はゆ か な い,と 相手 に しな か った。二,三 日経 って い って み る と,入 江 は

『おれ も,い よい よ駄 目 にな った 。朝 と晩 にス ー プ と鶏 卵一 個 しか咽喉 を通 らな くな った 。好 き

な煙草 もの め ない。』と言 った。 喉頭 結 核 が進 行 した た めで ある。更 に 入江 は 『体 がだ る くて本 も

読 めず,せ いぜ い新 聞だ けだ』 と嘆 いた 。病状 がい よい よ進 んで衰弱 の加 わ った の を見て とった 今

村 は医師 の来診 を勤 めた 。 や っと入 江 が承諾 したの で,直 ちに往 診 を乞 うた望 。

しか し,そ の時 はす で に手 遅 れ であ った 。心配 して病状 を問 う今村 に,医 師 の返答 は,あ と2

・3ケ 月 の ところで あ ろ う
,と い うこ とで あ った。 その3日 後 の1月30日,急 に文 郎 の容 体 が悪

化 し,今 村 が駆 けつ けた時 は,す で に遅 か った。

文 郎 の遺 体 は,友 人知 人 な どの手 に よ って,モ ンパル ナ ス墓 地 に埋葬 された(23)行年45才 で あ っ

た 。

な お,こ の墓 地 は高橋 邦 太郎 教 授 に よ って 調査 され,発 見 されて い る124)0

〔註 〕

(1)文 郎 の読 み方 と して,2通 りの説 があ る。 「ブ ン ロ ウ」,およ び 「フ ミオ」 が そ れ で あ る。 確 か に,本 人 も

そ の 両方 を使 用 して お り,彼 が市 川 文 吉 に お くった送 別 文 に は,Bounrau,と した た めて い る が,フ ラ

ンス留 学 中 の名 刺 に は,Fumiwoと あ って,一 定 して いな い 。 しか し,最 近 に な って 発 見 され た文 郎

の 仏文 の 書 簡 に よれ ば,国 内 で はBounrau,フ ラ ンス に お いて はFumiwoと 記 して あ る ことが判 明

した 。 そ こで,こ の事 実 を もとに して,一 つ の 仮 説 をた て て み た い 。す な わ ちBounrauと い う名前

の発 音 が,フ ラ ンス人 に通 じに くか った が た め に,「フ ミオ」 と変 えた の で は な いか 。
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(2>病 弱 だ っ た 文 郎 は,生 涯 独 身 で あ っ た 。 そ れ 故,入 江 家 は 静 子(野 津 栄 に 嫁 す)の3男,美 弥 三 郎(後

に 改 名 し て 元 義 〉 に よ っ て 相 続 さ れ た 後,今 日 に 至 っ て い る 。

(3)HenriWeuveに つ い て は,く わ し くは 不 詳 。

(4)訳 文 は 高 橋 邦 太 郎 教 授 の も の に よ る 。「補 綴,入 江 文 郎 伝 」,(「研 究 報 告 」 第276号,蘭 学 資 料 研 究 会)。

P.P1--20

(5)ヴ ー ヴ は 入 江 文 郎 と の 仏 語 学 習 中 ・幕 府 の 役 人 が 傍 に い る の を 嫌 っ て い た 。「去 々 戌(文 久 二 年)十 一 月

中 入 江 観 寮 察 義 学 術 質 問 之 為,仏 国 通 弁 官 ウ ェ ・ ・方 江 罷 趣 候 節,役 人 立 合 之 儀 ウ ェ ・ ・相 拒,伝 習 質

問 等 罷 趣 候 も の 江,立 合 役 人 附 添 罷 趣 候 ハ9伝 習 仕 間 敷 旨,公 使 よ り申 付 置 候 儀 之 旨 申 聞 候 間,其 劒 附

添 向 後 相 止 候 儀,阿 部 趣 前 守 神 奈 川 奉 行 相 伺 候 処,伺 之 通 被 仰 渡 候 」。

桃 裕 行 「松 江 藩 の 洋 学 と 洋 医 学(上)」,(「 日本 医 史 学 雑 誌 」P,4)。

t6)MonsieurYtchicaouaBounquichi,

Depuisquej'eus1'honneurd'titreconnudevousilyacinqansdanslecollegeFrancaisde

Caissaijo,jem'yaiattacheavecvous,j'aieuungraceavowscommuniquermafaibleetudeetje

m'aietonnetoujoursdevotreconceptionviveetdelagrandecapacite.

MaintenantSonAltesseleTaicounvousenvoyeenlaRussiepourfaireyetudier;or,tristesse

etrejouissances'encombattentBansmoncoeurs,parcequec'estavecleplusgrandregretqu'un

desmeilleursamisWoosquittebienquedurantpeud'anneestandisqu'ilyalemeilleurplaisirdu

mondeasouhaiterque,voyantpiusierssavantsaSt-Petersbourg,vousyinstruisantBansquelque

faculteetagrandissantvotreidea,vowsvousretourniezetassistiezlacivillisationdenotrepays.

SonAltesseVOUSapr6驚resabeaucoupdesslavesde1'universiteavotregrandhonneurqueles

autresnepeuventpasavoir,pourcelaleplusgrandresultatqueSonAltesseapourbutsurleseleves

seraattenduprincipalementsurv●us.

Adieu,Monsieru,portezvousBienetetasdiligent.Jevousadresseavecestimecetteparoleecrite

pourserviravotrernernoirependantlesejourenlacontreeoccidentaleouvousnedevrezjamais

negligervotretacheenvowsrappelantdemonConseil.Onvoussouhaitantbeaucoupdesucces,

j'attendquevowsretourniezbientotauJapon.

Le28ducinquiememoilcomplementairedupremierandePereCai-ououle20dejuilletde

1'andegrace1865.

IrieBounrau.

(7)桑 名藩 士 。文 久 元=6月,蕃 書 調所 教 授 手 伝 並 に任 命 され る。 そ の後,教 授 手 伝 をへ て,慶 応3年8月,

開 成 所教 授 職並 とな り,藩 籍 を脱 して 幕 臣 とな った 。 村 上英 俊 の 門人 。 著 ㈱ 書 に,『 法 朗 西 会 話 篇 』,

『法 朗 西 訳 解 』
,『 法 朗 西 文 典 後 編 』 お よ び 『佛 学 示 蒙 』 等 が あ る。

(8)岩 城 泉 藩 士 。文 久 元 年6月,蕃 書 調 所教 授 手 伝 並 に任 命 され る。 そ の後,教 授 手 伝 をへ て,慶 応2年12

月,開 成 所 教授 職 並 とな り,藩 籍 を脱 して幕 臣 とな った 。維 新 後 は欽 次 と称 し,私 塾 ・ 「迎 義 塾 」 を開

いた が,明 治7年 に は 陸 軍省 に出 仕(7等 出仕)し た 。 退官 後,東 京 市 会 議 員 に もな って い る。 村 上 英

俊 の門 人 だ が,の ち に破 門 。著 書 に 『万有 訓 蒙 一 』 が あ る。

(9)幕 臣。 文 久 元 年11月,蕃 書 調 所 仏 学句 読 教授 に任 命 され る。 その 後9同 教 授 手 伝 並 とな った 。

(10>藤 田東 一一郎 氏 に よ って,慶 応4年4月10日 の 中 外新 聞第12号 に掲.載 され て い る こ とが,指 摘 され た 。

(11)我 国 に お え る海 外 留学 の 問 題 を取 扱 った もの と して は,『近 代 日本 の 海外 留 学 史 』(石附 実,ミ ネ ル ヴ ァ書

房)が 詳 しい 。

な お,規 則 の 内容 は 次 の通 りで あ る。「(1)留学 生 はす べ て の'大学 の管 轄 の もと に入 り,大 学 か らの 留学 免
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状と,外 務省か らの渡航免状 を必要とすること,(2溜 学中の諸事務は在外の弁務使(3年 の閨10月 に,

英仏李は鮫島尚信,米 は森有礼の各少弁務使が,そ の管理を命 じられ,そ れぞれ赴任 した)が これをお

こない,留 学生はその指令に服すること,「(3>留学生ハ尊卑ノ別ナク皇族 ヨリ庶人二至ル」まぜ許可す る

という開放主義を明示 した こと,(4)「官撰」と 「私願」留学のゴっをはっきり分 け,そ れぞれ細かく規

定している。官撰の方は,(イ曄族は太政官,大 学生徒は大学,士 庶人は各府藩県でそれぞれえらび,藩

のばあいは,大 藩三人,中 藩二人,小 藩一人を枠とする,(ロ)士庶人のうち府藩県の学校や私塾に在学 し

て学力のす ぐれている者は大学でえらんで もよい,(ハ選抜にあたっては,性 質,年 令,学 力の三点をお

もな基準とし,十 六一二五歳の 「稟性誠実敏達ノ者」で,「 和漢ノ古典史乗等二略渉 リ且洋学 モー通 り

研究 〔し〕在留国語二達 スル者」を原則 とする,た だし 「非凡俊秀ノ者ハ洋文不解」で も,ば あいによ

って許可することがある,(二)学科は本人の自由にまかせる,(ホ)年限は五力年を通常とし,学 費は年口元

(ドル)と あって欠字になっている,(へ)出発および帰国にあたっての注意事項として,「生徒上程 〔出発〕

前其地方ノ氏神へ参拝シ国恩報効 ヲ祈念 シ神酒 ヲ拝戴シテ国体ヲ辱メサルノ誓願 ヲ可立帰朝 ノ時亦告智

スヘキ事」がうたわれ業有之間敷万一留学中癩惰或ハ不行跡 ノ聞へ有之者ハ直二之ヲ呼戻 シ相当ノ答メ

可申付事 留学申拝借金ハ勿論外国人等 ヨリ借財 イタシ候儀一切 不相成候事」 とある。以上が官撰によ

る官費留学についての規定であるが,私 費の留学 も官撰を規定にほぼ準 じるとされ,た だ異なる点は

「検査甚タ厳ナルヲ要セス且洋文不解者 トィヘ トモ許可スル」とあり
,そ の制限がゆるやかであり,年

限も自由であるが,費 用として必要な年六～七〇〇元(ド ル)の 用意のない者は認めないとされた」。

(同書,PP140-一 一141)

(12)明 治4年1月28日 発令。その時,受 取 った ものと思われるが,「西航備忘録」には次のよ うに記 入 されて

い る。「学費,千 弗洋銀札ニテ受取,官 録,二 百九十五両楮幣ニテ,船 賃,五 百五十弗洋銀札ニテ,鉄 路 ,

四十弗洋銀札ニテ,其 食料,六 弗洋銀札ニテ,馬 児塞里逗留五日,二 十五弗洋銀札ニテ,諸 雑用,七 十

五弗洋銀札ニテ」

なお,明 治4年2月 派遣 された者 として,欧 州(大 学中博士)入 江文郎。欧州(同)鈴 木暢。欧州(大

助教)小 林儀秀。右三名何れ も学課質問の為め派遣(帝 国大学五十年史,上 巻,一一六七頁)と あるが.

他2名 がフランスへ留学 したかどうかは不明。

(13)入 江尚子氏所蔵。

(14)文 郎を乗 った汽 船の名前 は,い ままで不明であったが,高 橋邦太郎教授によって明らかにされた。註

4のP4参 照 。

なお,晒 航備忘録」には,船 賃550弗,海 上雑費87弗 半支仏 ったとある。

(15)4月18日(太 陽暦6月5日)～4月21日(6月8日)ま で 「オテル ・デ ・コロニュ」に宿泊したが,4月

22日(6月9日)か らは 「オテル ・ド・マルセイユ」に移 っている。

(16)松江藩から金七百両,大 学南校から洋銀札四百弗を,書 籍代 として受取っていた。

(1の6月6日(7月23日)付 。

(18)栗本鋤雲の養子。元横浜仏語伝習所の生徒取締。帰国後,外 務省御用掛准奏任。

(19}「 仏人中に何人かの友人をもったことで,そ の中に東洋語学校教授レオン ・ド・ロニーLeondeRo-

snyが いた。文郎と親交を結んだことは,自 他ともに稗益するところが多かったに違いない。また,未

知のベルギー軍医(外 科)デ ュトリウか ら,1872年7月17日 附で,日 本の医学の現状について問合せて

来た手紙が残っている。これにはぜひ,会 ってくれとうい希望が述べられているが,そ れに対 して文郎

は翌十八日に返事を認めている。その大略は,『折角会いたいといって下 さいましたが,私 はフランス語

がよく話せんのでお手紙でお答へします。また,文 章 も拙いからおゆるしねがいます。日本の医学はま

だ混沌(chaos)で す。約十年以来蘭法を学んだ医師がヨーロッパ式方法を日本風に利用 していました。
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①

D

り
皆

⑫

0
乙

0
0

②

⑫

まだ余 り進歩 していませんので何にもお伝 えする情報がありません。勿々,イ リエ』というのである。

……未知のベルギー軍医か ら問合せがあるのは,文 郎がすでに若干の人々の間にその名が知れ渡 ってい

たことを証明するものである。」註4のP.5

従来,こ の日付を1月12日 としてきたが,文 郎自身は1月11日 と記 している。「西航備忘録」参照。

明治5年 頃,文 部省九等出仕。その後,7年 頃左院御用掛,11年 太政官法制局権少書記宮兼司法権少書

記官。17年 欧州より帰朝,23年 貴族院議員。24年 行政裁判所評定官。

高橋邦太郎 「留学生 ・入江文郎」,(「 日本仏学史研究」第4号,日 本仏学史研究会)。P.4

M

Vousetespエied'assisterauxconvoietenterrementd.eMonsieurFumioIrie,decedele30Janvier

1878,ensondomicilerueCasimir-Delavigne7,Paris,aPagede46ans,queseferontleVendredil

erFevrier,a3heurestresprecises

Onsereuniraalamaisonmortuaire

Delapartdesesamis

な お,日 本 で の 墓 は 島 根 県 広 瀬 の 洞 光 寺 に あ り,然 達 院 本 源 道 悟 居 士,が そ の 戒 名 で あ る。

X24)PrefecturedeParis
　へ

CimetiereparisienduSud-Montparnasse

SituationdeSepultare

IRIEFumio

1-2-1878

13division71igneSud

No.90uest195-1878
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さて,日 本人留学生の総代 になった文郎であ

るが,そ の役目は,彼 の内攻性の性格 か らも,

文郎 にとってけっして喜ば しい ことではなか っ

た。 さらに,留 学生の中には,あ の風流公子 ・

西園寺望一郎 や,放 蕩三味のた め,村 上英俊 の

達理堂 を破門になった中江篤介な どがいて,と

て も監督す ることな ど出来 ない者 もいたが,相

当数 にのぼる年若 い者たちには,絶 えず世話 を

してお り,こ の面倒な役目を忠 実にはた して い

る0(1)

さて,当 時の日本人留学生には どんな人物が

いて,い かなる学 問を修学 していたのであろ う

か。幸い,入 江文郎の直筆 による留学生名簿が

理在残 っているので(入 江尚子氏所蔵 。和紙 に

書かれてあ り,大 きさはタテ25cm× ヨコ18cm),

それを記 してみると,次 の通 りである。なお,

()の 中は,筆 者の追跡 調査によって判明 し

た ものである(27

さらに,留 学生 の住所が書かれた貴重 な資料

(入江尚子氏所蔵)を 入手す ることが出来 たの

で,〈 〉の中に示 した。

り

t
～ヒ

、

官費之分

西園寺望一郎

仏国著

学 科

当時所学

教 師

申二十四歳

明治四年二月六 日

制度学(政 治学)

普通学(一 般教養)

ミルマル氏

、

(入江文郎の 「留学生名簿」,入 江尚子氏所蔵)

<InstitutionMarc.53,ruedesDames.Batignoles>

(の ちに公望 。出身 地,京 都 。公 家華 族 。 明治 法律学 校教 員,東 洋 自由新 聞 社 長 ・主筆,各

国公使,文 相,首 相 。)

 

L

同二十三歳

明治三年十一月廿八 日

築 城(築 造学)

普通学

ニース政府学校

石丸三七郎

同

同

同

同
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(兵学寮生徒。出身地,岡 山。)

小坂勇熊 同二十三歳

同 同

同 隊外士官業務(参 謀学)

同 普通学

同 サンルイ学校

(のちに,千 尋。出身地,岩 国。兵学寮生徒。陸軍大学教官 。陸軍省軍務局第一軍事課長兼

陸軍省参事官。陸軍歩兵中佐。)

樽崎頼三 同二十六歳

同 同

同 軍事刊法

同 普通学

同 ミル マン氏

(兵学寮生徒。出身地,山 口。パ リにて明治8年2月17日 病死。)

堀江提一郎 同二十六歳

同 同

同 同

同 普通学

同 コル ネーイ氏

(兵学寮生徒。招魂社司。)

船越熊吉 同十九歳

同 同

同 大砲(砲 兵学)

同 普通学

同 サンルイ学校

(兵学寮生徒。出身地,広 島。)

野村小三郎 同十八歳

同 同

同 隊外士官業務

同 普通学

同 デ カル ト学校

(兵学寮生徒。出身地,岡 山。パ リで死亡。)

小国 磐 同十七歳

同 同

同 土兵学(築 造学)
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同 普通学

同(仏 国政府学校)

(兵学寮生徒。出身地,岩 国。陸軍大学教官。陸軍少将。)

駒 留 良蔵 同

同

同 法律 学

同

同

<M.Koma-Tome.16,rueLord-Byron>

(出身 地,沼 津 。警 視 庁 准奏 任御 用掛 。長 崎 控 訴院検 事 。)

安藤直五郎 同

同 明治五年四月

同 兵 学

同 普通学

同

〈lnstit.PreysetDesboeufs.19,rueMasurel(aLille)〉

前田弘庵

同

同

同

同

同二十四歳

明治三年正月十二 日

農 学

普通学

クエー学校

〈lnstit.aCouche(dept.deVienne)〉

(の ち に正 名 。出身 地,鹿 児 島 。外 務,内 務,大 蔵 省 に歴任 。山梨 県 知事 。元 老 院議 官 。貴

族 院議 員。)

西直八郎

同

同

同

同

同二十三歳

千八百七十一年三月二日

兵 学

普通学

マルク氏

(出 身地,鹿 児 島 。)

岩下長十郎

同

同

同

同

同二十歳

千八百七十一年四月十六 日

未 定

普通学

フブール氏

(出身地,鹿 児 島。砲兵大尉 。)
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渡六之助 同二十五歳

同 明治三年三月一 日

同 兵 学

同

同 陸軍大兵学校サ ンシール

(の ちに正元。出身地,広 島。陸軍少佐。参謀局諜 報提理兼幼年学校次長。大政官書記官。

元老院議官等 を歴任。貴族 院議員。著書 に 『巴里籠 城 日誌 』。)

河津祐之

同

同

同

同

同二十四歳

明治五年四月廿六 日

究理学(物 理学)

普通学

デマレー氏

(編輯寮六等出仕。出身地,静 岡。元老 院大書記官。東京上等裁判所詰検事。司法大書記官 。

函館控訴院検事長。逓 信次官。訳書 に 『佛国革 命史』)

熊谷直孝

同

同

同

同

同

同二十三歳

化学

普通学

ボンネー氏

<lnstit.Harent.9,ruedeJouy>

(造 船 寮 九 等 出 仕 。 出 身 地,京 都 。 京 都 府 権 中 属 。)

稲垣喜多造

同

同

同

同二十四歳

千八百七十一年十月三十 日

算術英仏語学

ボンネー氏塾

(工部省,工 作局造船技師 ・主船寮 中師。横須賀造廠所技師。)

長 谷部 仲彦 同二 十 三歳

同 明治五 年 五 月 十一 日

同 工 学

同 普通 学

同 ギ ベ ール氏

<ChezM.SiivestreLeon.8,ruedeTarente>

榎本彦太郎

同

同

同

同二十歳

明治五年四月十五 日

鉱山学

普通学
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同 ヲ ル チ ュ ス 塾

〈PensionHortus.94,rueduBac.〉

山ロ彦次郎

同 同

同

同

同

同十七歳

農 学

普通学

ルノワール氏

〈lnstit.Marc.53,ruedesDames.(Batignoles)〉

松原且次郎

同

同

同

同

同十八歳

千八百七十一年三月十四 日

(ブ リツキセール着)

鉱 山学

普通学

ラヒット氏

<Instit.Harent.9,ruedeJouy>

(南 校 生 徒 。 出 身 地,金 沢 。)

古賀護太郎

同 同

同

同

同

同二十三歳

鉱山学

普通学

シュール ド氏

<lnstit.Harent.9,ruedeJouy>

(の ち に 袋 久 平 。 南 校 生 徒 。 出 身 地,佐 賀 。)

中江篤助

同

同

同

同

<Tnstit.

(の ち兆 民 。南 校助 教 。 出身 地,高 知 。外 国語学 校長 。元 老 院権 少 書記 官。 衆q院 議 員。「東

洋 自由新 聞」主 筆 。著(訳)書 多数 。)

同 二十 六歳

明 治 五年 正 月 十一 日

刑 法 学

普 通 学

バ レー氏

Reuse,rueduCardinalleMaine>

一宗

同

同

同

同

内河

同

同

同二十四歳

普通学

ブランシ ョン氏
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<ChezM.Winter.InstitutionParc-de-Neuilly,Neuilly>

大田徳三郎 同

同

同

同

同

(出身地,広 島。陸軍省七等 出仕。砲兵大尉 。大阪砲兵工廠監務な どをへて陸軍中将。)

柏村庸之 允 同(廿 二歳)

同(午 ノ十一月廿八 日)

同(砲 兵学)

同

同(仏 国政府学校)

(兵学寮生徒。出身地,山 口。)

大山 岩 同

同

同

同

同

(大山厳。 通称弥助 。

陸軍卿。 参謀本部長。

陸軍元師 。)

出身地,鹿 児島。 陸軍.ヒ官学校長。 内務大輔大警視 ・ 議定官。

陸軍大臣。 海軍大臣。 文部大臣。 枢密顧問官等の顕官 を歴任。

山中一郎 同

同

同

同

同

(出身地,佐 賀。政治経済学 を修学 。佐賀の乱で処刑 される。)

松田正久 同(廿 七歳)

同(軍 事刑律)

同(普 通学)

同

同(マ ル ク塾)

(西周塾生。出身地,佐 賀。軍事学 を修学せず,政 法 に転 じたため帰 国を命 じられ る。検事。

鹿児島造士館教頭 。文部参事官。長 崎県会議長 。衆議院議 員。大蔵大 臣・文部大臣・を歴任

後。衆議院議長 。)
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曽根荒助 同

同

同

同

同

(大阪兵学寮幼年舎。陸軍経理学 を修学。出身地,山 口。士官学校 出仕並太政官少書記官。

法制局参事官。衆議 員書記官長。衆議 員議員。各国公使 を歴任。その後,司 法大 臣,農 商

務大臣,大 蔵大臣,臨 時外務大臣 とな り,統 監。

長嶺正介

同

同

同

同

同(十 八歳)

(申 ノ十月廿 日)

(歩兵学)

(仏国小学校在留)

2.県 費之 分

飯塚 納

仏国着

学 科

当時所学

教 師

学 費

申二十八歳

明治四年五月廿五 日

法律学

普通学

デヌビール氏

千 金

<ChezM.Dlahausse,alaSorbonne.15,ruedelaSorbonnepar1'escalier5>

(出 身 地,島 根 県 。「東 洋 自 由 新 聞 」 副 社 長 。 詩 人 。 黒 竜 会 。)

山田虎吉

同

同

同

同

同十九歳

明治三年十一月廿九 日

制造学

普通学

<Instit.Galtier.104,rueAmelot>

(ま た は 寅 吉 。 出 身 地,豊 津 。 エ コ ー ル ・サ ン ト ラ ー ル に て 土 木 建 築 学 を 修 学 。 工 博 。)

山ロ健五郎

同

同

同

同

同

同二十三歳

明治四年六月廿八日

鉱山学

普通学

ルフワール氏

千 金

<Instit.Massie.12,ruedesMinimes>
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(致遠館 に学ぶ。出身地,伊 万里県。)

次逸

同

同

同

同

同

田浅

同

同二十二歳

氏ル

学

学

一

金

通

ナ

医

普

べ

千

<20,AvenueduBel-tir.?ChezM.Silvestre.pensionduTrone>

(出 身 地,伊 万 里 県 。)

福地鷹次

同

同

同

同

同

同

同二十歳

法律学

普通学

ボンネー氏

千 金

<ChezM.Bonnel.26,BddelaRefine,Versailles>

(出 身 地,伊 万 里 県 。)

鎚

同

同

同

同

同

燗

同

同二十二歳

兵 学

普通 学

メニール氏

千 金

<Instit.Pretel.69,ruedeClichy>

(致 遠 館 に学 ぶ。 出身 地,伊 万里 県 。外 国貿 易 並 び に博 覧会 審 査官 。 大正 博覧 会協 会 理事 。)

黒川誠一郎 同二十五歳

同 千八百 六十九年四月

同 法律学 巴里法律大学校 ニテ修業

学費 八百四十 ドル

<26,rueMonge>

(出身地,石 川県。司法少書記官。司法大書記官。外務大書記官兼外務書記官。無任所公使

館参事官。行政裁判所評定官 。)

清水金之助

同

同

同

同二十八歳

千八百六十九年七月二日

器械学

普通学終 り最上等学
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同 ア ラ ン氏 塾

同 八百 ドル

Qnstit.Harent.9,ruedeJouy>

(誠 。金 之助 は通 称。 工芸 大 学 に入 学 。出身 地,石 川県 。 東京 で マ ッチ会 社 「新 燧社 」 設立 。)

岡 田丈太 郎 同 十 六歳

同 千八 百六 十 九年 七月 二 日

同 鉱 山学

同 普通 学

同 ク ンチ ア ン学 校

同 五 百 ドル

<PensionnatdesFreresaPassy>

(出身 地,石 川県 。)

小 埜 弥 一 同二 十 六歳

同 明 治 四年 五 月

同 化 学

同 普通 学

同 ジ ビノ ー氏 塾

<22,rueMaronniere>

(出 身地,静 岡県 。)

庄 司 金太 郎 同 十 九歳

同 明 治三 年十 一 月 廿八 日

同 海 軍(築 造学)

同 普 通 学

同 ニ ー ス学 校

<LyceedeNice,Nice>

(出 身地,島 根県 。)

3.自 費 之 分

蜂須 賀 万亀 次郎 申九 歳

仏国 着 明治五 年三 月 十九 日

学 科 幼 年 二付末 見留無 之

当時所 学 普通 学

教 師 マール氏

<ChezMlle.Sebirot.199,routed'OrleansauGrandMontrouge>

(式 部官 。)

池 田 登 同 二十 三歳



同 同

同 器 械 学

同 普 通 学

同 ボ ン ネー氏塾

〈ChezM.Damarc,lnstit.aJgny(S.etO.)〉

村 上四 郎 同二 十五 歳

同 明治 三年 十一一月廿 八 日

同 工 学

同 普 通 学

同

GChezM.Benard.ruedeParisaPalaiseaux(S.etO.)〉

(出身 地,山 口県 。)

中島精 一 同 二 十二 歳

同 明治五 年 正月 十 四 日

同 器械 学

同 普通 学

同 シ ウエー氏 塾

(出 身地,石 川 県 。)

前 田利同 同十 七歳

同 明 治 五年 二 月廿 四 日

同 兵 学

同 普通 学

同

(外 交官 。 式部官 。宮 中顧 問官 。)

江藤 彦 夫 同 二十 三歳

同 明治 五 年三 月十 九 日

同 器 械 学

同 普 通 学

同 ミケ ール氏

毛利藤 内 同 二十 二 歳

同 明治 三 年十 月 廿八 日

同 法律 学

同 普 通 学

同 ベ ナ ール氏

〈ChezM.Benard.ruedeParisaPalaiseaux(S.etO.)〉

(大 阪 で仏 式兵 法 伝習 。 出身 地,山 口県 。第百 十銀 行頭 取 。)

91
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新納武之助

同

同

同

同

同十六歳

千八百六十六年十一月廿九日

未 定

普通学

オルチュス氏塾

(また は次郎四郎。出身地,鹿 児 島県。)

三刀屋七郎次

同

同

同

同

同二十七歳

明治五年二月二十 日

未 定

語 学

カンール氏

(出身 地,山 口。)

中村雄次郎

同

同

同

同

同二十一歳

明治五年九月

兵 学

普通学

ガルニェ学校

<ChezM.Garnier.20,BourgdeReine.Instit.Garnier>

(出 身 地,度 会 県 。 砲 兵 中 尉 。)

津田震一郎

同

同

同

同

同

同二十二歳

兵 学

普通学

ガルニエ学校

<ChezM.Blanchan.auVesinetJ

(出 身 地,和 歌 山 県 。)

小 田均一郎 同

同

同

同

同

(出身地,松 江。元藩執政。)

坂田乾一郎

同

同

同

同
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同

浦島健蔵

同

同

同

同

同二十一歳

明治五年八月五日

丸静

同

同

同

同

田新 同

多田弥吉 同

同

同

同

同

(出身地,和 歌山県。砲兵中尉。大阪府鎮台予備砲兵第二大隊第二小隊予備隊長心得。陸軍

申尉。田原坂にて戦死。)

その他,「西航備忘録」には,栗 本貞 次郎(静 岡),三 浦十郎(佐 土原),桂 太郎,吉 武彦十郎

(山 口),戸次正三郎(柳 川),前 田壮馬(高 知),小 倉衛門介,周 布金鎚,光 田三郎(山 口),大 黒屋幸

藏,中 山譲治,加 藤忠七,上 村佐 七,小 佐佐作(常 陸処士),藤 本屋(出 身地不詳),等 の名が記載

されている。

なお,す で に見て きた よ うに,当 時の留学生が学び,体 得 した新知識の多 くの場合,帰 国後,

す ぐに も役立っ文物制度で あるの も,こ の時代 を反映 して いて,は なはだ,興 味深 い ものといえ

る。

〔註 〕

(1)「 現在,残 っている入江文書を調べてみると長谷部,榎 本,山 口の三人の如 きは1873年12月16日,直 ち

に帰国す るよう命令が出されたので,1874年1月4日 マルセイユ発で乗船する旨,三 人が在籍 している

学校長に宛てた入江の手紙 を写 しがある。長谷部仲彦 と,榎 本彦太郎は鉱山学,山 口健五郎は専門未詳

で,い つれ も留学期限が切れたのである。

また,日 附及び宛名人 はわか らないが,山 田なる学生が急用でロン ドンへ行かなければな らないので,

明 七曜3時 以後三日間,学 校 を休ませて欲 しいと校長に宛てた もの も見出される。」(第1章 の註22のP'3)

(2)追 跡調査にあたっては,④r明 治過去帳』(大植四郎編,東 京美術)⑤ 『大正過去帳』(稲村徹元,井 門寛,

丸山信共編,東 京美術)◎ 『近代日本の海外留学史』等を参照 した。
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第3章 入江文郎の仏文

明治初期の フランス留学生 が どのよ

うな仏文 を書 いて いたのか,こ の問題

は 日本仏学史関係では大変興 味の ある

問題の一つで あろ う。 しか し,ほ んの

断片 的な紹介 はされて も,ま とまった

資料の公開はいまだにな されて いなか

った ものである。

ところが,こ の度,桃 裕行教授(立

正大学),な らびに,高 橋邦太郎教授

(共立女子大学)の ご協力によって,

入江文書 と くにフランス語関係一

一の全文 を入手す ることが出来た
。 と

くに恩師 ・高橋邦太郎先生 か らは,こ

れ ら未発表の仏文資料 を,筆 者が発表

す ることを快諾 して くだ さった ばか り

か,入 江文郎が,パ リの東洋学者会議

で講演 した時の レジュメ(1)をも,提 供

して くだ さったのである。

そ こで,こ れ等の資料を もとに,筆

者 な りに① 留学生 の世話役 をしてい

た文郎が各学校長 に宛てた書簡,②

日本 のことを紹介 した文章,③ 東 洋学

者会議での講演 の順 で整理 し,入 江文

書の一部を ここに掲 出す ることに した。

灘蟻 繊羅 撚、翼灘 懸

(入江文郎のフランス語の書簡)

なお,入 江文書の訳 につ いては,① ② と もそのほとん どを大意訳 としたが,③ の個所 につ いて

は,文 郎の達意な フランス語 フランス人が もちろん手を入れた ものとは思 われ るが をそ

のま ㌧伝 えることを主眼 にしたので,補 足 的な和訳は削除 し,省 略 した ことを付記 してお く。

① 学校宛の書簡

1.SoneducationprecEdentenestpassuffisantepoursuivrelescoursdevotreecole.Parconse-

quent,onadecidequ'ilfassependantquelquetempssesetudespreparatoirespourrentrerplus

tarddansvotreecolequanditdeviendraitcapabled'yfaireconcurance.Veuillezdoncluiaccorder

dequitter1'ecolepourlemoment.Jevousprie,d'avance,dereprendrevoscoinspoursesetudes

quanditsetrouveraenetatdesupporterlesmethodesreguiieresdevotreecole.

(彼の実力では,貴 校の授業 にはついて行 けません。そ こで,予 備の勉強 をさせ実力 をっ け させ

た後 に,お 願 い致 しと う存 じますので,し ば らくの問,休 校 させて戴 きた く存 じます。貴校の授

業 に堪 えられるよ うにな り,再 び通学 させて戴 けます折 には,御 指導 を賜 わ りますよ う,伏 して
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お願 い致 します。)

2.Lesgrandesvacancess'approchent,MonsieurNaroushimapassescelapsdetempshorsde

1'ecolemaissansnegligersesetudes.Veuillezdoncluiaccorderdequitterdemain,lemardi,1'ecole

pourrentrerapreslesvacances.

Agreez,Monsieur,1'assurancedemessentimentslesplusdistingues.

(夏 休 み が 近 ず き ま し た が,こ の 期 間 中Naroushima(2)氏 は,決 し て 勉 学 は 怠 り は し ま せ ん が,

学 校 外 で 過 す こ と に し て お る よ う で す 。 つ き ま し て は,休 み 明 け に は 帰 校 致 し ま す の で,明 日 の

火 曜 日 に 貴 校 を 出 る こ と を 御 許 可 い た だ き ま す よ う,お 願 い 申 し 上 げ ま す 。

敬 具)

3.J'ai1'honneurdevousexposerquelegouvernementduJaponvientderevoquerlamissionde

tonsleselevesenvoyesenEuropeparleministerede1'instructionpublique,parmilesquels1'eleve

Okada.Ilnepentdoncpluscontinuericidesetudes.

Jevousprieparconsequentde1'autoriserdequitterleLyceeaujourd'hui.

Agreez...

Okada

(文 部 省 か ら ヨ ー ロ ッ パ に 派 遣 さ れ て い る 全 留 学 生 を,こ の 度,日 本 政 府 が 取 り消 し に し た こ と

を お 知 らせ 申 し上 げ ま す 。

そ れ 故,こ れ ら留 学 生 の 一 人 で あ り ま すOkada(3)が,フ ラ ン ス に お い て 勉 学 す る こ と が 出 来

な く な り ま し た の で,貴 校 を 退 校 さ せ て 戴 き た く存 じ ま す 。

敬 具)

4,le16decembre1873.

Monsieur,

CommelestroiselevesHassebe,EnomotoetYamagoutsisontenvoyesenFranceparlacommis-

sionde1'exploitation,etparsuitedunemodificationde1'organisationdelacommission,ilsvien-

nentderecevoiruneDepechetelegraphiqueparlaquelleilssontobligesderetournerauJapontout

desure.

VoussavezcombienYamagoutsiestcontentd'etreBansvotreecoleetpartantjesuisaussi;je

vousremerciebeaucoup.Maisc'estamongrandregretquejeviensvousprierd'accorderaYama-

goutsidequitter1'ecolele20courant,parcequelestroiselevesontdecidedepartirle4janvier

1874deMarseille.

(拝 啓,

1873年12月16日

我 国 の 開 化 政 策 に よ っ て,Hassebe(4>Enomoto(5)Yamagoutsic6)の 三 名 の 留 学

生 が,フ ラ ン ス に 派 遣 さ れ て お り ま し た が,政 策 変 更 の た め,至 急 彼 等 に 帰 国 を 命 ず る 電 報 を 受

け 取 り ま し た 次 第 で す 。

ご 存 知 の 様 に,Yamagoutsi君 は 貴 校 に お い て 勉 学 を す る こ と を 望 外 の 喜 び と 致 し て お り ま し
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た し,小 生 も同様 の感 をいだいてお りましたので,幾 重 に もお礼 申し上 げる次第で ございます。

しか しなが ら,三 君は来年の1月4日 にマルセイユを出航致す ことにな り,こ の上 な く残念では

ございますが,今 月の20日 付 を もってYamagoutsi君 を退め させて戴 けますよ う,お 願 い申し上

げます。)

5.Lundi24Fevrier73.

MonsieurleDirecteurde1'institutionmassin,EleveYamakoutsiestvenuchezmoidepuissamedi

soirpourpasserlesvacances,etitrestersjusqu'ademainmardi.

(Massin学 院 の 院 長 先 生 へ

73年2月24日,月 曜 日

生 徒 山 口 君(7)は,休 暇 を 過 す た め,土 曜 日か ら 小 生 の 所 に 来 て お り ま す 。 明 日 の 火 曜 日 ま で

滞 在 致 し ま す の で,ご 通 知 申 し上 げ ま す 。)

6.Paris,le15mai1873.

MonsieurleDirecteur,

J'ai1'honneurdevousremercierdelacommunicationquevousavezeulabontedem'adressera

proposdesfetesde1'ascensionoulescoursseraientinterrompus.

Veuillezdons,Monsieur,accorderaMr.NaroushimadesortirasheuresdusoirleMercredi2]

courantpourrentreraminuitetdemi22Jeudi,sanstouchera1'ecoie,mercredisoir.

Agreez,monsieurleDirecteur,1'assurancedemaconsiderationtresdistinguee.

Irie

(1873年5月15日,パ リ に て

校 長 先 生 へ

授 業 が 休 み と な る 昇 天 祝 日 に つ い て お 知 らせ 戴 き 有 難 と う ご ざ い ま し た 。

成 島 氏 に,今 月21日,水 曜 日 の 夕 方5時 に 貴 校 の 宿 舎 を 出 て,翌22日 木 曜 の,夜12時30分 に 帰

校 す る こ と を お 認 め 戴 き た く存 じ ま す 。 敬 具

入 江)

7.J'ai1'honneurdevowsexposerque1'eieveYamadasetrouveobligedeserendre・chezsonamia

Londreparuneaffaireimportanteettrespressee.

Jeviensdoncvousprierdevouloirbienluiaccorderuncongedetroisfoursapartirdedemain

Samediamidi.

(貴 校 の 生 徒 山 田 君(8)は 重 要 な 急 用 の た め,ロ ン ド ン の 友 人 の 所 に 行 か ね ば な ら な く な っ た こ と

を,御 通 知 申 し 上 げ ま す 。

明 日 の 土 曜 正 午 か ら 三 日 間 の 休 み を 彼 に 与 え て 戴 き ま す よ う,お 願 い 申 し上 げ ま す 。)

S Paris,le24Fevrier1873.
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Monsieur,

CommejesuisnommecorrespondantdeselevesjaponaisenFranceenremplacementdeMon-

sieurKourimotonommeSecretairedel'Ambassade,jeviensderecevoirdeluiunelettredans

laquelleitm'achargedevousenvoyerlaSommededeuxmillefrancs(2.000)qu'iladuvous

remettre.

Jevousenvoiema血tenantladitesomme.Maiscettesomme,aajouteMr.Kourimoto,n'estpas

exactementconformeaCellequevous.

(1873年2月24日,パ リにて

拝啓

小生,こ の度,書 記官 に任命 られ ましたKourimoto氏(9)に かわって,フ ランス在住の 日本人

留学生の総代 に任命 され ました。

なお,小 生,氏 か ら彼が貴殿 にお渡 しすべ き2,000プ ランを,貴 殿 にお送 りす るよ うに との手紙

を受 け取 りま した。

そこで上記の金額をお送 り申 し上げますが,さ らに氏 は,こ れは貴殿 にお渡 しすべ き金額 と正

確 には同額 ではない もの と,つ け加 えてお ります。)

9.

Paris,le21Decembre1873.

Monsieur,

Jevousremerciesincerementdevossoinsquevousavezprodiguespourmoncompatriote

Naroushima.Parunecirconstanceilvientdeprendreladecisionderetournerprochainementau

JaponpourrevenirtotoutardenFranceouitattachesonintentiond'acheversesetudescom一

ノ
mencees.

JeviensdoncvowsprierdevouloirBienluiaccorderdequitter1'ecolele24courant.

Veuillez,Monsieur,agreer1'assurancedemaparfaiteconsideration.
け マラ

Correspondantdeelevesjaponais

Irie.

(1873年12月21日,パ リにて

私 の 同胞成 島氏 に戴 きま した お世話 に対 しま して,心 か らお礼 申 し上 げ ます 。事 情 に よ り,彼

は近 く帰 国 す る こ とに な りま したが,フ ラ ンスで始 め ま した勉学 を成 し とげるた め,い ず れ又 も

どって くる もの と存 じて お ります 。

それ故,今 月 の24日 付 を もって貴 校 を退校 させ て戴 きます ことをお認 め下 さい ます るよ う,お

願 い 申 し上 げます 。

日本人 留学 生 総代(監 督 者)

入江)

10.

MonsieurleDirecteurde1'institutionMassin,
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L'eleveYama-koutiaetedepuisle4DimanchechezsonancienDaimiopourluiservirentrepre-

te,etitentreaujourd'huimercredi.

Agreez,MonsieurleDirecteur,recevoir1'assurancedemessentimentslesplusdistingues.

le7mai73.

Correspondentdeselevesjaponais

Irie.

(Massin学 院 の 院 長 先 生 へ 。

貴 校 の 生 徒 山 口 君 は,4日 の 日 曜 日 か ら,彼 の 旧 藩 主 の と こ ろ に 通 訳 と して 出 む い て お り,今

日 水 曜 に 戻 り ま す の で,御 通 知 申 し上 げ ま す 。

73年5月7日 。

日 本 人 留 学 生 総 代(監 督 者)

入 江)

11.

MonsieurleDirecteur,

J'aiPhonneurdevousconnaitrepersonnellementaujourd'hui,etj`aileplaisirdevoirMonsieur

Yamagoutsietreelevede'institutiondirigeeparvousitestBiencontentetpartantjelesuisaussi.

Maiscommelen'aipasl'habitudedeparlerlefran曾ais,jenepeuxpasvouscommuniquerma

pensee;voiciuneconversationecritequienfaisantlajonctiondemabouchemontrelebutde

1'etudedemonsieurYamagoutsi.

Leseleves3aponaisaPariss'attachantchacuna1'etuderespective,itTautqueMonsieurYamago-

utsis'occupeparticulierementdelascience:mathematique,physique,chimie,dessin,etc.11fauty

ajouter1'etudedelagrammaireffangaise,maisilnefautpasperdreletempsdanslalitterature,qui

n'estpasdelapremierenecessitepourlui;lagrammairefrangaiseparcequ'ilfautbienapPrendre

deparlerpoursuivreplusfacilementlescoursdelascience,nonpaslalitteratureparcequ'ilestim-

possiblededevenirunbon6crivainenf士angais,c,estcequin'estpasdeladomainedesesetudes.

rlestintelligentetinfatigable,j'esperequ'ilfasserapidementdesprogresdanslascienceetqu'il

softbientotaccueilliBans1'ecolecentrale.Pourluifaireatteindreceresultat,veuillez,Monsieur,

vousBonnerbeaucoupdepeine,jeprendslalibertedevousenprier.

Irie.

(院 長先生

小生,本 日,個 人的にお手紙 を差上 げます ことを光栄 と致す ものであ ります。 さらに,山 口氏

が ご貴殿の ご指導 な さる生徒であることを喜ぶ ものでございます。彼 も又その ことを大変喜んで

お ります。

しか しなが ら,小 生は普段 フランス語で話 しをす る習慣 を もちませんので,小 生の考 えてお り

ます ことを口頭 にて述べ る ことが出来 ません。それ故,山 口氏の勉学 の目的にっ いて小生がお話

し致す用件 を手紙 に してお伝 えする次第です。

パ リ在住の日本人留学生 は各々 自分の専門の研究を致 してお りますが,山 口氏 は特 に理学 を専

攻致 してお る者で ございます。 すなわち,数 学,物 理,化 学,製 図等 々で あ ります。その為 には
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仏文法 も必要ではあ ります が,彼 にとって不用で あると存 じお ります文学 には時間 をか ける必要

はないと存 じます。

理学の講義 を受 けやす くす るためには,話 し方 を習得す る必要が ございます し,仏 文法 は当然

な ことに大切なのであ りますが,フ ランス語の文章家(作 家)に な るのではないのですか ら,文

学 の講義 には彼 に とって必要 とは思 われ ません。 まった くこれは彼の研鐙領域には入 っていない

ことであると存 じます。

彼 は頭脳 も明晰です し,そ の上,努 力家で もあ ります ので,理 学方面 に早 い進歩 を示 し,や が

ては,エ コール ・サン トラールに入れて もらえることを小生 は希望致 す ものであ ります。

彼が この目的を達成で きますよ う,何 卒 よろし くご指導 の程,お 願 い申 し上 げます。

入江拝)

12。

Paris,le6Janvier1874.

Monsieur,

J'apprendesparlalettrequevowsm'avezfait1'honneurdem'adresser,que1'eleveChimizouse

trouvedapsunetristepositionenobtenantdesnotesregrettablesasesexamens,etjevousremercie

devotreConseilpoursonint6rξit.

Jemepresenteraissurlechapavotrebureaupourm'informerendetaildesasituation,maispour

uneindispositionjenepeuxpasvowsvisiterpourcemoment-ci.Eninterrogeant1'eleveChimizou

etpuffs1'eleveYamadajesuisconvaincuquelebonconcoursd'unrepetiteurestnecessairepourla

situationactuelledeChimizou;maisamongrandregretc'estabsolumentimpossibledeluiaccorder

desfraisexceptionnels.Parconsequentitdoubleraseseffortsetferadesonmieuxmaiss'ilnepeut

pasparveniraameliorersasituationelsetrouveraclasseparmilesimpuissantssansseplaindreparce

quec'estacausedesapropreincapacite.

Agreez,MonsieurleDirecteurdesetudes,1'assurancedemessentimentslesplusdistingues.

Lecorrespondantdeselevesjaponais

Irie.

(拝 啓1874年1月6日,パ リ に て

貴 殿 か ら戴 き ま し た お 手 紙 に よ り,Chimizou君(1① が 試 験 の 成 績 が 悪 く,困 っ た 状 態 に あ る こ と

が わ か り ま し た 。 彼 に 関 し て の,ご 貴 殿 の お 知 らせ に 対 し厚 く お 礼 申 し 上 げ ま す 。

彼 の 様 子 を 詳 し く御 伺 い 致 す た め 参 上 す べ き 所,小 生 の 身 体 の 具 合 が お も わ し く な く,現 在 の

所 う か 団 え ま せ ん の が 残 念 で ご ざ い ま す 。

Chimizouと 山 田 の 両 君 に 事 情 を 聞 き 覧 し ま し た と こ ろ,Chimizou君 は 補 習 を 受 け る べ き

だ と い う こ と が 判 り ま し た 。 し か し 残 念 な が ら彼 に 特 別 に 授 業 料 を捻 出 致 す の は 不 可 能 で あ り ま

す 。 し た が っ て,彼 は 今 ま で の 倍 も努 力 を し,自 己 の 最 善 を っ く し た 上 で,そ れ で も 尚,成 績 が

向 上 し な い 場 合 に は,ど う ぞ 落 第 に さ せ て 戴 い て 結 構 で ご ざ い ま す 。 彼 自 身 の 実 力 不 足 な の で す

か ら,仕 方 が な い こ と と 存 じ ま す の で 。

敬 具

校 長 先 生 へ

日本 人 留 学 生 総 代(監 督 者)

入 江)



100

② 日本紹介の文章

1

Paris,18juillet72.

Monsieur,

J,aireguvotrelettreparlaquellevousvoulezmefairel'honneurdem'accorderunentretien
,

mailjenesaisjouircesplaisirsparcequejeneparlelefrangaisquetiespeu.Jevaiscependantvous

repondreenecrivant,ilvousfaudraitBiendepeinededevinercequejedisparcequejenepeux

pasnonplusbienecrireenfrangais.

L'etatdelamedecinejaponaisestencoreenchaos.Depuisquelquesdizainesd'anneeslesmede-

GinsHollandaisontinitieauxJaponaislamethodemedicaleeuropeenne,quiresteencoreimparfaite .

Jen'airienavowsdonnerdesenseignementssur1'etatdelamedecinejaponaisparcequecen'est

pasassetdeveloppe.

Veuillezagreer,Monsieur,1'assurancedemessentimentslesplusdistingues.

Irie.

aM.ledocteurEntrieux,medecinmilitairebelge.

(72年7月18日,パ リ に て

拝 啓

御 手 紙 拝 見 致 し ま し た 。 あ な た と 御 話 出 来 る こ と は 大 変 うれ し く思 い ま す が,フ ラ ン ス 語 を ほ

ん の 少 し し か 話 せ ま せ ん の で こ の 喜 び に 応 ず る こ と が 出 来 ま せ ん 。

そ こ で 書 面 に よ り御 返 事 を 差 上 げ ま す 次 第 で す 。 な お,フ ラ ン ス 語 を 書 くの も上 手 に 出 来 ま せ

ん の で,判 読 し に く い と は 存 じ ま す が,私 の 云 わ ん と致 す こ と を 適 当 に 御 想 像 願 わ し く存 じ ま す
。

さ て,お 尋 ね の 日 本 の 医 学 の 状 態 は,い ま だ 混 沌 と 致 し て お り ま す が,数 十 年 前 に オ ラ ン ダ の

医 者 が 我 国 に 西 洋 医 学 の 方 法 と 申 し ま し て も ま だ 不 完 全 で は ご ざ い ま す が,を 導 入 致 し

た もの で あ り ま す 。

私 は 我 国 の 医 学 の 現 況 に つ い て,あ な た に 御 教 え致 す 何 も持 た な い の が 残 念 で な り ま せ ん 。 そ

れ が 未 開 発 の 状 態 に あ り ま す の で,何 卒 お 許 し 戴 き た く存 じ ま す 。

敬 具

入 江 よ り

ベ ン ギ ー 陸 軍 々 医,Entrieux殿)

2.

Monsieur,

Vousdesirezquejefassequelqueobservationsurle」Do-】1∂dontunfrangaisvousademand6

1'explication;rienn'estplusfac皿emaisganesepeutdiresansrire.

Avantdecommencer1'explicationjefaisenpassantunepetitenotesurI'etymologie.Cesdeux

motsjapono-chinoisDo,laterre(element),etYo,fairefonction,s'emploientvulgairementchezles

Japonais,mais1'origineenestlesmotschinoisDo-Wau();Do,laterreetWau,etrepuissant,je

lestraduiraisenfrangais:lapresidencedelaterreparcequeleDo-Yosignifie1'epoqueduplein
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pouvoirdelaterre,elementpersonnifie.Ainsidirait-onquelepresidentduprintempsestlebois,

celuidefeteestlefeuetc.Caveutdirequelescinqagentsdirigentlesphenomenespendantleur

presidencerespective.

Envoici1'explicationsommaire.LesanciensChinoisadopterentlescinqelements.

(あ なたが 聞か れた 土用Do・yoに つ いて 説 明致 します 。 非常 に簡 単なこ とで,ま ことに御笑 い

草 なの です が。説 明 を致 す 前 に語 源 につ いて ち ょっ と述 べ て お きた い と思 います 。土 用 とい う 日

・支語 は ,土(元 素)と 用(役 をす る)か ら成 って お り,我 国で は一 般 に用 い られて い る もの な

の です 。'

しか し,も と もとはDo・Wauと い う支那 語 で,Doが 十,Wauが 強 い とい う意 味 で す ので,フ

ランス語 で云 えば 「土 の 支配 期 間 」,すなわ ち 「擬 人 化 され た元 素 ・土 が力 に満 ちて い る時 期 」 を

示 して い ると申せ ま し ょ うか 。

この よ うに春 の主 が木,夏 の それ は火 …。 す なわ ち,5元 素が 自分 の 支配期 間 に全現象 をっ か

さ どる ことを意 味 して い る と云 え るのです 。

以上 が ご ぐ簡 単 な説明 な の です が,古 代 の支那 人 は この5元 素 を物 事 のす べて に適 用 させ て い

た もの です 。)

③ 東洋学者会議での講演

1

M.IRISFUMIO(Japon):Ilya,dansmonpays,deuxopinionsdifferentesausujetdelapro-

nonciationgodescaractereschinois(go-won).

LesunsdisentqueIegouvernementjaponaisfitvenir,en1'annee306dePereeuropeenne,des

tisseusesd'unecertaineregiondelaChineappelee呉Go;etquecesouvrieresrepandirentau

Japonlaprononciationdeleurpays.OrGoetait1'endroitqu'onappelleaujourd'huiNanking.

LesautresdisentquelesreligieusesdeGosontvenuesauJaponcommemissionnairesduboud-

dhisme,etqu'ellesontenseigneauJaponleurprononciation.

LeGoetaitunpaystres-peupleettres-florissant,dontlacapitaleetaitunevilledescience,de

commerceetd'industrie.Leshabitantsdisaientquelaprononciationde漢 、Kanetaitunpatois,

etlepeupleduNordsoutenaitlecontraire;c'etaitcommeladifferencedeprononciationquiexiste

entrelemidietlenorddelaFranceancienne.Et,depuis,leKan-won1'emporta.

Danslestranscriptionsphonetiquesdelivresbouddhiques,ontrouvebeaucoupdesonsdeGo

quicorrespondentmieuxquelaprononciationdeKanauxmotsprimitifsindiens.

QuelquesmotssontprononcesauJaponsuivantlaprononciationdeTau.Ainsi明,comme

nomdedynastiechinoise,neselitpasmeinirnyau,mailmin;exemple:明 の 代Minnoyo

<<lesregnesdesMing>.

(Prononciationjaponaisedessigneschinois.P.P238～239)



 102 

2. 

  M. IRIE (Japon): Plusieurs membres du  Congres ont bien voulu appeler mon affention sur quel-

ques documents chinois relatifs au Japon, et ils m'ont signale, entre autres faits errones que ren-
ferment ces documents, une phrase en quelque sorte stereotypee que 1'on rencontre au debut de 

tous ces documents, lesquels d'ailleurs, sont des copies les uns des autres . Dans cette phrase, it est 

dit: < L'empire du Japon est le pays de Wa-do de l'antiquite; ses souverains prennent Wau 

pour leur nom de famille. > Ce passage a souleve, avec raison, des doutes dans l'esprit de notre 
savant president, M. Leon de Rosny, et c'est sur son invitation que j'ai l'honneur de vous commu-

niquer les explications suivantes: 

  Wado signifie les esclaves de Wa. H Wa est un nom du Japon dont on se sert dans les mots 

composes, et les Chinois y ont ajoute le mot do qui veut dire << esclaves. > Cette denomination 

derisoire se trouve, pour la premiere fois, dans l'histoire des premiers Han (cinquieme dynastie de 

la Chine). Orgueilleux de leur civilisation plus avancee que celle de leurs voisins, les Chinois ont 

donne ce sobriquet aux Japonais, parce qu'alors les Chinois regardaient tous les etrangers sans ex-

ception comme des barbares, des étres inferieurs et meme presque des animaux. 

  Voice la verite: 

  La maison de l'empereur du Japon n'a pas eu de nom de famille. Suivant la tradition nationale, 

on n'avait pas besoin du nom de famille pour la maison mikadoyale, car le noms de famille, ayant 

pour effet de distinguer les familles les unes des autres, ne sont utiles que quand it s'agit de plusieurs 
familles, soit simultanees, soit successives; or it n'y a au Japon qu'une seule dynastie << issue du 

Ciel >, qui ne doit jamais subir de changement, comme it y en a eu souvent ailleurs et surtout en 

Chine. En effet, une seule et méme famille imperiale a dure sans interruption et dure encore depuis 

son fondateur Zinmu, 660 ans avant Jesus-Christ, jauqu'a nos jours. 

Il est d'usage au Japon, depuis les temps recules, que tous les enfants d'un mikado, excepte le 

prince hereditaire (taisi), prennent le titre Wau qui s'ajoute apres leur nom individuel. Ce pri-
vilege est accorde jusqu'a leurs cinquiemes descendants, et les sixiemes n'ont aucun titre. Mais it y 

a les quatre maison de Sin-wau << prince du sang > qui conservent leur titre hereditaire et peuvent 

monter au trone si le mikado meurt sans laisser d'enfant male. 

  C'est pour cela, it me semble, que l'auteur chinois des documents en question s'est trompe en 

prenant Wau pour le nom patronymique de la maison souveraine du Japon.

(Les Peuples etrangers connus des anciens Chinois. p.p 375 — 377.)

[aI) 

(1) "Congres international des Orientalistes" (Paris-1873) laga 41,-c (-^t: t 0-C &)  
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岡田丈太郎 のことである。

長谷部仲彦(工 学専攻)。

榎本彦太郎(鉱 山学専攻)。

山口彦次郎(農 学専攻)あ るいは同健五郎 「鉱山学専攻」のいずれかと考 えられるが,お そらくその専

問分野から推測して後者 ・山口健五郎であろうと思われる。

「留学生名簿」の住所欄にMassin学 院内とあるので,山 口健五郎であることに間違いないであろう。

lI」田虎吉のこと。

栗本貞次郎。

清水金之助のことであると思われる。
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第1章 山本松次郎の生涯

長 崎における最初の フランス語学習 が,文 化5年

(1808)2月,6名 のオランダ通詞達 によって開始

された ことは,す でに記述 した通 りで あるOI1)ただ残

念な ことに,こ の勉学はその後 中断す ることを余儀

な くされたが,慶 応元年(1865)8月,済 美館(明

治元年 より広運館 と改称)に おいて,再 開 され る運 、

びとなった(2)

その時代 に,こ の学問所 で,フ ランス語の教育 を

受 け,後 に同校で教鞭 を執 った者 に山本松次郎がい

るが,こ の人物 に関 して は専門家の間で も,幻 の フ

ランス学者 と呼ばれて久 し く,そ の業績 もまった く

明 らかにされて いなかったのである。

しか しなが ら幸運な ことに,彼 に関す る文献 とし

ては最高の ものと言 うべ き貴重 な資料 を,そ の直系

の方 か ら入手す ることが出来た。 そこで,こ の資料
(山本松次郎)を手掛 として

,地 方の代表 的なフランス学者が,明

治 日本の近代化が進行 して い く過程で,如 何 に時流 に対応 し,さ らに洋学者 としての役割を果 た

していったか を,こ こに述べてみたい。

従来,日 本仏学史の研究 がやや もすれば,東 京 旧幕時代の江戸 を含めて一 を中心に活躍

した フランス学者 に,焦 点 をあて過 ぎる嫌 いがなか った とは言 えない。 これでは,学 問分野 とし

てかな り片寄 った ものに陥 る危険性 も存在す ると思われ るので,そ の点か らも,こ の小稿が,上

記 の欠点 を幾分で も補 うことが出来れ ばと願 うものである。

なお,山 本松次郎 に関す る資料は,か な りの分量 にのぼ り,そ れ も当時の洋学者 によ く見 られ

る傾 向として,フ ランス語 は勿論の こと,ド イツ語,英 語,さ らには漢学の領域 にまで及ぶ とい

うものなのである。 それ故,こ こで,そ の総てにつ いて触 れることは,紙 数の上 か らも不可能 な

ことである。そ こで,本 稿で は,フ ランス語関係の もののみに限定 して,報 告せ ざるを得なか っ

た ことを付言 してお く。

1.生 い立 ち

山本松次郎(3)は,彼 自身 の筆 になる 「晩翠慶歴」 によれば,弘 化2年(1845)1月15日,長 崎

表 の紺屋町12番 戸 において,山 本晴海(4)の第5子 として誕生 している。

嘉永3年(1850)1月,松 次郎が5歳 の時,父 ・晴海が江戸町で開塾 していた私塾 ・柿蔭古屋

において,は じめて教育 を受けた。 その教育 は,当 時の伝統 的な教育方法 にしたが って,漢 籍の

入門書か ら開始 している。

さらに,安 政2年(1855)1月 か ら,同5年(1858)7月 まで,す なわち,11歳 か ら14歳 まで,

東築町の志方民助,お よび,そ の子であ る俊三の私塾において習字 を学 んでいる。傍 ら,柿 蔭古

屋 に も通 って,漢 学 を研鐙 しているが,そ の進歩 は目覚 ましく,四 書 の輪講 に加 わった り,詩
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文 の添削 などを受 けるまで に上達 した。

なお,松 次郎 は今 まで修業 して きた漢学 を廃 して,万 延元年(1860)1月 か ら,医 学 および蘭

学の学習 を始 めることにな ったが,そ れ も,時 代の流れが急速 にその速度 を早 め,本 格的な洋学

時代 に入 って いたか らなのであった。 と きに松次郎16歳 の ことであ る。師匠 は,諏 訪 町に居住 し

て いた,大 村藩医 ・村瀬杏庵 であ り,彼 の私塾 でオランダ文法(5)および,医 学 の講義を聴 いてい

る(6)0

文久2年(1862)3月 か ら,同 年9月 までは,オ ランダ語 を専門に勉学 をす る必要上,大 村藩医

・長与専斎の外浦町 の私塾 で句読 を受 けた。傍 ら,村 瀬杏庵の塾において もオランダ文法の輪講に

加わ って いる。 さらに,こ の年の9月 か ら,同3年(1863)4月 まで,長 与専斎 に従 って大村藩

城下の片町に行 き,そ こで,「荷蘭学校読本」,「格致問答書前篇」な どの翻訳 に関す る指導 を受 けて

い る。 また,同 年5月 か ら,元 治元年(1864)3月 に至 る期間は,広 島藩加茂郡仁方村戸田の医

者 ・三刀玄寛 につ いて,訳 読 の指導 を受 けることになったが,オ ランダ語に もよ うや く精通 して

きた松次郎 は,そ の語学力 をおおいに発揮 して,す るどい質問を発 してい(70)こ の年,20歳 にな

っていた松次郎 は,は じめて九州 の地 を離れて遊学 をし,大 阪堂島の大村藩邸 に寓居 して,緒 方

郁蔵 について物理学 を学 んだのである0(8)元治元年の3月 か ら4月 の ことである。

蘭学 をさらに極めよ うとす る彼 の気持 は,よ り一層の探究心 を彼 に与えることになる。すなわ

ち,同 年8月 か ら慶応元年(1865)7月 までの約1年 間の修学 もその一例であろ う。

長崎の小島郷 にある近代的な医学校 において,御 雇教師 ・勃度英(9)よ り内科学,眼 科学,外 科

学 の講義 を聴 き,さ らに,同 校 の塾長 であった,佐 賀藩医 ・水町三省,お よび,相 良弘庵 の両名

につ いて,訳 読の指導 を受 けている0(10)

2.フ ラ ンス語 の学 習 歴

さて,山 本松 次 郎 が,お お くの フランス学者 がそ うして来 た よ うに,い つ 頃 か らオ ラン ダ語 お よ

び医学 を廃 して,フ ランス語 の学 習 に入 った の であ ろ うか 。r晩翠慶歴 」 は記 して い る。

「慶 応元 年八 月十 五 日 ヨ リ同三 年 十月 下旬(即 チ維 新 ノ際)二 至 ル迄 ハ(佛 朗 須 学専 修 ノ為 メ

蘭 学 及 ヒ医 学 ヲ廃 シ)本 県 本 区新 町 ノ済美館 二就 テ御 雇 教師 ペチ ジ ャン氏(1㌧ イー ゲ氏 吻及 ヒ佛

語教長 平 井希 昌氏(13)教員亡 志築 龍 三郎 氏 ヨ リ尋 常教則(メ トー ドフ ワ ミリエ ール著述 者 ノ姓 名 ハ

忘 レタ リ)エ フペ ー ベ社 編輯 ノ佛 朗須 文 源(ガ ラメー ル,フ ラ ンセ ー,エ レマ ンテ ール)等 ノ句

読 ヲ受 ケ,ノ エル氏 シ ャプサ ル氏 ガ佛 朗須 文 典(ヌ ー ウ ェル,ガ ラ メール,フ ラ ンセ ー),コ ル タ

ンベ ル氏 ガ近 世地 理 小程(ペ チ ー,ク ール,ズ,ヂ ョーガ ラフ ィーモ デル ン)ブ ー ド,ズ,モ ン

ウエ ル氏 ガ化 学告 示(ノ シ ョン,ズ,シ ミー)等 ノ疑 義 ヲ質 ス。

明治 元年正 月十 五 日 ヨ リ同四 年 十二 月廿 四 日二至 ル迄 ハ本県 御 雇教 師 フル ベ ッキ氏 〔14)ヂュ リー

氏(15)二本 区 旧西邸跡 広 運 館 二就 テ ブー ド,ズ,モ ン ウエ ル氏 が理学 告示(ノ シ ョン,ズ,フ ィジ

ク)ヂ ェ リー氏 が神代 小 史(ペ チ ー,ク ール,ヂ ス トアー ル,ユ ニ ウ エル セ ン)上 古 小 史(ペ チ

ー ,イ ス トアール,ア ンシ ャン)申 世 小 史(ペ チー,イ ス トアール,モ イヤナーヂ)近 世 史(イ ス

トア ール,タ ンモ デル ン)及 ヒエ フペ ーベ社編 輯 ノ教戯 読 本等 ノ疑 義 ヲ質 ス。

同年 同月 廿 五 日 ヨ リ同 五年 三 月廿 三 日二至 ル迄 ハ大浦 居留 地 ノ橋 畔 二寓 居 スル佛 国 陸軍 士官 ド

ー フ ィン氏 二就 テー世 那北 列 翁氏 ノ兵 法 及 ヒ意 見書(マ キ シー ム
,ズ,ゲ ール,エ,パ ンセ ー,

ズ,ナ ポレオンプレ ミエール)三 世那 北列 翁氏 ガ北部独逸 同盟 国 ノ兵 制 告示(ノ ッ ト,ロ ル ガニ サ

シヨン,ミ リテール,ズ,ラ コン フ ェデ ラシ ョン)ノ 疑 義 ヲ質 ス。」
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欝叢}
たが,病 気 のた め出仕す ることが出来なか った。

翌年の明治4年(1871)6月 には,1等 句読 とな り,松 次郎の語学力 はおおいに認 め られたが,

同年12月 に広運館変更 の為,職 を辞 さねばな らな くな った。その後 は,直 接 フランス語 を教 える

機会 にも恵 まれず,明 治5年(1872)の ある時期 には,日 見村里 正兼戸長 なども申付 けられてい

る。

明治7年(1874)2月 か ら,司 法省翻訳課 において14等 出仕に補せ られたが,何 故か司法省で

の勤務 は松次郎には適 さず,翌 年(1875)の11月4日 には依頼退職 してい る。 これ も,「人 と為 り

卒直謹厳人 を禅 らず,言 行 世人の意表に出つ るもの勘 か らず往 々碕人 を以て称せ らる,さ れば直

言 を以て時 に上司 と合 はざれ共敢て意 に介せず」1のの故でで もあったのであろ うか。

その後,以 文会社新聞の編集 をした り,脩 立社産業雑誌の編集長 をしていたが,明 治11年(18

78)10月,恩 師 ・平井希 昌の招 きによって上京 し,明 治政府の為 にフランス語書 の翻訳 などを し

たが,病 気 によって帰郷せね ばな らなかった。明治13年(1880)5月,よ うや く松次郎は教育職

に任ぜ られることになった。すなわち,「 嘱長崎県 師範学校助訓之任,月 俵金十 円交 附候事,長 崎

県」,がそれであ る。同15年(1882)に は,同 校の2等 助教諭 とな り,さ らに16年(1883)に は,

1等 助教諭 に任ぜ られたが,明 治19年(1886)4月1日,依 願免本官 とな った後 は再 び出仕せず,

すでに開塾 して いた楽山家塾(漢 学塾/l8)の経営 に専 念す る ことにな った。傍 ら,東 山学院,お

よび,羅 旬学校 などに も出講 していたが,明 治35年(1902)1月4日,故 郷 ・長崎の地でその生

涯 を閉 じたので あった(墓 所 は同市内の皓台寺である)。時 に57歳 であ った。

山本松太郎 の語学 に対す る才能,さ らには,そ の人的関係を考慮 に入れるな らば,明 治政府 の

もとでの活躍 を当然期待 され るが,健 康 に恵まれず,長 崎の地か ら出 られ なかったのは,残 念 な

ことであった。

〔註 〕

(1)拙 稿rLesoriginesder6tudedufrangaisauJapon」(創 価 大 学 文 学 部 論 集,第4巻 第2号)参 照 。

(2)『 増 補訂 正 ・幕 府 時 代 の 長崎 』(名著 出版,P.220)
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(3)松 次 郎 は通 称 で あ り,諦 は良 木,又 は晴 茂,後 に は貞 幹 。 さ らに,霞 松,鶴 湊,藍 水訳 史,火 州 後学,

観 瀾 舎 な どの 号 が あ った が,晩 年 に は晩 翠 と号 して いた 。

(4)通 称 清 太 郎 。 名 は逸,字 は無 逸,秋 村,又 は淡 斎 と号 した 。45歳 の時 か ら晴 海 と改 め た 。

文 化 元 年12月17日,長 崎 奉 行 組 下,船 番 職 ・ 竹 内 良 太 夫 の 長 子 と して誕 生 した が,成 長 した 後,西 洋

流砲 術 を高 島 秋 帆 に,儒 学 を広 瀬 淡 窓 につ い て学 ん だ 。30歳 の 時 よ り私塾 を開 い て 子弟 の教 育 を して い

た が,慶 応3年2月15日 残 す 。64歳 で あ った 。

(5)「 晩 翠 慶 歴 」 に は,「ラ フゲ ス氏 等荷 蘭 文 典(ネ ーデ ル ドイツ,ス ペ ラー ク,キ ュ ンス ト)ノ 句 読 ヲ受 ケ」

とあ る。

(6)同 上 。「・・…合 信 氏 が訳 ス ル 所 ノ内科 新 説 婦 嬰 新 説 全 体新 論 博 物 新 編 及 ヒ緒 方 洪 庵 氏 力訳 ス ル所 ノ病 学通

論等 … … 」C

(7)使 用 した教 科 書 は,「イ ソ ー ル ヂ ン グ氏 ガ著 ス所 ノ理学 提 要(原 名 ハ之 ヲ忘 ル)及 ヒウエ ー ラ ン ド氏 ノ生

理書(メ ンセ ン,ナ チ ュー ル レー ル)」で あ った 。

(8)同 上 。 「蘭 人 某(姓 名 ハ之 ヲ忘 ル著 ス所 ノ物 理 易 知(ナ チ ュー ル,ケ ン ニ ス)」。

(9)Bauduin,AntoniusFranciscus.オ ラ ン ダ人 。

⑩ 使 用 教 科 書,「カ ン ス タ ッ ト氏 力著 ス所 の治 療 書(ヘ ネ ー ス,キ ュンデ)及 ヒワ フ ネル氏 ガ化学 書(シ ケ

ー キ ュン デ)」。

(11)BernardT.Petitjean.フ ラ ンス人 。

(12)不 詳 。

(13)通 称 義 十 郎 。天 保10年,長 崎 に生 れ る。 唐通 詞 をへ て 後 に通 弁 御 用 頭 取 とな る。維 新 後 は明 治 政 府 に出

仕 して 大 政 官 大 書 記 官 にす す ん だ 。 さ ら に,弁 理 公使 と して ア メ リカに駐 在 した が,明 治29年 に没 した 。

訳 書 に,『万 国公 法 』が あ る 。

な お,中 江 兆 民 も弟 子 の一 人 で あ り,「慶応 元 年,兆 民 は そ の学 才 を認 めた 細 川 の推 薦 で,英 学 修 学 の

た め に,藩 の留 学 生 と して,長 崎 に お く られ た 。彼 は こ こで は じめて 平 井 義 十 郎 につ いて フ ラ ン ス語 を

学 ん だ 。」(桑 原 武 夫 編,『中江 兆 民 の研 究 』,岩波書 店,P.24>

(14)GuidoFridolinVerbeck.ア メ リカ人(オ ラン ダ系)。

(15)

(16)

(1の

(18}

LeonDury.フ ラ ン ス人 。

「1869年(明 治2)12月 ,フ ラ ンス留 学 準 備 の た め に,北 山 望 一 郎 と名 の って 長 崎 に遊 学 し,広 運館 に

入 学 した 。 それ か ら,渡 仏 前 の お よ そ1年 の 間,ジ ュ リーや 名 村 泰蔵,山 本 松 次 郎 か ら フ ラ ン ス語 を学

ん だ。」(重 久 篤 太 郎著,『お 雇 い外 国 人(教 育 ・宗 教)』,鹿 島 出版 会,P.121>。

『長 崎 県 人 物 伝 』(長崎 県 教 育 会 編) 。...633--634。

「楽 山家 塾 名 簿 」 に よれ ば
,入 学 を希 望 す る生 徒 の 中 に は,わ ず か 数 名 で はあ るが,フ ランス学 を修 学 す

る もの もい た こ とが,判 明 した 。
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第2章 辞書の解説

1.「 佛 語 荘 嶽 ・其 之 一 」

「佛語荘 嶽」 には同名の字書が2冊 ある一一仮 りに其之一,お よび其之二 とす る一 が,そ の

内容が異 なるので,別 種の書 と して解説 をす ることにす る。なお,ど ちら も部門別分類による和

仏字典であるが,出 版 されなか ったが為に,こ の草稿がいっ頃執筆 されたかにつ いては,明 らか

で はない。

「佛語荘嶽・其之一」は,青表紙,左 袋綴 の和装1冊 本である。 縦20.6セ ンチメー トル,横13.3

センチメー トルの寸法で,紙 数 は墨付丁数 が98丁 か らなっている。題籏 は 「佛語荘嶽」と記 され

てあ り,見 返 しには 「佛語類選,鶴 湊 山本松晴茂編述」 と朱書 されている。

さらに,記 述の便宣上,同 稿 の構成 内容 に関 して,1頂 をお って紹介 して みると,次 の通 りであ

る。 ・

一瞥す ると,ま ず最初 に気づ くことは,一 種 の発音の部 「佛語荘嶽」では,母 韻,子 韻 さ

らに合韻 というよ うに分 けて いる一 と も言 うべ きものに,30丁 もの紙数 を費 してい るのが目に

っ くところであ る。

さて,い よいよ この字書の内容につ いて触れ ることにな るが,詳 細 に検討 した結果,次 の こと

が判明 したので,以 下に報告す る。

なお,原 文 では最初に フランス語が書かれ,後 に日本語 という順序になって いるので,一 見す

ると仏和字典のよ うに思 われ る。 しか しなが ら,こ の字書で使用 された フランス語の単語,お よ

び,日 本語のみが記入 されてあって,そ れに相当す るフランス語が配置 されていない例 などか ら考

えて も,前 述 した よ うに,和 仏字典であ ることは間違いない ところで あろ う(記 述 の都合上,本

稿で は,日 本語 を最初 に記 し,次 にフランス語 という順序 にか えた。 さらに,()は 筆者が付 し

た もので あるが,こ れは原文 にお いて空欄 を示す ものであ る)。

「名 辞 類」 (地理部) 64語

(天文部)

陽

月

雨

月

星

雲

風

霜

夕

満

梅

寒

北

64語

lune,f

etoile,f

nuage,m

vent,m

geleeblanche,()

()

plainelune,()

()

froideur,f

nord,m

坊

路

角

街

道

方

山

海

湖

洋

港

江

浜

(神仏部)

rue,f

chemin,m

region,f

montagne,f

mer,f

lac,m

ocean,m

port,m

golfe,f

ravage,m

64語
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思

神

神

神

人

士

王

正

力

堂

典

政

軍

農

天

仙

法

僧

乞

天

古

細民砥

婆

婦

女

女

人

夫

人

民

郎

子

老

壮

少

童

市

征

夷

頑

冶

孤

細令塒

時

時

刻

分

半

朝

夕

午

子

暁

昏

一

一

一

四

鮒態値

賂

儀

賄

謝

themis,{)

mars,m

Ceres,()

ange,()

ノ ユ

genie,m

Pape,m

cardinal,m

chretien,m

paradis,()

bible,f

64語

vieillefemme,f

()

jeunefemme,f

fille,f

bourgeois,()

voyageur,m

barbare,m

sauvage,m

,oueur,m

orphelin,()

76語

matin,(}

soir,()

midi,()

minuit,(}

aurore,f

brune,f

uneheure,()

uneminute,()

uneseconde,()

unquartd'heure,{)

64語

cadeau,m

reconnaissance,()

業

戯

課

作

問

転

売

礼

職

遊

日

夜

学

耕

商

婚

細術瞠

部

抵

量

数

道

法

術

術

糖

油

解

分

測

算

政

兵

砲

医

制

造

剖戯遊

弟

妹

子

子

子

女

従

従

男

孫

舅

姑

夫

妻

養

養

調爵値

頭

長

使

使

地

街

勅

給

travail,m

amusement,m

tache,f

elucubration,f

science,f

agriculture,f

commerce,f

manage,m

64語

anatomie,f

chimie,f

geometrie,f

arithmetique,f

politique,f

artmilitaire,()

artillerie,()

artdeismedecin,e,m

()

()

64語

cousin,()

cousine,()

創s,()

petitfill,()

beau-pere,m

belle-mere,f

epoux,{j

spouse,()

()

()

63語

baron,()

echevin,()

ambassadeur,()

echanson,(}



太史

訳師

門吏

元帥

副将

按針役

secretaire,()

trucheman,m

portier,m

general,m

colonel,m

piiote,()

(職業部)

士

夫

師

士

師

師

工

官

武

農

工

儒

医

巫

僧

馬

画

史

(才徳部)

仁

義

礼

楽

孝

信

徳

智

勇

善

64語

militaire,m

cultivateur,()

ouvrier,m

philosophe,m

docteur,()

apotre,m

pretre,()

piqueur,m

peintre,m

historien,m

64語

grace,f

raison,f

compliment,m

musique,f

piete,f

amitie,()

vertu,()

genie,()

courage,m

bonte,f

(身体部)

頭

顔

額

頬

顎

肩

64語

fete,()

visage,()

front,()

joues,()

machoire,()

epaules,()

背

胸

腹

足

dos,m

poitrine,()

ventre,()

pied,m

(性情部)

神

塊

命

力

質

慮

断

的

忘

痛

精

魂

性

気

性

思

決

目

遣

心

(疾病部)

痛

痛
…
痛

日
日

傷

痢

断
撒
悸

自
心

頭

腹

歯

寒

火

熱

下

咳

動

喘

64語

esprit,{)

ame,{)

vie,()

force,f

caractere,{)

pensee,(}

jugement,()

but,m

oublie,m

chagrin,()

63語

maldetete,()

maldeventre,m

maldedents,m

rhume,()

brulure,()

fievre,f

coursdeventre,()

toux,f

palpitation,()

asthme

(運命部)

得

失

貴

富

貧

誉

大

小

64語

gain,{)

perte,()

dignite,()

richesse,f

pauvrete,f

renomrnee,()

grandeur,f

petitesse,f

111
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寧

生

康

誕

(宮室部)

抵第

舎館

政所

官府

会所

鍛府

銀座

旅館

両替屋

旗亭

(衣服部)

服

領

袋

袋

巾

飾

飾

軍

風

袴

手

足

冠

帯

手

首

腕

(飲食部)

草

酒

酒

酒

酒

肉

肉

茶

咽

米

麦

白

紅

麦

焼

塾

爽

sante,()

naissance,f

64語

palais,()

hotel,()

courdejustice,()

hoteldeville,()

college,m

usine,f

monnaie,{)

auberge,()

banque,f

restaurant,m

64語

habitd'uniforme,()

cravate,()

pantaion,(}

gant,m

chausson,{)

chapeau,()

bande,f

mouchoir,{)

collier,m

bracelet,m

64語

the,m

tabac,m

riz,()

ble,()

vinBlanc,(}

vinrouge,()

biere,f

eau-de-vie,f

bouilli,du

roti,du

(薬剤部)

(家什部)

箱

灯

石

寸

金

提

皿

箸

栓

火

火

油

炭

薪

(文具部)

文台

書机

書籍

石筆

字典

文範

名刺

寒暑針

望遠鏡

顕微鏡

(武備部)

壁

淫

艦

営

塁

砲

銃

丸

城

塞

胸

寄

軍

陣

砲

大

小

弾

単語なし

64語

coffre-fort,m

lanterne,()

assiette,()

fourchette,()

bouchon,m

pierreafeu,f

allumette,m

huile,f

charbon,m

tison,m

64語

bureau,m

tablettes,()

livre,m

crayon,()

dictionnaire,m

grammaire,f

cartedevisite,f

thermometre,m

telescope,m

microscope,m

64語

chateau,m

forteresse,f

parapet,m

tranchee,f

batimentdeguerre,()

camp,()

batterie,f

artillerie,f

pistolet,m

bane,f



語485ヨ類辞動「

α

噸
㎜欝
臨

雛

レ

レ

ノ

ノ

ル

ル

ス

ル

ク

ル

ス

ル

エ

ス

闘

ク

レ

オ

ト

ス

舩

タ

備

塾

争

泳

生

質

侮

話

破

怠

語183」辛舌容形「

　

欝

欝

漁
盤

蟹

㎞

ル

ル

ル

ル

キ

ナ

ナ

ナ

キ

ナ

シ

ノ

キ

キ

名

実

キ

異

狭

明

委

外

易

弱

高

誠

強

語131ヨ類詞ロ百
田

「

曲
㎜
鰹

脚
謙

蟹

d

Co

cO

cO

cO

砿

・㏄

・㏄

・㏄

㏄

語61ヨ類辞

ニ

ク

ニ

ニ

許

様

何

二

多

テ

ニ

ニ

ニ

接

弦

幾

左

如

逆

猶

縦

内

外

既

「

テ

ニ

イ

テ

ニ

テ

ニ

テ

テ

無

除

随

上

於

間

由

側

辞駿△

ハレ

パ

テ

ナ

シ

ク

ラ

シ

ニ

ハ

何

然

如

然

猶

而

時

或

合喋

ス

合

ニ

ニ

ニ

ニ

ラ

ニ

テ

テ

ス

穂

勤

齢

匙

衡

難

蒲

酔

喋

朋

健

油

窒

卸

合

イ

喋

齢

sans

sauf

selon

sur

en

entre

pa.r

pres

類 」26語

car

cependant

comme

donc

encore

et

lorsque

ou

笛旺 舌辛」62言 吾

touteacoup

toutafait

touta1'heure

alafin

labas

ladessus

motamot

nonseulement

前 辞 」17語

autourde

aupresde

lebong

jusqu'a

noncompns

接 舌辛」21言 吾

bienque

113



114

eneffet

oubien

実 二

或 ハ ヌ

pourque

aumorns

コ トホ ド

少 トモ

演

藩

隷

慰

憶

拳
潔
毒

鱗

欝
雛

雛
譲
難
　

難

鎌

織
馨
難

藤

鰻

灘

職餐
蘇
鍵

聾

、蹴
、

纏 威 ～・一.

蒸熊
懸臨

馨
羅

轟 ジ磁㌦ 蹟 ・ 応 ,
≠聯 智 続 ・ 告 審 毒 ㍉

難

 

難
灘
懲
.驚
簸
難
欝
難

(山本松次郎 「佛語荘嶽 ・其之一」の本文4山 本晴雄教授所蔵)

2.「 佛 語 荘 嶽 ・其 之 二 」

この 字書 は,儂 紺 表 紙,左 袋綴 の和 装1冊 本 で あ るが ,そ の 寸法 は 「佛 語荘 嶽 ・其之 一」 と ま

った く同一 の もの て あ る。題 笈 に はや は り 「佛 語荘 嶽 」 と記 され て い るが
,見 返 しは な く9墨 付

丁 数 が84丁 か らな って い る。 その うち,い わ ゆ る 「佛語荘 嶽」 とい え る もの は5srで ,残 りの26

丁 は 「佛学 逢原 ・巻之 五」 に該 当す る ものて あ る。

この 本 も 「其之一 」 と同様 に,仏 和字 書 の形態 を と って は い るが
,前 述 した よ うに,和 仏 字 典

で あ る。 しか し,こ こで は原 本 の内容 を川来 るた け正確 に報 告す るた め に
,そ の ま ま掲 出 す る こ

とに した。

なお・()は 筆 者 か付 した もの て あ るか,こ れ は原文 に お いて 空欄 を示 す もの てあ る
。



「語 類 編 」

{Nom}

Univers,m

Monde,m

Pays,m

Province,f

Montagne,f

Science,f

Commerce,m

Travail,m

Amusement,m

Fete,f

(Verbes)

Baisser,

Laver,

ママ

Voir,irr

Entendre,

ママ

Dire,irr

(Adjectif)

Clair,

Sombre,

Epais,

Blanc,

Noir,

(Adverbe)

Beaucoup,

Peu,

Souvent,

Rarement

ママ,

Toujour,

(Conjonction)

語

語

ル

96

合

界

問

売

業

戯

32

リ

フ

ル

ク

フ

六

世

国

郡

山

学

商

職

遊

祭

下

洗

視

聴

言

16語

明 ナ ル

暗 ラ キ

濃 キ

白 キ

黒 キ

25語

多 ク

少 コ シ

屡 シ ハ

希 レニ

常 二

8語

Ainsi,

Quand,

Mais,

Et,

Je,

Tu,

Mien,

Celui-ci,

Celui-la,

Gagnant,

Despute,

Le

La

Un

Une

Ah

Bah!

(Pronom)

(Participe)

(Article)

(

{

/

(

)

)

)

)

Interjection)

()

()

「語 類 編 」

名 辞

(一天 文 部)

Leciel,

Laterre,

Lesoled,

Lalure,

L'etoile,f

115

夫故 二

若 シモ

然 シ

及 ビ

8語

吾

汝

我 レノ

此 ノ

彼 ノ

8語

設 タル

争 ソワレタル

4語

天

地

日

月

星

4語

32語
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(地理部) 32語 (学術部) 32語

Lariviere,

LeBois,

Lavallee,

Lamer,

Leport,

(神佛部)

河

林

谷

海

港

32語

Lamineralogie,

Lapolitique,

Laphiiosophie,

Laphysique,

Lafable,

Laconversation,

E)

産物学

政道

世道

物理

小説

通弁

槍術

Jupiter,m

Pluton,m

}

Mars

Nemesis,f

(人民部)

Unvieillard,

Ungarcon,

Lanoblesse,

Lacana且1e,

Unbourgeois,

Unpaysan,

(時令部)

L'anneederniere,

L'anneeprocha血e,

Lemoispasse,

Demain,

Hierausoir,

Demainsoir,

(世態部)

Uneaverse,

Unetrombe,

Unetempete,

Laguerre,

Lanavigation,

神

神

神

神

神

天

地

山

軍

仇

32語

翁

男

人

人

人

人

老

童

貴

賎

市

野

43語

年

年

月

日

晩

晩

去

来

去

明

昨

明

32語

雨

巻

浪

争

海

駿

龍

津

戦

航

(遊戯部)

L,etheatre,

1.eBrame,

Leslotos,

Lescartes,

Lapromenade,

Lapoupee,

Lemasque,

(家倫部)

L'epoux(lemari),

L'epouse(lafemme),

Lafille,

Labru,

Leserviteur,

(官爵部)

Unmarquis,

Unbaron,

Lesergent,

Lecaporal,

L'officier,

Lesoldat,

(職業部)

Unecrivain,

Unpeintre,

31語

戯場

浄瑠理

双六

花札

俳徊

偶人

假面

32語

女

夫

妻

息

娘

僕

32語

郡 守

県 令

セルヂャン ト

コルポラール

司官

兵卒

32語

人

工

史

画



Uncomedien,

Uneblanchisseuse,

Unpecheur,

(才徳部)

Lasagesse,

Lafolie,

Labonte,

Lamechante,

L'habilite,f

(身体部)

Latote,

Levisage,

L.efront,

L'epaule,

Ledos,

(性情部)

L'esprit,m

Lavie,

Laforce,

L,egenie,

Lebut,

(疾 病 部)

Lemaldetete

Lematdeventre

Unrhume,

Labrulure,

Lefrisson,

(運命部)

Lebonheur,

Lemalheur,

Laprosperite,

Lapuissance,

Ledanger,

優

女

夫

俳

洗

漁

賢

愚

善

悪

巧

頭

顔

額

肩

背

32語

32語

32語

神

命

力

智

的

精

生

気

才

目

32語

痛

痛

疾

傷

寒

頭

腹

寒

火

悪

福

禍

盛

強

危

32語

(官室部)

Unpalais,

Unhotel,

L'eglise,f

Unbureaudeposte,

Unrestaurant,

(衣服部)

Lecoton,

L,efil,

Lelinge,

Delala血e,

Unpantalon,

(飲食部)

Deslegumes,

Dupain,

Ducafe,

Dusel,

Dusucre,

(薬剤部)

(家什部)

Unetable,

Unchaise,

Unlit,

Untapis,

Unelanterne,

(文具部)

Unbureau,

Destablettes,

Unlivre,

Uncahier,

Lacopie,

32語

第

舘

寺

舎

亭

抵

舎

佛

駅

飲

綿

糸

布

毛

袴

32語

32語

菜

餅

ヒ

糖

蘇

蒸

匂

塩

砂
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単語 ナシ

32語

子

子

状

灯

卓

椅

寝

席

提

32語

台

机

籍

面

本

文

書

書

帳

写
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(武備部)

Lechateau,

Lecamp,

de1'arme,f

Lepistolet,

Lesabre,

(禽獣部)

Unelephant,

Unbaeuf,

Uncheval,

UnChien,

Unmouton,

(魚轟部)

Unebaleine,

Unecarpe,

Uneanguxlle,

Unserpent,

Unegrenouille,

(艸木部)

Lesapin,

Lebambou,

Lecerisier,

Lapivoine,

Latulipe,

(金石部)

L'or,m

L'argent,m

Lecuivre,

Lefer,

Leplomb,

(動 辞)

32語

営

器

銃

城

陣

武

小

刀

象

牛

馬

犬

羊

鯨

鯉

鰻

蛇

蛙

32語

32語

32語

松

竹

桜

葛薬

爵金香

金

銀

銅

鉄

鉛

32語

200語

Ouvrir
,

Fermer
,

(

Avaler,

(

C●uler,

)

)

(形容辞)

Grand,

Petit,

Plusieurs,

Moindre,

Bon,

(副 辞)

Trさs,

Plus,

Moins,

Bien,

Jamais,

(前 辞)

SUT,

Sous,

Dans,

Hors,

Entre,

(接 辞)

Donc,

Sinon,

Ma1S,

Et.

Comme,

(冠 辞)

開 ク

閉 スル

戴 ク

呑 ム

秀 ツル

流 レル

96語

大 ナル

小サキ

多キ

少 キ

・善キ

63語

甚 ハタ

多 ク

少 シ

能 ク

決 シテ

32語

ニ

ニ

ニ

ニ

ニ

上

下

内

外

間

16語

然 ラハ

然 サ レハ

然 カシ

而 シテ

如 トク
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le,定 男 単

la,定 女 単

les,定 両複

un,不 定 男 単

une,不 定 女単

(そ の他,au,aux,du,等 を記 して あ り

簡 単な説 明 を加 えて い る。)

〔代名辞 〕

(関係代名)

lequel男 単

laquelle女 単

lesquels男 複

lesquelles女 複

qUl両 性 両 数

(そ の 他,auquel,duquel,quoi,que・

dont,OU等 が 記 さ れ て い る 。)

(人性代名) (不定代名) 10語

主語人称代名詞の他 に,補 語人称代名詞等

が記 されてい る。

on

personae

chacun

(指示代名)

celui,男 単

celle,女 単

ceUX,男 複

celles,女 複

(そ の 他,ceux-ci,cela等 が 記 さ れ て い る 。)

〔歎息辞 〕

ha!

Oh!oh?

〔¥¥」 語 声 〕

7語

陛

膠

恐

驚

19語

(物主代名)

lemien,

lamienne,

lesmiens,

lesmiennes,

(当 然 の こ と に,

単

単

複

複

男

女

男

女

2人 称単数以下,

複数 まで列記 されてい る。)

3人 称

leChien

lechat

lecochon

aboie,

miaule,

grogne,

3。 「和 佛 言睾嚢 」

この草稿 は上下 か らなる左袋綴の和装2冊 本であるが,両 者 と も縦20 .5セ ンチメー トル,横13

.3セ ンチメー トルの寸法で ある。表紙 はr巻 には 「和佛澤嚢 ・上,山 本松蔵本」 と墨書 されて お

り,下 巻の方 もほぼ同様の もので あるが,さ らに 「動形副前接」の文字が見 られ る。文本は20段

の赤罫線入 りの ものであ り,単 純 な丁数計算 で数 えればかな りの ものであるが,ま だ メモ程度 の

ものであるた め単語の数は きわめてす くない。

なお,簡 単に この字書を紹介 してみると,次 の通 りである。

まず最初 に言 えることは,こ の和仏字典が我国の伝統 的な辞書の編集方式を踏襲 して いるとい
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うこ とで あ り,そ の点 で は村 上英 俊 の 『五 方通 語 』 に似 て お り,天 文,地 理,神 祇,人 品,時 令,

世 事,官 爵,家 倫,職 業,遊 戯,言 行,技 藝,身 体,性 情,禍 福,疾 病,内 政,外 務,文 学,武

備,宮 室,器 用,衣 服,飲 食,禽 獣,魚 虫,艸 木,金 石,機 械,薬 剤,釆 色,量 度 の32部 門 にわ

け,さ らに以 呂波 の順 に分類 して い る。

(山本松次郎 「和佛言睾嚢」の本文,山 本晴雄教授所蔵)

① 上巻 126丁 (地理部) 24語

〔名辞類 〕

(天文部)

grandfroid,

lebruit,

10語

㊧ 大寒

㊥ 音響

lacour,

lemarche,

(神砥部)

laCroix,

1'eternel,

㊨ 中庭

㊧ 市場

18語

㊥+字 柱

⑳ 神明



(人 品 部)

bouianger,

unvieuxgarcon,

(時 令 部)

toutevie,

lejourde1'an,

unjourdefete,

(世 事 部)

laperte,

lesmessages,

prix,

(官 爵 部)

ungouverneur,

unhuge,

(家 倫 部)

lecousingermain,

unefilleagee,

(職 業 部)

unlibraire,

unvitrier,

(遊 戯 部)

lescartes,

(言 行 部)

silence,

29語

㊧ パンヤキ

⑯ 壮夫

30語

⑭ 一生

⑳ 元日

㊧ 祭日

36語

⑭ 損失

㊥ 使令

⑭ 価

11語

⑭ 県令,ア ガ

タヌシ

㊧ 裁判官

9語

⑭ 従兄弟

㊤ 長女

35語

② 書買

㊥ 硝子工

6語

⑭ 骨牌。花合

ノ類

28語

⑭ 沈黙

lesceremonies,

(技 芸 部)

(身 体 部)

sang,

lesbras,

(性 情 部)

1'esperance,

lavolonte,

(禍 福 部)

lesgraces,

(疾 病 部)

unepustule,

(内 政 部)

recommendation,

(外 務 部)

(文 学 部)

unbillet,

ノ

uneeponge,

(武 備 部)

1'armoire,

unebataille,

(官 室 部)

121

⑳ 礼儀

単語ナシ

17語

⑭ 血

㊥ 腕

21語

⑰ 希望

㊨ 嗜好

3語

㊧ 恩恵

13語

㊦ 肉刺。吹出

物

1語

⑭ 命令

単語ナシ

15語

⑳ 小書

㊥ 海綿

24語

()鎧 イ

㊧ 野戦

26語
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laboucherie,

uncomptoir,

uncabaret,

(器 用 部)

unclou,

leconvert,

lasonnette,

依 服 部)

robe,

unbonnet,

unchapeau,

unupon,

(飲 食 部)

desbles,

duroti,

(薬 獣 部)

despeaux,cuir

unloup,

(魚 轟 部)

unsaumon,

unecarpe,

desperches,

(艸 木 部)

lesbranches,

desprunes,

(禽 石 部)

desbijoux

店

室

鐸

肉

算

酒

⑰

⑳

㊧

布蓋膳

語

釘

食

鈴

語

87

47

⑳

②

④

着上

子

着

長

帽

下

語38

0

⑱

②

ノモ

麦

爽

語52

⑱

⑭

皮

狼

語33

⑪

⑯

鱒

鯉

語63

㊧

㊨

石

枝

李

語

貴

　

㊥

⑪

㊧

ママ

(薬 械 部)

(薬 剤 部)

dusoufre,

(采 色 部)

Claire,

(度 量 部)

1esecond,

unefeuille,

② 下 巻72丁

〔動 辞 編 〕

(以 部)

arrlver,

(波 部)

quitter,

(仁 部)

ressembler,

(保 部)

(辺 部)

diminuer,

(土 部)

arranger,

単語ナシ

4語

⑭ 硫黄

5語

()ハ デ ナル

32語

⑪ 第二

㊧ 一 枚

12語

到 ル

11語

離 ス

5語

似寄ル

単語ナ シ

1語

減縮 スル

11語

整 エル



　部椥

　

　

∴

蜘
∵

　

　

部

部

溜

㈲

∴

蜘
　部嘆

㏄㎝……
t

調汰

埠猟bse

　

　

部

部

胤

僧

江㎝即co

　部偉

　

取

部

醐

僑

レ

シ

シ

ル

ノ

語

語

ス

語

ナ

語

ル

語

語

ル

語

ナ

語

ス

語

語

4

フ

ー

益

6

フ

語

3

レ

22

ス

3

ギ

ー3

ウ

語

3

応

10

ム

2

誓

利

縫

単

別

貸

横

戦

単

相

摘

∴

∴
鮒賦

　

ら　

ら

　

ラ

　

　

幽

齢

幽

照

聯

獺

齢

淵

齢

魍

細

鵜

鵯

味

個

I

a

剖耐

㎎

細

伽

杯

231

語

フ

5

願

)
ノドナ

シ

播

謝

躇

劫

疇

勧

朧

励

蠕

励

傭

ル

翻

ル

躇

ツ

篇

ゆ

篇

鳴

単

迎

受

逃

恐

櫛

宿

待

減
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ヲ

ヲ

シ

エ

　

ノ

器

∴

　
醐
繭
∵

綿
総

灘

階

∴

瀦

畑蜘

フ震

五
口

一言
ロ7

ル試

五
口

一三
ロ

ー

ルス倒転

五
口

ニ
ゴ
ロ41

ム歩

五
口

一言
口9

フ耳口

五
口

一言
ロ8

ル消

五
口

一三
口5

ス午二=ロ

五
口

'言
口4

ル附目

五
口

一三
口9

ク導

五
口

妻
ロ9

ルス謝

五
ロ

ゴ
=
ロ

ー

フ撰

剖

綱

吐

甑

尾

㏄曲伽

剖

細

値

付

瓦蜘船

醐容

細

彫

似

蝋

細

臓

細

鷹

破

㎞

に

細條

圓

剖

鵬

㎝

樋

㎝

十
レ

C

細仕

㎎

剖

幽

椥

鵬

3語

引 ク

7語

求 ル

単語ナシ

9語

坐ル

6語

現今 ノ

5語

辱 シキ

単語ナシ

4語

適宜 ノ

2語

便利 ナル

2語

尖キ。 トガキ

2語

熟 シタル



細

剖

倒

叙

瓜恥㏄駆

鮒

細

綱

榴

伽

伽

白馬㎜血㎝

細

剖

懊

血

汰

脳㏄萌d

剖

剖

剖

綱

帆

桧

蝋

偉

鵬

麻

鵠

鮒

㎏曲

僚

・6P

調恨

シナ

語

語

1

単

シ

シ

ル

ナ

ナ

タ

語

語

抽

単

単

ルタ

無
帽

シ

証
醐

ル

紐
帽

3

日
目

3

タ

6

寒

喜

シナ

語

キ

語

3

貴

単

ル

語

キ

語

タ

3

強

3

染

シ

ノ

語

キ

ナ

色

2

へ

語

猟

成

単

剖峨

剖

磯

鰍

惇

血

剖

鮒

Q乃

傲

鵡伽r

細玖

∴

∴

鴫
∵

細樹

㎎

咄
瀦

剖債

亀㏄鰍

語

ル

語

ー

ナ

8

虐

シナ

キ

語

薄

単

語

語

語

10

キ

6

キ

3

遅

暗

ル

語

ナ

5

柔

レ

レ

ノ

ノ

語

語

ナ

語

ノ

語

ナ

ノ

ー

キ

2

構

9

重

2

密

実

全

結

二

細

125
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鮒伏

剖

倒卿

徊

蝋

綱佐

砥

鮒

斌

・
剖

融

機

劇

曲

細汝

倒㏄駆

細

剖

僕

氏㎝

に

C

楓.切㎎血

綱偲

綱

㎏醗

吐

肛P

鮒

鮒

細

彪

値

付

ル

キ

シ

ル

シ

シ

儲

齢

疇

離

晒

馳

傭

沖

軸

躇

翻

篇

耕

篇

勲

鞠

躇

塀

軸

阯

篇

piquant,

〔副 辞 〕

(以 部)

unpetitmot,

(波 部)

a1'envi,

(仁 部)

dejourenjour,

(保 部)

aussitot,

(辺 部)

(土 部)

(知 部)

parfaitement,

(利 部 〉

(奴 部)

(留 部)

(和 部)

へ

guere,

(加 部)

sagement,

鋭 トキ

語

語

7

言

2

二

一

首

シ

シ

語

語

ク

ナ

語

ナ

語

語

2

々

ー

ナ

語

上

2

分

語

上

上

ー

モ

2

ク

日

程

単

同

十

単

同

同

僅

賢



　ほ立
口輿(

馬OPOrP・a

　区立
口太(

"m㎞　蛤rUS

)

)

ほ

ワ
ロ

立
口

立
口

礼

会

(

(

既naded

ち㎝

陶

m

陶

陶

音

m

立
。

立
[

　

津

副

称

奈

ー

P

ー

ー

.L

.
む甲血恥・毘r

　

　

　

k
ド

区

ゆ

K
ド

立
口

立
[

立
口

立
口

良

武

宇

乃

(

(

(

(

　区立
口

人
ミ

方(

シPUOCUaeb

陶

ゆ

立
口

立
口

久

也

(

(

ちnen
U

nOCn
●
-■

語

二

語

2

時

6

良

シ

ニ

ニ

ナ

語

申

チ

語

3

ノ

直

単

其

シ

語

ナ

語

2

テ

語

、

1

慎

単

シナ

モ

語

h

上

何

単

同

・

同

シ

語

ナ

上

3

ク

語

同

多

単

語ー

二将

(未 部)

d'abord
,

(計 部)

(不 部)

(古 部)

(天 部)

(阿 部)

p1S,

(左 部)

(幾 部)

absolument ,

(由 部)

(女 部)

(美 部)

(之 部)

autrement,

sinon,

(恵 部)

ノ 　 コ

sansceremonle,

(比 部)

excessivement
,

271

シ

語

ナ

5

ヅ

語

上

上

上

先

単

同

同

同

語2

シナ

語

ク

語

2

悪

単

シナ

度

.
語

急

単

ハ

語

レ

上

上

3

サ

同

同

否

ニシ

語

ナ

語

-

慮

1

遠

二常非

・
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(毛 部)

snasdire,

(世 部)

(寸 部)

promptement,

〔前 辞 〕

dans,

en,

〔接 辞〕

acausedu,

2語

勿論

単語 ナシ

2語

急速 二

4語

内 二

4語

ノ故 ヲ以 テ

4.「 佛 和 繹 嚢 」

(山本松次郎 「佛和諜嚢」,山 本晴雄教授所蔵)

「佛和 繹 嚢」(左袋綴 の和 装2冊 本,20.6cm×13.3cm)は 「和 佛 繹嚢 」の姉妹 本 とい える もの で,
ノ

上巻(107丁),お よび下巻(113丁)か らな り,両 巻 とも表紙 には,そ れぞれ 「佛和繹嚢(上 ・下),

山本松蔵書」 と黒書 されてい る。本文 は 「和佛言睾嚢」 の ときと同様に赤色の入 った和紙(楽 山堂

製)を 使用 しているが,墨 付丁数に くらべて 白紙の ま ㌧の頁が多いの も,そ の特長の一つであろ

う。

さて,こ の本の構成 内容に関 して述べてみると,山 本松次郎の編集 と言って もフランス語

関係の ものは,そ の総てが原稿のま ㌧であるが した辞 書 として形式 も内容(訳 語が複数で使

用 されるよ うになった)も 一番進んでお り,村 上英俊の 『佛 語明要』 を彷彿 させ るものがある。

さらに,我 国の伝統的な編集方法によ らず,欧 米式のA.B.Cの 順序で構成 されてい るの も目

新 しい ところで あろ う。

① 上巻

「佛語繹嚢」

(A)

agneau,

aisement,

amateur,m

appartement,m

99語

稚羊

容易 二

愛 スル人

住居。家宅

auteur,

(B)

benefice,

bibllotheque,f

bouger,

作者

65語

益

棚

ク

利

書

動



bruit,m

bruiner,

(C)

commission,

controle,m

cravate,f

curieux,

culotte,f

(D)

dessin,m

duche,m

duc,m

duchesse,f

destine,

(E)

elus,

enchante,

eternite,

excuser,

excuse,

(F)

fagons,

fiance,m

foncee,

franchement,adv

fumy,adj

(G)

音響 。報告 。馨 聞。

風 説 。

細雨 フル

174語

使 令 。荷 物 。重任

簿 記 。名簿

風 領 。 クビマ キ

新 奇好 ミ

ー 股
,一 マ タ

70語

思立。手本。紋 。アヤ

諸候 ノ領地

諸候

公夫人

取極 ラレタル,前

以 ノ世話サ レタル

78語

貨銭。価 ノ名

迷 フベキ。面白キ

永久。生涯

免 ス

免科 。言訳

60語

作 法

約婚郎。擬夫

暗 キ

先見スニ。 自由

二。放謄 二。相

応 二

薫 タル

50語

garde,f

galatine,

glace,

gobelet,m

grenier,m

(H)

habiller,

haricots,pl

habitude,f

hirondelle,f

hospitalier,adj

(1)

impolitesse,

instant,m

② 下巻

(J)

journaux,pl

jus,

dupe,f

upon,m

purer,

(K)

kilogramme,m

(L)

lendemain,m

lenteur,f

lis,m

lieutenant,
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介抱人

凝固物

硝子鏡

硝大杯。飲器

家上ノ物置。天井

23語

着服 スル

美人豆

住居 ・習慣

燕

寄宿 スベキ

36語

敬

時

不

暫

15語

日誌

汁

上衣。女 ノ

下衣。同上

誓 フ

1語

ポ ン ド

34語

翼 日

遅緩。

百合花

主将=代 テ都醤

スル者。 カピテ

ーンの次官
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71語

旅装 ノ革袋 。飛

脚車

進歩

家事。倹約

教師。説法者

作法 ヨキ

16語

卓.fヲ 覆 フ棉 布

水準

祭 ノ名。祭 ノ市

20語

勤 務

頑 固

撫孤 院

137語

法{;

旅客

板

黒 豆。又 豆ノ惣名

貸借

9語

海堤。波戸

迎 フ。牽 ク。引 ク

何

89語

吸収スル。呼吸 スル

米

王国
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X

Y
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径。小町

92語

住居

猿

椅 子

大心配。大用心。

心遣 イ

夜食

55語

唯今

遠 慮シタル

上書。標題

1語

用ユル

38語

売 リ

悪 シキ。醜 シキ

活発ナル

単語ナ シ

同 ヒ

同 ヒ

同一L
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参譲難織
1瑠:亥黛 簿 蕪雛 嚢懲轟 撫

灘警響
蕪 麟蟻謙

(山本松次郎の仏文,山 本晴雄教授所蔵)

麟 難 灘
.
灘

第3章 仏文の解説

lli本 松 次 郎 が フ ラ ン ス 語 を も っ て 記 述 し た も の の 中 に,"Cahierdeconversations"と い う 題 名

の ノ ー ト(19.9cm×16.5cm)が 現 存 す る が,こ れ は フ ラ ン ス 人 の 朱 の は い ら な い,松 次 郎 自 身 の

も の と い う 意 味 で 大 変 興 味 深 い も の な の で あ る 。(そ の 他 に も フ ラ ン ス 人 に よ っ て 添 削 さ れ た と

思 れ る もの も残 っ て い る が,大 変illisibleな も の な の で,本 稿 で は 省 略 し た)。

こ の ノ ー トに つ い て 簡 単 に 紹 介 し て お く と,表 紙 は い わ ゆ る ア ヅ キ 色 で,本 文 は82ペ ー ジ か ら

な り,23段 の 青 罫 線 の 入 っ て い る 普 通 の 様 式 の も の で あ る 。

さ ら に,第1ペ ー ジ の 部 分 を 記 し て み る と,次 の 通 り と な る 。

J'ecrisaverplaisirpardemanderdemoncheramiYamamoto,maisexcusez-moilamaladroite

ecritures'ilvousplait.

20novembrede21Meidzi.

aShindaie-MatchiNagasaki.

...

さて,い よ い よ本 文 につ いて触 れ る こ とに な るが,か な りの分 量 にの ぼ るの で,こ こでは,そ

の ご く一 部 を掲載 す る こ とに した。

なお,松 次 郎 の仏 文 に対 して,あ えて その訳 文 を付 さなか った の は,彼 の フ ランス 語 をそ の ま

ま伝 えるた め で あ り,さ らには,文 章がや さ しい会 話 体 の もの なの で,そ の必 要性 が認 め られ な

い と思 ったか らで あ る。(次 に 記 した仏 文 の 各 章:はIli本松 次 郎 の ノー トの1頁 分 を示す もの で あ

る。)
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Le marchand a-t-il  apporte les gants que vous avez achete chez lui. 

Il a oublie de ne les apporter. 

Pourquoi avez-vous manqué de venir chez mon pere ce matin. 

Le tailleur n'a pas apporte les habits qu'il a promis. Par consequent je n'ai pu y aller. 

Quelle distance y a-t-il de Paris a Londres. 
Il y a prés de cinquante lieues de Paris a Londres. 

Pourquoi vous enfuiez-vous? 

Je m'enfuis, car j'ai peur.

Est-il votre ennemi? 

Je ne sais pas s'il est mon ennemi. 

Mais je crains tous ceux qui ne m'aiment pas. 

Car s'il ne me font pas de mal, it ne me feront pas de bien. 

Etes-vous alle voir le colosse de Nara? 

Pas encore, mais je crois y aller bientOt avec M. Daibutsu. 

J'en ai aussi déjà lui promis si nous y allons, combien de jours y restrons-nous? 

Nous y resterons huit jours. 

A quels jours fixons-nous notre depart?

Ne le fixons a la semaine prochaine. 

Combien de lieues y a-t-il d'ici a Nara? 

Il y en a environ cent cenquante. 

Combien de jours faut-il pour y aller? 

Si vous y aller a pied, it faut quinze jours, mais si vous prenez le bateau a vapeur, it n'en faut que quatre. 
Vaut-il mieux prendre le bateau a vapeur que d'aller a pied? 

Certainement, cela va sans dire. 
Je prefere y aller par terre que par mer, car je crains le mal de mer.

Quel chemin faut-il prendre pour y aller? 
Il faut prendre le Tocaido. 

N'y a-t-il pas d'autre chemin pour y alter ? 

Si monsieur it y en a plusieurs, mais ils sont plus mauvais que celui-la. 

Apres avoir passé huit jours a Nara ne serez-vous pas d'avis que nous allions a Kioto. Y verrions-nous 

l'exposition. 

Je suis de votre avis et j'y la visiterai avec plaisir. Reviendrez-vous immediatement de Kioto apres avoir vu 

l'exposition.

Oui M. , j'en reviendrai immediatement. 

Je suis venu hier. 

Je compte venir demain.
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Je compte y aller probablement demain. 

Venez tout a l'heure s'il veut plait. 

Cette femme y est  allee hier. 

Viendrai-je. 

Je desk beaucoup y aller. 

Il est venu avant hier. 

Je compte m'en retourner dans trois jours a compter d'aujourd'hui.

Apportez immediatement. 

Je les ai emporte chez vous. 

Une personne est venu, it y a quelque instant. 

Viendrez-vous demain. 

Je n'irai pas demain. 

J'irai apres demain. 

Je ne pouvai y aller probablement demain. 

J'irai tout a l'heure. 

Quand irai-je? 
J'ai pense y aller avant hier. 

Allons.

En definiment je n'y ai alle point. 

Donc je reviens chez moi. 

Je l'ai achete hier. 

J'irai achete demain. 

Irai-je acheter immediatement. 

Je vais faire des achats. 

Je suis alle acheter des livres. 

Qu'avez-vous achete ? 

Je l'ai achete immediatement. 

Vu le bon marche. 

Je n'ai pas encore de maitre.

Je desire procurer un maitre. 
Je vous demande chercher un bon maitre pour moi. 

Je vous l'amenerai; aussitot que j'en trouvais. 

Que lui paierai-je par mois? 
Mon dieu! trois rios suffiront. 

Qu'etudiez-vous. 
Je desire etudier la langue japonaise. 

Pendant combien d'annees avez-vous etudie. 

Voici celle que je prefere, quel en est le juste prix?
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Je vends drap pour un pantaron ordinairement cinq piastres, mais pour vous,  Mr, ce ne sera que quatre 

et demi. 

C'est bien, mais voulez-vous me le vendre a credit car je n'ai pas d'argent sur moi maintenant. 

Mais comment donc Mr! certainement, et si vous avez besoin d'autre chose, que cela ne vous gene pas. 

Comment passez-vous votre temps? 
Je le passe a etudier. 

Qu'etudiez-vous? 
J'etudie le francais et les mathematiques.

Quand avez-vous commence ces etudes? 
Je les ai commencees depuis six mois. 

Comment s'appelle votre professeur. 

I1 s'appelle Napoleon, le connaissez-vous? 

Je ne le connais que de nom, je n'ai pas encore en l'avantage de le voir. 

Si vous desirez le connaitre, je vous presenterai a lui. 

Vous m'obligerez infiniment car it y a longtemps que je cherche a faire sa connaissance.

A votre service, aujourd'hui, demain, quand vous voudrez 

C'est trop de bonte, votre jour et votre heure seront les miens. 

Eh bien puisque cela vous est agreable, allons-y de suite. 

Le chasseur a tire dans ce bois un lievre un cerf, un perdrix. 

Le serrurier a besoin d'un ciseau et d'un marteau, pour faire un clef, un vis, ou un verrou. 

Le fils de ce villageois obtint chaque annee le premier prix au lycee. 

L'eleve d'une ecole a eu la peine d'être condamne a la domesticite pendant dix semaines, pour en avoir 

deserte.

Je ne le connais que de nom, je n'ai pas encore eu l'avantage de le voir. 

Si vous desirez le connaitre, je vous presenterai a lui. 

Nous m'obligerez infiniment car i1 y a longtemps que je cherche a faire sa connaissance. 

A votre service, aujourd'hui, demain, quand vous voudrez. 

C'est trop de bonte, votre jour et votre heure seront les miens. 

Eh bien ! puisque cela vous fait agreable, allons-y de suite. 

La maison est-elle loin d'ici?

Elle est tout pres d'ici, justement derriere de ma maison. 

Il est probable qu'il soit absent. 

Je n'ai vu rien qui merite d'être signale, si ce n'est que le pays qui m'a semble pittoresque. 

Je ne le crois pas, car it a beaucoup d'eleves, de sorte qu'il ne peut sortir pendant le jour. 

Mais aujourd'hui est dimanche, travaille-t-il donc comme tous les jours? 

Ah! c'est juste, je n'y pensais pas, mais c'est une raison pour que nous le trouvions chez lui car i1 aime 

beaucoup a se reposer. 

Eh Men! allons-y immediatement.
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第4章 その他の著作

さて,前 述 したよ うに,山 本松次郎の著作は数多 くあ り,翻 訳 書(原 稿のま ㌧である ものがお

おい)や 雑 稿の類 も例 外ではない。その他,ド イツ語辞書(袖 珍 学語訳嚢)は すでに紹介 されて

いるところである。 そこで,本 稿では,そ れ らの翻訳書 を簡単に紹介 してお きたい と思 うが,従

来,そ の内容 について はまった く触れ られていなかった もので ある。なお,と くにフランス語関

係の ものにつ いては,翻 訳書 とその原書 とを対比 させ ることによって,松 次郎の解釈力 を も窺 い

たかったが,時 間的な余裕 がなか ったため,残 念なが ら,そ の問題に関 しては第二稿に譲 りたい。

1.「 日課繹 稿 ・壼 」

「日課繹 稿 ・壼」 は,茶 色 表紙,右 綴和 装 の1冊 本(24.8cm×17cm)で あ り,題 簸 に は 「日課

繹 稿 ・壼 」 と墨 書 されて い る。 見返 しに は,「 日課繹 稿之萱,使 節 紀行 目録(朱 記)」 とあ り,

その枚 数 は36葉 と記 され て い るが,実 際 には135丁 の もの で あ る。

その構 成 を示 す と,次 の通 りで あ る。

イ.題 名不詳 で あ るが,日 本 の こ とを中心 と して,個 条書 に記 した もの。

ロ.「 使 節紀 行」 とい う題 にて,さ らに 「原 書蘭 人所 著」 とあ る。 そ の 内容 は 日本 お よ び 日本 人

の紹 介が 多 い。

ハ.そ の 他

2。 「日課 繹 稿 ・武 」

この訳書は,山 本松次郎の翻訳書 としては主要

な ものであ り,『 日本西教史』(1)が所収 されて い

るものであ る。

表紙,お よび・∫法 について は,「 其の壱」 と同

一であ るが
,Eは 「晩翠 ・日課繹稿,山 本松言睾

・武」 とな っている。なお,見 返 しには,「 山本

松次郎所有圃,日 本西教史原本佛人所著(朱 記)

日課言睾稿之武,山 本松次郎繹」 とあ り,そ の枚数

を示す もの として45枚 と書かれているが,調 らべ

てみ ると110丁 が,そ の丁数である。

その内容 を示す と,以 下のよ うな訳文である。

「第十五章 一 ノ基督宗徒其 ノ苦責二関 シテ説

話セ シ事

掬将軍二因 テ発 シタル第二 回ノ圧制 二 在 テ ハ

ル ーイsソ ツタルト云 フ基督宗 ノ高貴ガ其 ノ苦責中

奪 ヒ難 キ丹誠 ト勇気 ヲ顕セ リ此 ノ人ハ既 ニダィ ヒ

ユサマ(誰 未詳)ト 云 フ将軍 ノ時 二粗暴 ノ攻撃 ヲ

(山本松次郎 「日課言睾稿 ・壼」の表紙,

山本晴雄教授所蔵)
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灘
受ケシ ト錐モ是 レハ其 ノ後其 ノ子 ノ将軍 二受

ケシ所二比 ス レハ遊戯 タルニ過 キズ

(以下略)」

3.「 晩 翠繹 稿,数 部 ・壼 」

灘灘灘灘
(山本松次郎 「日課言睾稿 ・武」の本文,

山本晴雄教授所蔵)

ハ .保 約 官教育 法

二 .写 真大 成

ホ.家 用学(一 名生 計物誌),佛 国 ル ー イ ・フ ィギ ー著

へ.羅 氏農 工 辞典 紗繹

「晩翠澤 稿」 は,縦24.1cm× 横16.1cmの 寸

法 で,表 紙 は茶色,紙 数 は188丁 の もの で あ

る。 見返 しはな く,本 文 の お もな もの を記 す

と,次 の 通 りで あ る。

イ.那 北列 翁遺 訓前 編

ロ.脅 各舌辛言睾稿

(1)若 曼 略伝
ヂ ョンダル ク トム レ ミ　 ジ ャ ックタル

「若憂陀留句佛国度鵡礼味村農夫邪句陀留
ク イサ ベル ロ メ

句之第三女也 。母伊坐部留 呂迷 ………(以 下

略)」(1丁 表)

(2)西 暦沿革読略,

(3)徐 福多言,

(4)古 史廿三葉

(5)異 聞膳災談

(6)脂 燭 ト俵燭 ノ製法

(7)そ の他

4.「 晩 翠鯨 稿 」

「晩翠鯨稿」 とい う原稿 は4冊 あるが,こ こでは直接に関係がない もの と思れ るので,ご く簡

単な紹介だけにとどめてお く。

イ.「 晩翠鯨 稿 ・壼」

(1)産 業雑誌(石 鹸乃製方)

② 草稿(投 書)

「鳴呼光陰ハ矢 ノ如 ク少壮ハ老易 シ是 二於テ世ノ最モ羨 ムヘキ者 ハ児童 ナ リ重 ズヘキ者モ亦児

童 ナ リ佛 国 ノ文部卿ヂ ュルシモン日ク…… …(以 下略)」(1丁 表)

(3)洋 学心理

「序次如左
ママ

・……・・中段,文 法書 萬物究理書 歴 史新聞終 序文 学至此則可得外 国之事情得其芸術強国家

之武威是以善解其書也 ……(以 下略)」(2丁 表〉

その他,「 産業雑誌 序」,「 童家教育論」,「 那北列翁法経集註 紗繹」,お よび,「 西洋婚儀
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略説」等 多数。
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ロ.「 晩翠鯨 稿 ・武」

「娼妓論」 か ら始 まって 「民権論に致 るまで,じ つに さまざまな論稿が記 されて いる。

なお,そ の他の もの をす こし紹介 してみ ると以下の通 りである。

(1)宗 教論

② 商法論

(3)史 論

(4)茂 樹 開路論

(5)世 鑑外紀 ノ数節

(6)そ の他

ハ.「 晩翠鯨 稿」(青 色表紙)

(1)山 本松次郎の履歴

(2>山 本二翁合伝序

(3>皐 脩録巻之上

(4}漢 詩
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その他,色 々の雑稿かあ って,最 後 に 「長崎

明倫録」なる ものか記 されて いる。

二.「 晩翠鯨 稿」(表 紙は白)

(1)青 寒社則

② 「ナポ レオン」か檜 事二力 ヲ尽セシ串

(3)上 京b志 ハ首

(4)投 書(勤 病体解部説)

(5)木 己憂夢茜

等かそのお もな ものてある。

ホ 「晩翠鯨稿」(表 紙が絵入 り)

お もな もの としては,平 井希 昌関係の ものか

あるたけで あるか,最 後のカが一種のフランス

語の単語帖になっているの も特長てあろ う。

5.「 晩 翠言睾稿鶏 肋集」

右 綴和 装の1冊 本(24.6cm×16.6cm)で あ り(山 本松次郎 「晩翠課稿鶏肋集
」

灰 色 表紙,紙 数 は82丁 か らな り,題 籏 に は 「晩 の表紙 山本晴雄教授所蔵)

翠繹 稿鶏 肋集 」 と墨 書 されて い る。

その 内容 につ いて触 れ る と,写 真化学,歴 史関係,民 法抄hと 続 き,そ の後,「 那北 列 翁法 裳,

セ フ ス ・ピ コー著,山 本 松次 郎訳 」,「 民 権 論原序 」,「 民権 論巻一,第 一 編,家 格」 とあ り,

最 後 に 「佛 国 古哲 孟 徳斯鳩 著,羅 馬盛哀 論q稿 」 でお わ ってい る ものて あ る。

盤淳
(山本松次郎 「晩翠課述鶏肋稿」,山 本教授所蔵)

6.「 晩 翠澤述鶏 肋 稿」

やは り,種 々の雑i稿か ら威 っているか,そ の中

心 となるのは,「 李国軍政鐸稿」 てあろ う。なお

すでに所収 されてい る原稿,た とえは 「西洋婚儀

略説」や 「勤 病体解部説」 など も再 見す るか,何

故なのてあろ うか。

この原稿 も5.と同様,灰 色表紙,右 綴和装の1

冊本で,寸 法 も同 じである。枚数 は64丁 とその紙

数かす くない。

7.「 佛 学 逢 源 」

一 種 の フ ランス語入 門 書 と も謡 うへ き ものて ,

発音 の 部,お よひ単 語の 部か ら構成 されて い る。

和紙 をそ の ま ま表紙(題 籏 は な く,た た 「佛学 逢

源」 と記 され て い る)に 使 用 して お り,左 綴 の1

冊 本 て あ る。 寸法 は縦20.5セ ンチ メー トル,横13
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.4セ ンチ メー トルの もの で あ るが,枚 数 はか

な りす くな く,わ ずか に26丁 の もので あ る。

〔注〕

1) 原書 名 はJeanCrassetHistoiredel'

EgliseduJapon(高 橋 教授 に よ る)と され

れ て い るか,こ の 翻訳 を した 一 人 と して早 くか

ら山 本 松 次 郎 に庄 目 した の は幸 田成 友 博 土 か 最

初 て あ っ た。 「幸 田成 友 著 作 集 ・第 四 巻 』,(中

央公 論社,PP432～436参 照)。
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本稿 を作成す るにあたっては,多 くのす ぐ

れた先学の研究業績 に負 うところかおおいか,

とくにこれ まで終始 あたたかい こ指導 をたま

わった恩師 ・高橋邦太郎先生(共 立女子大学

教授)に は,こ の機会 をか りて,心 か ら御礼

の言葉 を申し上 けたい。

また心 よ く数々の資料 を示 して くた さった

山本松次郎の[白系(孫)

先生,真 田幸冶氏(旧 松代藩 々主),高 橋宏

氏(同L),永 井久 子氏(同 上),入 江尚了氏

の方 々には大変 お世話にな った。

さらに図書館関係ては,

岡県 立中央図書館の石田徳行氏 に,

なお原稿て使用 した古文書の解読 には,

謝 したい。
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(山本松次郎 「佛学逢源」の本文,山 本晴雄教授所蔵)

であ られる本学教授 山本晴雄先生をはしめとして,立 正大学教授桃裕行

峰氏(郷f史 研究家),田 中誠三郎氏(同 上),山 崎几

(入江文郎の了孫),村 上英夫氏(村 上英俊の ∫孫)

ここに記 し謝 意を表 したい。

長野市松代町の宝物館々長 ・矢沢頼忠氏,同 副館長 ・寺尾大園氏,静

とくにお力添 をいたたいた。厚 くお礼 申し上ける次第である。

高橋雲峰氏の ご協力があった ことを付記 して,深 く感


